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憧れの彼とお近づきになりました




「そ……総務部から異動になりました相あい田だ萌もえです。どうぞ……よろしくお願いします」

　異動先である海外事業部グローバル推進課の朝礼で、課の面々につっかえながらもそう挨拶すると、私は深々と頭を下げた。

　年度の始まりの四月一日。天気は快晴で外は桜が満開なのに、私の気分は過去にないくらいブルー。頭の中は不安でいっぱい。こんなに緊張してて、これから上手くやっていけるのだろうか。昨晩はあまりよく眠れなかった。

　私……相田萌は、創業明治三年という長い歴史を持つ『水み無な瀬せ製せい薬やく』で働くＯＬ。二十五歳、独身。身長は百五十五センチと低めで、ボブカットのストレートの黒髪に真ん丸の目をしている。小さい頃から変わらぬ私の髪型に、三歳下の弟はよく〝座敷わらし〟と言ってからかう。

　特に目立たない普通の容姿なのに、面食いのせいで今まで恋人がいたことがない。遠くから好きな人を眺めて楽しんでは、ひっそりと静かに終わる自己完結型の恋を繰り返しているのだ。

　水無瀬製薬は、国内外に四十を超える事業所と支社を持つ、世界的に有名な製薬会社。虎とらノの門もんにある三十五階建ての本社ビルには千人近い社員が従事している。

　入社以来その本社の総務部にいた私だったが、先月突然、部長に会議室に呼び出され、異動を命じられた。




『相田さん、君、四月から海外事業部に異動になったから』

　人のいい部長にニコニコ顔でそう告げられ、私は『嘘……』と思わず呟いてしまった。

　晴天の霹へき靂れきとはこのことを言うのだろう。まさか自分が異動になるなんて考えてもいなかった。

　しかも、異動先が海外事業部なんて……冗談だよね？　だって私……英語苦手なのに……。

　部長の言葉が信じられなくて、思わず顔が強張ってしまう。

　海外事業部はエリートばかりで、おまけにやたらと顔面偏差値の高い面子が揃っている特別な部署。私のような平凡な女がいる場所じゃない。

『海外事業部はうちの花形だよ。相田さんは勤務態度は真面目だし、仕事は丁寧かつ速いし、いい戦力になると思うんだが』

　部長はゆっくりと明るい口調で言うが、私は動揺せずにはいられなかった。

『……お荷物の間違いじゃないですか？』

　私は青ざめた顔で自じ嘲ちょう気味に呟く。

　英語も使えないのに、海外事業部に行ってなにができるの？

『もっと喜ぶと思ったのになあ』

　ハーッと部長はわざとらしく溜め息をついた。

　部長……他人事だと思ってますね。

『毎年会社で受けてるＴＯＥＩＣでスコア五百くらいしか取れないんですよ。海外事業部なんて私には無理です。このまま総務に残ることはできないんですか？』

　私は、すがるような目で部長を見た。

『う～ん、そういう例はないなあ』

　ゆっくり首を傾かしげながら、部長は少し困った様子でそう告げる。

『……断れないんですね』

　部長の答えに私はうなだれた。

　自分でも示達を覆すことはできないとわかってはいる。私は水無瀬製薬の一社員にすぎないのだから……。でも、まだ納得できない自分がいる。突然告げられた異動に、私の頭はかなり混乱していた。

『そんな絶望的な顔しなくても大丈夫だよ、相田さん。ここだけの話、向こうの真ま木き課長が君のことが欲しいって指名してきてね』

『真木課長が？』

　私はスッと顔を上げ、まじまじと部長を見た。

　真木課長とは仕事で何度もやり取りをしている。ふわりとした茶色い前髪を横に流し、背は百八十センチくらいあって整った顔立ちをしたイケメンだ。女子社員にも優しくて、社内でもすごく人気がある。ニコッと笑顔で『今度食事に行こうか』と微笑むのが真木さん流の挨拶。二十八歳で海外事業部のグローバル推進課の課長なのだから、一見チャラそうでも、相当やり手なんだと思う。

　実際、真木さんに頼まれた飛行機のチケットを海外事業部に届けに行くと、いつも彼は英語で電話対応しながらパソコンのタイピングをし、部下にも指示を出している。

　そんな有能な人に、私のような平凡な社員がご指名を受けるとは思わなかった。なにかの間違いじゃないだろうか？

『真木課長にどうしてもって言われてねえ。断れなかったんだよね』

　ハハッと部長が笑うが、そんな彼に私はいらっとした。

『そこは役職が上なんですからビシッと断ってくださいよ！』

　あまりにも狼うろ狽たえていて、つい部長に八つ当たりする私。

　まあ、上司にそんなことができるのも、入社以来ずっと父親のように見守っていてくれて私が失礼なことを言っても怒る人ではないのを知っていたからなのだけど……。

『でもね、相田さんが後輩をしっかり育ててくれたから、断る理由もなかったんだよね。キャリアアップになるし、頑張ってね』

　部長はこれでこの話はおしまいとばかりに笑顔で私にエールを送ると、手に持っていた書類に目を落とした。

『……はい』

　小さく返事をして、私はガックリ肩を落としながら会議室を後にする。

『受け入れるしかないのか……』

　私は部長に見捨てられた気分で、盛大な溜め息をついたのだった。




　それからの一カ月、会社近くの書店で英語の参考書を買い、通勤電車の中で地道に勉強をした。

　でも、英語で電話やメールのやり取りができる自信なんてない。英会話学校に行く時間的余裕も金銭的余裕もなかった。おまけに、私の前任者の事務担当の子が急に辞めてしまったらしく、ろくな引き継ぎもできていない。

　気づけば、朝礼を終え、みな席に戻っていく。不安で青ざめてその場に立ち尽くす私に、真木さんが近づいてきて優しく声をかけた。

「そんなに緊張しなくても大丈夫だよ。仕事は少しずつ覚えていけばいい。それから、席は高たか橋はしの隣。あっ、高橋は紹介しなくてもわかるよね？」

　真木さんが指差すその先には、海外事業部のエースの高橋さんがいた。

　もちろん、私は彼のことをよく知っている。

　高橋恭きょう介すけ、二十六歳、独身。百八十二センチの長身に、王子様のような俳優顔負けの端整な顔立ち。髪はダークブラウンの綺麗な色で、額を出して知的なイメージ。性格も優しくて温厚な好青年だ。

　人ひと伝づてに聞いた話では、小学生の頃からずっとアメリカにいてＭＢＡ取得後に日本に戻り、うちの会社に就職したらしい。仕事もかなり有能で、課長の真木さんにもひけを取らず、ヨーロッパでの販路の拡大に大きく貢献したとか。社長以下の役員も彼には一目置いていて、出世コースを約束されている……なんて噂も聞こえてくる。

　そんなハイスペックな高橋さんは、うちの会社の女子に一番人気。ちなみに二番手は真木さんだ。

　高嶺の花である高橋さんに私は秘かに想いを寄せている。

　彼を初めて見たのは、一昨年の秋。〝海外事業部にすごく格好いい人が入ってきた〟って総務の女の子たちが騒いでいて、私も仕事のついでに彼を見に行った。イケメンだらけの海外事業部で一際輝いていた高橋さん。彼を一目見たときから、面食いの私は心を奪われた。だって、私の理想を具現化したような容姿をしていたのだ。

　それ以来、高橋さんは憧れの人になった。ちょっと姿を見ただけで、その日はハッピーな気持ちになれる。高橋さんに飛行機のチケットの手配を頼まれた時には、それはそれは喜んだものだ。だけど、チケットを届けに行くとたいてい彼は客先に出かけていて、まともに話をしたことはなかったけれど……。

　多分、高橋さんは〝総務の相田〟という名前を知ってはいても、私の顔なんて覚えていないだろう。総務の中では私は目立たない存在だったから……。

　彼と同じグローバル推進課と聞いていたから、席は近いかもと思ってはいたが、まさか隣とは……。これはマズイ。ハッピーなんてお気楽なことは言えない。ドキドキして仕事にならないじゃないの？　ただでさえ、英語が苦手で仕事も不安なのに……。

　しかも、高橋さんは秘書室のお姉様方にも人気で、私は海外事業部に異動というだけですでに目をつけられているのに、これではますます恨みを買いそうだ。

　だって、うちの課の女の子って私だけなんだよね。

「相田さん、これからよろしくね。仕事でなにかわからないことがあれば遠慮なく聞いて。……相田さん？」

　高橋さんに名前を呼ばれてハッと我に返ると、彼が心配そうに私の顔を覗き込んできた。

「わっ！」

　綺麗な顔が目と鼻の先にあって、思わず声をあげて二、三歩後ずさった私。

　その反応を見た高橋さんが苦笑しながら謝る。

「驚かせちゃったみたいだね。ごめん」

「高橋も嫌われたものだな」

　真木さんが声を殺して笑っている。

「いえ、決して嫌ってなんか……。すみません。すみません」

　私は真木さんの言葉を否定すると、高橋さんに向かって何度も頭を下げた。

「そんな頭下げなくても……。真木さんもおもしろがらないでくださいよ」

　高橋さんは困った様子で私を見て、次に目を細めて真木さんを睨む。

「悪い。高橋見て引く女の子って見たことなかったからさあ。大丈夫だよ、相田さん。高橋に襲われそうになったら俺が必ず助けるから」

　ついには腹を抱えて笑い出す真木さんに、高橋さんがすかさず呆れ顔でツッコミを入れた。

「真木さん、それ全然フォローになってませんから」

「そうかな？　お前の本性をバラしておけば、相田さんも他の女の子みたいにお前の餌え食じきになることはないだろ？」

　意地悪な目をして真木さんが高橋さんを挑発する。

「俺を獣けだものみたいに言わないでくれますか？　相田さん、この人の言うことは軽く流していいからね」

　高橋さんは真木さんに鋭い視線を向けると、次に私の方を見て爽やかに笑った。

　彼の笑顔に胸がキュンとなる。

　真木さんと高橋さん……仲がいいんだ。社内の女の子たちがこのやり取りを見たら、きっと喜ぶだろう。ひょっとしてふたりとも私の緊張を解ほぐそうとしてくれたのかな？

　高橋さんは噂通り紳士で優しくて、笑顔もとっても素敵。真木さんもいい上司だと思う。部下とこうやって軽口を叩きあえるのは信頼関係があればこそだ。

　そんなことを考えていると、誰かに後ろから肩をポンと叩かれた。

「相田さん、これからよろしくね」

　控え目な声がして振り返れば、そこにいたのは私と同期の田た中なか君。

　田中君はうちの女子社員の間では、草食系眼鏡男子として名高い。それほど目立つ存在ではないが、身長も百七十五センチくらいあって、目は二重で顔も割と整っているし、穏和な性格でモテている。真木さんや高橋さんはハイスペックすぎて手が届かないけど、田中君は本命にしたい現実味のある男性ってところだろうか。

　でも、私はずっとふたりに目がいっていて、田中君の存在をすっかり忘れていた。気心が知れた人がいて、ちょっと緊張が和らいだ気がする。

「田中君がいて少しホッとしたよ。やっぱり知ってる人がいると心強い」

　笑顔を作って田中君に微笑むと、私は自分の席についてパソコンを立ち上げ、パスワードを入力する。だが、拒否されてログインできない。

「あれ？　なんで？」

　ひとり首を傾げていると、不意に耳元で声がした。それは高橋さんの甘い低音ボイスで……。

「ああ、ごめんね。うちのセキュリティ少し厳しくて使用者以外はログインできないんだ。これ前任者の設定のままみたいだね。設定変えるからちょっと待って」

　私の背後から高橋さんの手が伸びてきて、私の目の前にあるキーボードを操作し始める。自分の髪に軽くかかる彼の吐息に、ハッと息をのんだ。

　近い、近すぎる～！

　これでは身動き取れないし、上手く呼吸もできない。

　この状態いつまで続くの～！

　硬直しながら背後にいる高橋さんの様子を窺っていると、設定が終わったのか彼が私から離れた。

「今度は入れると思うよ」

「ハイ……アリガトウゴザイマス」

　私は正面を見据えたままぎこちなくお礼を言うと、震える手で自分のパスワードを入力した。

　まだ高橋さんの視線を感じるが、振り返ってまともに彼の顔なんて見られない。

　やっとログインできたが、今の私は放心状態。

　なんか……まだ仕事もしてないのに精神的にひどく消耗した。初日からこれでは私もたないかも……。

「相田さん、大丈夫？」

　高橋さんが気遣わしげに声をかけて私の顔を再び覗き込む。

　視界に秀しゅう麗れいな顔がドアップで入ってきて、びっくりした私は大きく仰け反った。

「だ、大丈夫です」

　……心臓に悪すぎる。

　強張った笑みを顔に貼り付けつつも、しばらく私を放置しておいてください……と高橋さんに対して失礼なことを心の中で願った。

　彼との距離感に戸惑ってしまう。こんなに近くまで接近してくるのは海外生活が長かったせいだろうか？

　初日からこんなに挙動不審で、きっと変な女だって思われただろうな。

　やっぱり……憧れの人が近くにいるのって落ち着かない。彼の前で大きな失敗をしなければいいのだけど……。




　そんな不安を抱えながらも、なるべく感情を抑え、仕事に徹しようと私は必死に頑張った。英語だってお昼休みも屋上でひとり勉強して、なんとか英語の書類やメールのやり取りには慣れてきた。

　でも、英語を話すのはやっぱり苦手で、電話を取るのはまだ怖い。海外から電話がかかってきませんように……と毎日祈りながら仕事をしていたものの、運悪くみんなが離席中だと嫌でも取らなければいけない。

　そんな時はたどたどしい英語で必死で応対して担当者にメモを残すのだが、その担当者というのは高橋さんであることが多いため、そのメモもなにかの清書のように何度も書き直しては高橋さんの机の上に置くのだった。




　今日はここに来て初めての月末。時刻は午後八時過ぎ。うちの課の島にいるのは私だけだ。他の社員は客先に行っていたり、金曜日ということで定時で上がったりしている。

　今月に入って何十時間残業したんだろう。慣れない環境や仕事に戸惑いつつもなんとか一カ月もった。

　家に帰るのはたいてい夜の十時過ぎ。夕飯を作る気力もなく、帰って口にするのはコンビニで買ったお握りに野菜ジュースだけ。五分で食事を済ませ、お風呂に入ってすぐに寝る。流行りのテレビドラマを観る余裕もない。

　総務にいた時は月末月初以外は定時に帰っていたのだから、身体の疲れを感じずにはいられない。だけど今の私は他のみんなより通常業務に時間がかかるし、残業は仕方がないと納得している。早く自分のスキルを上げてみんなに追いつかないと……。

　課のみんなの勤務時間管理や旅費精算の処理をしていると、静まり返ったオフィスで電話がけたたましく鳴った。

　ハーッと溜め息をついて電話に出ると、聞こえてきたのはやたらと早口の英語。その勢いに気圧され意味がわからずもう一度聞き返すと、威圧的な口調でまくしたてられた。

　でも、相手の言うことをカタカナと英語でメモを取りながら、なんとか理解して、「担当者が戻ったらまた連絡します」と拙つたない英語で伝えて電話を切る。

　他人には難解不読なメモを見ながら、自分の頭を整理した。

　会話の内容は、うちが送った見積もりの金額がメールで伝えていた数字と違うというものだった。〝予算の承認を取りたいから至急訂正した見積もりを送ってほしい〟と言われたが、私にはなんの案件なのかちんぷんかんぷん。

　すぐにこの案件の担当者である田中君のスマホに電話するが、留守番電話に繋がって、本人とは話せなかった。とりあえず折り返し連絡が欲しいと伝言を残して電話を切る。

　しかし、五分経っても電話は来ない。再度スマホに電話するも、やはり田中君は出なかった。

　このまま連絡がつかなかったらどうしよう。あ～、田中君、早く電話かけてきて！

　この案件が心配で自分の仕事に手をつけられないまま、また無情にも五分が経過する。

　相手は至急と言っていた。来週には持ち越せない。私のせいでこの取引がダメになったら……とそんな最悪の事態を考えてしまう。

　誰も頼れる人がいなくて私は半泣き状態。このままではいけないと思い、真木さんのスマホに連絡しようと電話に手を伸ばしたその刹那、背後で高橋さんの声がした。

「ただいま～。あれ、相田さん、まだいたの？」

「高橋さん……」

　私は振り返って涙で潤んだ目で高橋さんを見上げる。目の前に現れた彼が救いの神に見えた。

「どうしたの？　そんな慌てた顔して？」

　高橋さんに優しく声をかけられて、ようやく焦りが引いていく。

　彼に乱雑なメモを見せ、事情を説明した。

　メモを見られるのは恥ずかしいけど今回は緊急事態だし、きちんと清書する余裕がなかったのだから仕方がない。

　でも、高橋さんは私の子供のようなメモのことには触れず、落ち着いた声で私を安心させるように笑って言った。

「ああ、その件なら俺も知ってるから大丈夫。すぐに先方に連絡するよ」

　高橋さんがいつもの十倍キラキラして見える。彼を見て疲れも一気に吹っ飛んだ。素敵な笑顔に胸がトクンと高鳴る。

　私が高橋さんに見惚れてボーッとしている間に、彼は自分のデスクにノートパソコンを広げ、キーボードを操作してなにやら処理を始める。かと思ったら、すぐに電話を取ってネイティブのような流りゅう暢ちょうな英語で話し始めた。

　やっぱり彼はすごい。

　高橋さんの仕事ぶりを感心しながらまじまじと眺めていると、受話器を耳と肩の間に挟みながら話をしている彼と目が合ってしまい、ドキッとした。

　あっ、見惚れてる場合じゃない!!　自分も仕事しなきゃ。

　高橋さんに田中さんの案件を任せ、私はデスクの上に溜まっていた精算書の続きを処理する。

「やっと終わった」

　ちらりと腕時計に目をやれば、時刻は八時四十五分を回っている。デスクの上の書類を片付けると、高橋さんも仕事を終えたのかパソコンの電源を切って、私に声をかけた。

「田中の案件は田中や真木さんにもメールで知らせておいたし、無事解決したから安心して。相田さんも仕事終わった？」

　さすが高橋さん。仕事が速い。

「ありがとうございました！　高橋さんがいなかったら途方にくれてたかもしれません。私の方もお陰様で終わりました」

　私がペコリと頭を下げると、お腹がギュルルと鳴った。

　……あっ、なんでこのタイミングで鳴るの？

　恥ずかしくて顔の熱が一気に上がる。もう顔を上げたくない。

「もう九時近いし、お腹空いたよね。なにか食べに行こうか？」

　高橋さんの誘いに驚いて顔を上げると、彼は優しい眼差しを私に向けていた。

「え？」

　私を誘ってくれてるの？

　彼の台詞せりふが信じられなくてつい辺りをキョロキョロと見回すが、私たちの他に周囲には誰もいない。

「その反応、意外って顔だね」

　フッと微笑して高橋さんはノートパソコンをビジネスバッグにしまうと椅子から立ち上がり、私の手を取る。

「さあ、行こう」

　有無を言わせぬその笑顔に逆らえず、私は高橋さんに手を引かれたまま会社を出た。

「相田さんはなにが食べたい？　金曜だし、こんな時間だから選択肢は限られるけど」

「え～と……」

　この状況にテンパっていて頭がついていかない。

　高橋さんと並んで歩いているところを秘書室のお姉様方に見られたら、私……絶対に呼び出しをくらう。そんな恐ろしい考えが頭をフッとよぎり、周囲を用心深く見回すが、それらしき人影はない。

「相田さん？」

　私の奇行に高橋さんが不思議そうに小首を傾げる。

「あっ、すみません。なんでもないです。知人を見かけたような気がして……。でも、勘違いでした。え～、なんでしたっけ？」

　頬をポリポリかきながら、笑顔を作って取り繕う。

「なにが食べたいって話なんだけどね」

　高橋さんがおもしろそうに私を見る。

　私よりも彼の方が絶対にいろんな店を知ってそうだ。今の私は動揺していて、ファミレスとかファストフードのお店くらいしか思いつかない。

　高橋さんには今日迷惑かけちゃったし、ここは私がお詫びもかねてご馳走すべきだろう。だとしたら、ファミレスはダメだな。どこか、落ち着いた適当な店はないだろうか？

　あっ……あそこならいいかも。

　ある店が頭に浮かび、ニンマリする私。

「銀ぎん座ざでも大丈夫ですか？　歩いて十五分くらいかかりますけど」

「うん、任せるよ」

　高橋さんが笑って頷いて、ふたり並んで銀座まで歩く。

　普段なら絶対にあり得ない組み合わせ。なにせ相手は女子社員憧れの的の高橋さんだ。

　モデルのようにスーツを格好よく着こなして颯爽と歩く高橋さんに、道ゆく人も羨せん望ぼうの眼差しを向ける。

　普通に道を歩くだけでこうも人目を引く美形なんて世の中そんなにはいない。彼の周りだけがなんというかパッと華やいでいて、一緒にいてもそこは異空間だと思う。なにか特別な光でコーティングでもされているみたい。バックにバラの花とかあったら似合うだろうな。

　クスッとひとり笑みをこぼすと、高橋さんがにこやかに私に話しかけてきた。

「なにかおかしなことでもあった？」

「はい、高橋さんにはバラが似合いそうだなって思って」

　自分の思考をなんの考えもなしにそのまま口にしてしまい……「あっ」と間抜けな声をあげる。

　しまった……。私の妄想を本人に伝えてどうするのよ！

「相田さんておもしろいね」

　気を悪くした様子もなく高橋さんは穏やかに返すが、私は平静でいられなかった。

「あ～、忘れてください！　深い意味はないんです。それくらい高橋さんが綺麗だからってことで」

「綺麗……ねえ」

　顎に手を当てながら、高橋さんはポツリと呟く。

「俺はこの顔、結構コンプレックスだけど」

　嘘！　こんな格好いい顔がコンプレックスなんて……。

「そんな……もったいないですよ。こんなに美形なのに。私なら手放しで喜んじゃいます。どんなに願っても普通美形にはなれないんですからね。整形したって高橋さんにはなれないんですよ。私、高橋さんのお顔すごく好きです。今まで見たどんな男性よりも格好いいって思います！」

　拳を握りしめて力説すると、高橋さんがニヤリとした。

「へえ、俺の顔好きなんだ。それは光栄だな」

　低くて甘いその声に背筋がぞくりとする。言われて初めて自分の失言に気づき、慌てて手で口を押さえて立ち止まるが今さら遅い。

「相田さんてさあ、初日から俺を見て引いてたし、ずっとまともに目も合わせてくれなかったから、てっきり嫌われてるのかと思ったよ」

　高橋さんも立ち止まると、少し身を屈めて私の顔を覗き込む。彼の淡いブランデー色の瞳に捕らえられ、目を逸らすことができない。

「そ……それは、ちゃんと仕事に集中しないといけないと思ったからであって……。あっ、顔は好きって言いましたが、告白とかじゃなくてですね……」

　お願い！　これ以上追及しないでください！

　必死にごまかそうとするが、嫌な汗が背中をスーッと流れた。

「うん、確かに頑張ってるね。朝も一番に出勤してきて給湯室の準備したり、昼休みにも屋上で英語の勉強したり。相田さん、この一カ月休まずによくやったと思うよ」

　高槁さんが、急に優しい目になって私の頭をよしよしと撫なでる。

　なんで屋上で英語の勉強してたの知ってるんだろう……そんなことを頭の隅で考えつつも、高橋さんの温かい言葉が身体の中まで浸透してきて、今まで張り詰めていた緊張の糸をブチッと切った。

　彼の言葉にはなにか魔法でもかけてあったのだろうか？

　急に目頭が熱くなって、目からポタポタと涙がこぼれる。

「あれっ……」

　目からこぼれ落ちる涙を呆然と手のひらで受け止める私。

　ここで泣くつもりなんてなかった。自分の頑張りを認めてもらえたのが嬉しかったんだ。

　なのに、涙は止まらない。

　自覚はなかったけど、限界だったのかもしれない。誰にも頼らずできるだけ自分で頑張ろうと努力したものの、なかなか思うようには上手くいかなくて時間だけが過ぎて……。ずっとひとりで悩んで苦しかった。

　どうしていいかわからない私の肩に高槁さんが触れて胸に抱き寄せる。

　普段の私なら彼から逃げるところだが、今はその考えさえ浮かばなかった。

　高橋さんの胸が温かくて、その心地よさについ身を任せてしまう。

　どれくらいそうしていたのだろう。ヒックヒックと肩を震わせて泣いていたら、突然左の瞼まぶたになにかがフワッと触れて、驚いた私はパッと目を開けた。

　え？　今……瞼にキスされた？

「おっ、やっと泣きやんだ」

　高橋さんが私の目を見て悪戯いたずらっぽく笑う。

　その笑顔でキスされたんだと確信して、私は驚きょう愕がくに目を見開いた。

「高橋さ……ん？」

　どうしてただの同僚の私にキス？　海外生活が長いと普通のことなの？　それとも、私……からかわれてる？　しかも、こんな道の往来で～！

　驚きと恥ずかしさで私の頭は大混乱。

　動揺しまくりの私の手を高橋さんがギュッと掴んで私の目を見る。

「頑張り屋さんなのはいいけど、相田さんはひとりで抱えすぎ。もっと周りを頼っていいんだよ。周りが忙しそうにしてるからって遠慮することはない。君を邪魔に思う人なんてうちの課にはいないんだ。ひとりじゃないよ。もっと頼って」

　高橋さんの優しい気遣いに、素直に『はい』とは言えなかった。

「でも……」

　みんなの足手まといにはなりたくない。

　私が高橋さんから目を逸らし、俯いて言葉を濁すと、彼は意地悪な口調で言った。

「相田さんを助けられないほど俺たちが無能とでも？」

「そんなわけないじゃないですか！」

　顔を上げて高橋さんの言葉を即座に否定すると、彼は私の答えを聞いて満足そうに笑った。

「だったらもっと俺たちを信用してほしいな」

「……はい」

　申し訳なさそうに返事をすると、高橋さんは「わかったならよろしい」と先生みたいな口調で言って私の手を引いた。

「さあて、行こうか。俺もお腹空きすぎてお腹鳴りそう」

　いつもクールな高橋さんらしくない発言がかわいくて、思わずクスッと吹き出してしまった私。遠い存在だった彼を初めて身近に感じた。

「私は聞いてみたいです。高橋さんのお腹が鳴るの」

　笑いながら言うと、高橋さんが微かに目を見開く。

「……そんな要望初めて聞いたよ。やっぱり相田さんっておもしろいね」

「私のお腹の音聞かれたんですから、そりゃあ聞いてみたいですよ。フェアじゃないじゃないですか」

　私が拗ねた顔で言うと、高橋さんは私に顔を近づけニヤリと笑った。

「そんなに聞きたいなら、ずっと俺にくっついてないとね」

「ずっとくっついているなんて無理です」

　ドキドキが止まらなくて、私の心臓がもたない。

　苦笑しながら高橋さんから離れようとするが、彼は私の手をさらに強く握ってくる。

「俺の顔が好きなら無理じゃないんじゃない？　嫌悪感があるなら別だけど」

　悪魔のように口の端を上げて高橋さんが私をからかう。

「……うっ、その話は忘れてください」

　なんでまたその話を持ち出してくるの？

　まともに高橋さんの顔が見られなくて俯きながらお願いするが、彼は私の顎をすくい上げるように持ち上げて目を合わせた。その親密で半ば強引な彼の行動にドキッとする。

「却下」

　高橋さんは、いじめっ子のように楽しそうに拒絶の言葉を口にした。

　……この人、私が狼狽えるのを見て絶対に楽しんでるよ。

「高橋さんって結構意地悪ですね」

　上目遣いに高橋さんを睨むと、彼はダークな笑みを浮かべ、私の耳元で囁くように言った。

「そうだね。でも、使う人は限定してるから安心して」

　高橋さんの低音ボイスが脳に直接響いて身体がビクンと反応する。

　ずっと王子様みたいだと彼に憧れていたけど、彼に対する自分の認識は間違っていたのかもしれない。

　実際の高橋さんは王子様というよりは、まるで……美しい姿をした悪魔だ。

　近づくと危険。翻ほん弄ろうされる……。

　初めて知る甘いしびれのような感覚に私は戸惑っていた。










すごく気になる彼女〔恭介ｓｉｄｅ〕




「高橋さん、ここです。西欧料理の店で」

　赤いレンガ造りのお洒落な店の前で立ち止まると、相田さんは俺から逃げるように手を放してささっとドアを開けた。

　彼女は俺のことをかなり警戒している。

　まあ、泣いてる彼女の瞼にキスもしたし、その他にもいろいろとスキンシップを増やしたから警戒されるのは当然かもしれない。

　でも、俺と一緒にいておどおどした態度を取られると、ついからかいたくなる。

　俺は父方の祖母がアメリカ人ということもあり、背も高く、彫りが深くて目立つ容姿をしているせいか、女にはモテる。にこやかにしていれば周囲の受けもよくて、仕事もスムーズにいくし、女に嫌われることはまずない。

　四月に相田さんが異動してきた時、俺はいろんな意味で驚いた。

　まず、彼女の容姿。背は小柄だが、艶つややかなストレートの黒髪は人目を引くし、漆しっ黒こくの丸い瞳も魅力的だ。アメリカにずっといたせいか、日本人形のような彼女の容姿に目を奪われた。

　次に意外だったのは、相田さんの俺に対する態度。彼女とは過去にメールや電話でのやり取りはあったと思うが、面と向かって話すのはその日が初めてなのに俺の顔を見て引いていた。

　自慢というわけではないが、大抵の女は俺を見ていい印象を持つ。

　彼女の反応が不思議でならなかった。

　まったく記憶にないが、なにか彼女に対して悪いことでもしたのだろうか？

　そんなことを考えながら相田さんの様子を見ていると、自分のパソコンにログインできず困惑していた。これは、彼女の俺への反応をよく確認するチャンス。優しく声をかけ、彼女の後ろに立ってパソコンを操作することにした。すると、俺が接近したせいか、相田さんはおもしろいくらいガチガチに固まった。

　それからというもの、俺にずっと〝近づくな〟オーラを出していた彼女。真木さんや田中には普通に笑顔で接しているのに、俺と話す時は目も合わせてくれない。仕事だって俺に聞けばすぐにわかることでも、俺をスルーしてわざわざ向かい側の席にいる田中に聞いたり、自分で必死に調べたり、とにかく俺と関わるのを避けようとする。

　やたらと前の事務の女に絡まれていた俺からすれば、自分の仕事に集中できるし、教える手間も省けて歓迎すべきことだったかもしれない。だが、ここまで避けられれば気になるし、おもしろくもない。相田さんは良くも悪くも俺の気を引いた。

　女に興味を持つなんて自分でも意外だと思う。もともと女には淡白というか、自分から口説くタイプではない。後腐れのない女と一時を楽しんでは別れる……そんなことを繰り返して、特定の彼女は作らなかった。会社の女なんて問題外だ。

　だから、今年の初めに真木さんから相田さんの異動の話をオフレコで聞いた時は、彼女にまったく興味はなかったんだ。むしろ、女には嫌気がさしていた。




『高橋、四月からちゃんとした事務の子が来るから、あともうちょっと我慢して』

　今まで事務担当の子は部長のコネもあって派遣を雇っていたのだが、真面目に仕事をしなくて、課のみんなが辟へき易えきしていた。

　俺がこの課に配属されてから四～五人は変わったんじゃないだろうか？　婚活目的で来る女が多く、こっちは仕事で食事をする時間もないくらい忙しいのに色目を使ってくるから迷惑していた。英語や事務のスキルはあっても、勤務態度にかなり問題があったのだ。

　さすがにこれではうちの業務に支障が出ると思ったのだろう。女には甘かった真木さんがとうとう部長に『派遣はもう取らないでください』ときっぱり言って人事に口を出し、彼が秘かに目をつけていた相田さんを指名したという。

『事務なしでも問題なく仕事ができるので、もう事務の子は必要ないんじゃないですか？』

　俺が冷ややかに返せば、真木さんは苦笑した。

『まあまあ。お前はなんでも要領よくできるからいいけど、他の連中はお前ほど余裕はないんだよ。もうちょっと大人になって考えな。お前の苦労もわかるけどさあ』

　真木さんが俺の肩をポンポン叩いて俺をなだめようとする。

　彼も彼なりに苦労はしている。なぜなら事務として雇われた女の半数は、もれなく真木さんにアプローチしているから。で、残りの半数が俺をターゲットにする。もういい加減にしてほしい。

『だったら、今すぐどうにかしてほしいんですけど』

　俺は溜め息交じりに言うと、冷ややかな視線を真木さんに投げた。

『さすがのお前もいい人でいるのが限界ってか？　まあ、お前の素を見せたら、相手も引くんじゃないの？』

　ケラケラ笑いながら真木さんは俺をからかう。

　彼は、俺が普段は爽やかキャラを演じているのを知っている。俺は本当は会社で見せているようないい性格ではない。結構腹黒く、冷たい人間で、時には悪態もつくし、不機嫌にもなる。

　真木さんも一見ヘラヘラしてホストっぽいが、能ある鷹はなんとか……でかなり野心家で計算高い。

『見せてもいいんですね。責任取りませんよ』

　ニヤリと挑戦的な笑みを浮かべれば、真木さんも口の端を上げる。

『まあ、仕方ない。うちのエースに逃げられちゃ俺の立場もヤバくなるからな』

『結局は自己保身のためですか？　ガッカリさせないでくださいよ、真木さん』

　俺がわざとらしく溜め息をつくと、真木さんは胸ポケットから煙草を出して火をつけた。

『俺になんの期待もしてない奴がよく言うよ』

　煙草をふかしながら真木さんは横目で俺を見る。

『そんなことありません。これでも上司として尊敬してますよ』

　真木さんを見据え、いつものように笑顔を作ってニコッと笑ってみせる。

『お前のその胡う散さんくさい笑顔が怪しいんだよ』

　目を細めて俺をじっと見る真木さんを俺は涼しげに眺めてフッと笑った。

　真木さんとは幼馴染だし、お互い強したたかで食えない相手というのはわかっている。

『それは、お互い様でしょう。とりあえず真木さんの千里眼に期待しますよ』

　そう真木さんには言いつつも、心の中では新しく来る子は仕事はできなくても俺の仕事の邪魔さえしなければいい……そう思っていた。なにせ今隣の席にいる女が、毎日のように俺にアプローチをかけてきてうるさいのだ。

　最初はにこやかに笑ってさらっと断っていたが、あまりにもしつこすぎてついに俺はキレた。これでも二カ月以上我慢はしたんだ。

『俺がお前のようなやる気のない女を相手にすると本気で思ってる？　仕事する気がないなら早く辞めてくれないかな？　はっきり言ってお前がいると邪魔なんだよ』

　冷たい口調で女を罵ののしると、かなりショックを受けたのか彼女は呆然と立ち尽くした。

　俺の豹ひょう変へんぶりに驚いた女は、次の日あっさりと会社を辞めてしまった。仕事に対するプライドや責任はないのかって思う。

　しばらく空席になった隣の席。事務の仕事は優先順位として後回しになるが、俺たちにできなくもない。むしろ、この状態の方が落ち着いて仕事ができる……そう感じていたところへ相田さんが異動してきた。

　英語は苦手らしいが、相田さんの勤務態度は真面目そのもの。総務でのキャリアもあってか、給湯室の掃除や消耗品の発注、コピー機の用紙の補充などちょっとしたところにも目が行き届いていて、さりげなく俺たちの仕事をサポートしてくれる。俺を避けているということですでに彼女のことが気になっていたが、仕事面でも俺は彼女の働きに驚かされた。

　前任者が辞めてしまったため満足に仕事の引き継ぎもできず、業務も英語力がなければ処理できないものも多くて、相田さんはかなり苦労したと思う。

　この一カ月、俺はずっと相田さんがひとりで頑張る姿を見てきた。彼女に頼られれば喜んで助けたと思う。やる気のある人間は嫌いじゃない。

　客先に持っていく資料の訂正があっていつもより早く出勤すればすでに相田さんがいて給湯室のお湯の準備をしているし、昼休みに真木さんと一服しに屋上へ行けば彼女はひとりベンチに座って英語の参考書を眺めている。夜は夜で客先から戻ると彼女がひとりポツンと島に残っていて疲れた顔で仕事をしているのだ。

　そんな相田さんの姿を見て、さすがの俺も心をほだされたらしい。最近は彼女のことが心配になってきた。ここに来た頃よりも心なしか痩せたような気がする。笑顔も減って、疲れも見えてきた。相田さんは俺のことを避けているが、このまま放置はしておけない。側で見ている俺もさすがに限界だ。

　だから、今日は客先から直帰せずに一度会社に戻ったのだ。戻ってみれば、青ざめた顔で残業している相田さんがいた。

　俺の顔を見て安堵する彼女。そんなことは初めてで、よほど困ったことがあったんだと思った。会社に戻って正解だった。

　相田さんの説明を聞くと、田中がミスして間違った見積もりを取引先に送ったらしい。

　田中のボケが。あいつは相田さんに気がある。きっと、最近彼女と話せて舞い上がっていたのだろう。だからって、ミスしていいわけがない。月曜になったら真木さんと一緒に説教だな。

　そんなことを頭の隅で考えながらも、田中の代わりに素早く仕事を処理してちらりと相田さんに目を向けると、彼女もちょうど仕事を終わらせていた。

　相田さんを半ば強引に食事に誘ったのは下心があったからではない。俺がちゃんと食べさせないと、彼女が倒れてしまうんじゃないかと心配だったからだ。

　相田さんの手を引いて会社を出ると、彼女は俺と一緒にいて落ち着かないのか、そわそわしていた。だが、なにかおもしろいものでも見たのか、街を歩きながらクスッと笑う。

『なにかおかしなことでもあった？』

　俺がそう尋ねると、相田さんは俺にはバラが似合いそうだと突とっ飛ぴなことを言い出す。

『相田さんておもしろいね』

　そう言うと、彼女はあたふたしながら必死に弁解した。

『あ～、忘れてください！　深い意味はないんです。それくらい高橋さんが綺麗だからってことで』

　綺麗と言われて喜ぶ男なんてあまりいない。でも、相田さんには悪気はなかったと思う。

　俺が自分の顔がコンプレックスだと告げると、彼女は真剣な表情でいかに俺が美形かを力説した。

　最初は相田さんの勢いに呆気に取られたが、よく考えてみればそれだけ彼女は俺に興味があるってわけで……聞いてるうちに自然と笑みがこぼれた。

　嫌われてないのなら、これからは遠慮しない。

『へえ、俺の顔好きなんだ。それは光栄だな』

　ニヤリと笑って相田さんの目を捕らえ、『てっきり嫌われてるのかと思ったよ』と素直に伝えれば、彼女は仕事に集中したかったからだと弁明する。

　確かに、相田さんは仕事に一生懸命だった。そのことは側で見ていた俺が一番よく知っている。

『うん、確かに頑張ってるね。朝も一番に出勤してきて給湯室の準備したり、昼休みにも屋上で英語の勉強したり。相田さん、この一カ月休まずによくやったと思うよ』

　相田さんの頑張りを褒めて頭を撫でると、彼女の目から大粒の涙が溢れた。

　これが他の女なら〝メンドーな女〟と思ってきっと冷めた目で見ていただろう。だが、相田さんに対してはそうは思えなかった。〝守りたい〟という感情が沸き上がってきて、気づいたら俺は彼女に胸を貸していた。

　こういうのを〝庇ひ護ご欲〟と言うのだろうか？

　相田さんといると、自分でも知らなかった自分に出会う。




「……高橋さん？　……高橋さん？」

　何度も相田さんに声をかけられ、ハッと我に返った。

「ああ、ごめん。ちょっとボーッとしてた」

　とっさに笑顔を取り繕うと、相田さんは口許に笑みを浮かべながら店の中に俺を誘う。

「ここ、弟のバイト先なんです」

　カランコロンと心地よいベルが鳴って、カフェエプロンを付けた若い男性が俺たちを笑顔で出迎えた。

「いらっしゃいませ……って、萌姉？」

　営業スマイルを浮かべていた男性が、相田さんを見て目を見開く。多分、彼が彼女の弟なのだろう。

　短い黒髪、背は百八十センチくらいあって精せい悍かんな顔立ち。小柄で華きゃ奢しゃな相田さんとは対照的だが、顔のパーツがなんとなく似ている。

　初めての食事でいきなり弟のバイト先に連れてこられるとは思わなかった。女の子が好きな流行りの店に案内されるのかと思ってたのに……。

　相田さんの行動は、俺の予想をいい意味で裏切るからおもしろい。

「卓たく、美味しいパスタ食べたくて来ちゃった。高橋さん、うちの弟です。卓、こちらは会社の先輩の高橋さん」

　相田さんは笑顔で手短に俺を紹介する。

「はじめまして。高橋です」

　笑顔を作って軽く会釈すると、相田さんの弟もにこやかに挨拶を返した。

「弟の相田卓です。姉がいつもお世話になってます」

　そんな挨拶を交わす俺たちを放置して、相田さんは店内をキョロキョロと見渡す。

「卓、どこかいい席空いてる？」

「今カウンター席しか空いてないんだけど……いいですか？」

　相田さんの弟は姉にではなく、横にいる俺にそう聞いてくる。

「ええ。お願いします」

　俺が笑顔でそう答えると、彼は俺たちを店の奥にあるカウンター席に案内した。

　照明は暗め、客層は二十代から四十代。週末ということもあってかテーブル席にはカップルが多い。小さなキャンドルが各テーブルに置いてあって、雰囲気もいい。

　カウンター席につくと、相田さんの弟が水の入ったグラスをテーブルに置き、メニューを俺たちに手渡す。

「今日のおすすめは、俺の作るまかない」

　人懐っこい笑顔で相田さんの弟は自慢げに言う。

　給仕だけでなく、料理もするのか……と感心していると、隣にいる相田さんがツッコんだ。

「それは卓の手抜きでしょう？　身内だからって適当にあしらわないでよ」

　相田さんが拳を握ってドンと弟の腹部を叩くと、彼女の弟は「いてっ！」と呻うめき、顔をしかめた。

「見ました、今の？　萌姉は俺にいつもこんな風に暴力振るうんですよ。高橋さんも気をつけてくださいね」

　相田さんの弟が笑いながら俺に目を向ける。

「それは、卓が意地悪だからでしょう？　変なこと高橋さんに言わないでよ」

　ふたりのやり取りを見て思わず顔が綻ぶ。自分には兄弟がいないから、ふたりが羨ましく思えた。

「仲いいんだね」

　素直に思ったことを口にすれば、「とんでもない」と、ふたりは同じタイミングで返す。

　ホント、仲がいい。

「高橋さんは好き嫌いとかありますか？」

　急に仕事モードの顔に戻り、相田さんの弟が質問してくる。

「いや、特にないよ」

「じゃあ、お任せで作ります。萌姉もそれでいいよね？」

「うん。お腹空きすぎて死にそう。早く食べさせて」

　相田さんは、お腹を押さえて空腹を訴える。

「萌姉、小さくなった？　最近、まともに食べてないだろ？」

　茶化すように言いながらも、相田さんの弟は彼女に気遣わしげな視線を向ける。

「小さくはなってないよ。でも、このまま卓がなにも出してくれないと一寸法師みたいに小さくなるかもね」

　ムスッとしながら否定すると、相田さんは拗ねた表情で弟を見た。

「すぐに作ってやるから大人しく待ってな」

　相田さんの弟は彼女の頭を親しげにポンと叩いて、カウンター奥のキッチンに消えた。

　俺とふたりになると緊張するのか、急に黙り込む相田さん。そんな彼女に優しく話しかける。

「いい弟さんだね」

「顔を合わせると減らず口ばっかり叩きますけど……でも、自慢の弟です」

　水の入ったコップをもてあそびながら、相田さんは照れくさそうに言う。

「弟さんとはいくつ離れてるの？」

「三つです。今年大学四年で、就職が上手く決まるか心配なんですけど……」

「彼なら人当たりもいいし、面接も問題ないんじゃないかな？」

「そこは要領よくやるんですよね、うちの弟」

「俺の悪口でも言ってるの、萌姉？」

　背後から声がしたかと思ったら、相田さんの弟がニヤッとしながら飲み物を持って立っていた。

「高橋さんにはシャンパン。萌姉にはオレンジジュース」

　そう説明しながら、彼はグラスをカウンターテーブルに置く。

「相田さんはお酒飲まないの？」

　不思議に思って相田さんに尋ねた。

「お酒、すごく弱いんです。甘酒飲んだだけで顔が赤くなるくらい」

「へえ、それは見てみたい気がするけど」

　クスリと笑って相田さんを見つめると、彼女はきまりが悪いのか俺から顔を逸らす。

「からかわないでくださいよ、高橋さん」

　落ち着かない様子で視線をさまよわせていた相田さんは、自分のグラスを見て言った。

「ねえ卓、いつも飲んでるオレンジジュースと色違うんだけど」

「ああ……それね。ブラッドオレンジ。オーナーがメニューに加えようかと考えてて。結構いけると思うけど」

「そうなんだ。あっ、甘くて美味しい」

　相田さんが少し味見をすると、彼女の弟は「だろ？」としたり顔で笑った。「食べ物もすぐに持ってくるから」と言い残して、またキッチンに戻る。

「じゃあ、乾杯しようか？」

　俺がシャンパングラスを掲げると同時に、相田さんも「はい」と笑ってグラスを持ち上げた。

「今日はお疲れ様」

　俺がそう言うと、相田さんは小さく「お疲れ様です」と返してオレンジジュースを口に運ぶ。よほど喉が渇いていたのか、彼女はゴクゴクと一気に飲み干した。

「これ……すごく美味しい。また頼もうかな」

　相田さんは空になったグラスを眺め、笑みをこぼす。

「まずは前菜。萌姉、ピンチョス好きだろ？」

　ちょうどいいタイミングで相田さんの弟がチーズや生ハム、野菜などを串刺しにしたピンチョスを運んできた。

「うん、大好き。ありがと。あと卓、このオレンジジュース、お代わりちょうだい」

　相田さんの台詞に「え？　もう飲んだの？」とギョッとした顔になる彼女の弟。

「だって美味しいんだもん。もう一杯」

「あ～……あれはさっきので最後。次は普通のオレンジジュースな」

　ポリポリと頭をかきながら相田さんの弟は彼女から視線を逸らし、足早にキッチンへと消える。言葉の歯切れも悪いし、なにか怪しい。

「もっと飲みたかったのにな」

　相田さんは頬杖をついて、残念そうな顔で軽く溜め息をつく。

「ピンチョス食べようか。お腹空いてるでしょう？」

　優しく声をかけると、相田さんは気を取り直したように、ピンチョスを口に運んだ。

「あっ、美味しい」

　すぐに表情を変え、ご機嫌になる相田さん。

「はい、オレンジジュースお待たせ。あと、パスタと肉料理。ふたりでシェアして食べて」

　相田さんの弟がオレンジジュースと料理を運んできて、相田さんは「わ～、待ってました～」と目を輝かせた。

　料理を取り分けて食べているうちに緊張も解けたのか、彼女から俺に話しかけてくる。

「ずっと聞きたかったんですけど、真木さんと高橋さんってすごく仲がいいですね」

「仲がいいって言われるのは不本意だけど、彼のことは昔から知ってるからね。よく絡まれるし、悪戯されるんだ。そういえば、今日も真木さんが俺のスマホいじって変なアプリ入れてね」

　ポケットからスマホを取り出し、真木さんが入れたアプリを起動した。

「どんなアプリなんですか？」

　相田さんは身を乗り出して、俺のスマホの画面を覗き込む。

「撮られた人が動物に変身するんだ。結構おもしろいよ。ちなみに、真木さんを撮ったらライオンで、俺は豹だった。ちょっと相田さん撮ってみてもいい？」

　ニコッと微笑んで相田さんに確認する。そしたら、彼女は少し戸惑いながら返事をした。

「あっ……はい。私は、なにに変身するんだろう？」

　スマホを持ち上げて相田さんを映すと、彼女は証明写真を撮る時のように背筋をピンと伸ばす。そんな彼女の様子がかわいい。

「動画を撮るから、適当に動いてなにかしゃべって」

　クスッと笑みをこぼしてそう指示を出したら、相田さんは「え？　どうしよう～！」と困ったように言いながらも、グラスを手に取る。

「じゃあ、撮るよ」

　そう声をかけ、少し照れくさそうな相田さんを動画アプリで撮影し始めた。

　最初ははにかみながらスマホに目を向け、オレンジジュースを飲んでいた相田さん。だが、次第に彼女の様子がおかしくなった。妙に陽気で、やたらキャハハッと声を出して笑うようになったのだ。

「高橋恭介さん」

　突然、なにを思ったか相田さんは俺をフルネームで呼んだ。

「はい」

　相田さんを見ながらにこやかに返事をする。彼女の目は据わっていた。

　照明が暗くて顔の色まではわからないが、これは……酔っぱらってるな。相田さんの弟の様子もおかしかったし、彼女が最初に飲んだのは多分お酒だったのだろう。

「質問です！　誕生日はいつですか？」

　ハイテンションで相田さんがインタビュアーみたいに俺に聞いてくる。

　酔った彼女の相手をするのが楽しくて、俺はそのまま動画モードで撮影しつつ質問に付き合った。

「十二月二日です」

「そうなんだ。血液型は何型ですか？」

　相田さんが、俺の目を見てニコッと微笑む。そんな彼女が愛らしく思えた。

「ＡＢ型です。相田さんは？」

「私はＡ型です。では、今恋人はいますか？」

「いません。よかったら相田さんが俺の恋人になってみますか？」

「うん、いいですよ」

　少しからかうつもりで聞けば、驚いたことに相田さんは笑顔でオーケーした。

　多分素面しらふだったら、断ったに違いない。

「でも、恋人って具体的になにをするんでしょうね？　う～ん……」

　相田さんは顎に手を当てながら考える。

「まずはファーストネームで呼ぼうか、萌。〝恭介〟って言ってみて」

　親しげに〝萌〟と口にし、彼女にも俺の名前を呼ぶよう要求する。

　彼女の弟が〝萌姉〟と呼ぶのを聞いて、俺も〝萌〟と呼んでみたかった。

「恭介」

　酔っ払っている萌は素直に従う。

　彼女のかわいい声は耳に心地いい。思わず顔が綻んだ。

「じゃあ、次は手を繋いでみようか。どう？」

　今度は従順な萌の手を取って指を絡める。

「……温かくていいかも。冬ならきっと手袋いらないね」

　萌が俺に向かって無邪気に笑う。

　その笑顔にドキッとした。

　なんだろう、このかわいい生き物。敬語も使わなくなって、いい感じに酔っぱらっている。

　もっとスキンシップを増やしたくて萌に近づこうとすると、彼女は突然俺の手を外して椅子から立ち上った。

「トイレ」

　子供のような口調でそう言って、萌はおぼつかない足取りでキッチンの反対側にあるトイレの方へ歩いていく。スマホの画面を操作してサッとポケットにしまうと、すぐに彼女に視線を戻し、椅子から立ち上がった。

　ついていった方がいいだろうか？　トイレの中で倒れたりしたら大変だ。

　萌の後を追おうとしたら、彼女の弟に肩をトンと軽く叩かれた。

「あの……高橋さん、大丈夫です。……多分」

　苦笑する彼と目を合わせ、俺は穏やかな声で確認する。

「最初のオレンジジュース、お酒だよね？」

　責めるつもりはなく、彼の意図を知りたかったのだ。

「はい、カシスオレンジのカクテルで。まさか一気に飲むとは思わなかったんですけど。萌姉ひどく緊張してたし、飲んだ方がリラックスできると思いまして」

　萌の弟はあっけらかんとした様子で素直に認め、俺に向かってニコッと微笑む。

「まあ、確かに彼女緊張してたよね」

　そう相あい槌づちを打つと、彼は姉の実情を俺に訴えた。

「萌姉って今まで彼氏もいなくて、修道女みたいな生活してるんですよ。高橋さんみたいなイケメン連れてくるのなんて初めてだし、少しは自分を解放して羽目を外してもらいたかったんですよね。申し訳ないんですが、萌姉を送っていってもらえませんか？」

　悪びれた様子も見せずに、萌の弟はニコニコ顔で俺に頼む。

「大事なお姉さんを初対面の俺に預けていいの？　この状況、悪い男ならホテルに連れ込むよ」

「高橋さんはしませんよ。だって、今、俺と話していても萌姉を気にしてトイレの方にたまに視線をやってる。悪い男なら俺が送っていくつもりでした。でも、高橋さんが優しい目でずっと萌姉を見てるからいいかなって」

　……そんなとこまで見られてるとはね。

「……まったく、君たち姉弟には本当に驚かされるよ。まあ、こんなお膳立てされて、素直に彼女を襲う気にはなれないけどね」

「そう言うと思ってました」

　お日様のような笑顔で萌の弟が笑う。だが、その目は鋭く、隙がない。

　彼も……俺と同類か。なかなか計算高い。俺と姉がなにか接点を持つことを望んでいるんだな。

　素面の萌に送ると言っても丁てい重ちょうに断られるのは俺にもわかる。彼女の弟はそんな姉の行動を熟じゅく知ちしていて、俺の取る行動も読んでいるのだ。

　だが、彼を憎めないなって思う。

「お会計お願いしたいんだけど」

　フッと微笑しながら、スーツの内ポケットに手をやり、長財布を取り出そうとすると、彼は頭を振りながら俺の手を止めた。

「今日はいいですよ。またお待ちしてます」

　この人懐っこい笑顔で言われては、無下に断るのも悪い気がした。

「それは、ご馳走様。またお邪魔させてもらうよ」

　笑顔で礼を言い、俺は名刺を取り出して彼に手渡す。

　その流れでお互いの連絡先を交換していると、フラフラしながら萌が戻ってきた。

「あの様子だと……あと……三十分後には寝てるかも」

　萌の弟が厄やっ介かいなことをポツリと呟く。

　これはすぐに彼女を連れて帰らないとマズイな。

　俺は席を立つと萌のバッグを持ち、彼女に声をかけた。

「お腹もいっぱいになったし、帰ろうか。ちゃんと歩ける？」

「もちろん歩けるよ」

　萌は胸を張って言うが、足元はかなり怪しい。

「じゃあ、萌姉またな。高橋さん、よろしくお願いします」

　萌の弟がドアの外までついてきて、にこやかに手を振る。俺も軽く彼に頭を下げると、ふらつく萌の腰に手をやった。

　さあて、これからどうしたものか？　少し彼女の酔いを覚ますために歩くか。

　イルミネーションが綺麗な銀座の街を萌と歩くが、急に雨が降ってきて俺たちは近くの店の軒先で雨宿りした。

　天気予報では雨なんて言ってなかったんだが……。

　通りがかったタクシーを運よく捕まえて、千鳥足の萌を先に乗せると俺も乗り込む。

「萌、家はどこ？」

「うふふ、内緒」

　クスクス笑いながら萌が答える。

「家に送っていくから住所教えてくれる？」

「ダ～メ。恭介と離れたくないもん」

　口を尖らせて言うと、萌は俺の腰に手を回してギュッと抱きついてきた。

「それが本心なら嬉しいけど。萌、なんか身体熱くない？」

　俺に伝わってくる萌の身体がすごく熱く感じる。

「……う～ん、熱いかも」

　目を閉じながら自分の着ていた赤いカーディガンを脱ぐ萌。だが、それで終わらず下に着ていたブラウスまで脱ごうとする。

「萌、それは着てないと風邪ひくよ」

　慌てて子供に言うように注意して萌の手を止めるが、彼女の手があまりに熱くて驚いた。酔っているせいかと思っていたが、これはどうもおかしい。

　萌の額に手を当てたら、かなり熱かった。

「すみません。広ひろ尾おまで」

　熱がある萌を彼女の家に送るのを諦め、俺はタクシーの運転手に自宅マンションの住所を教えた。

　熱と眠気のせいか口数が減った萌に自分の膝を貸す。

「萌、もうちょっとで着くから我慢して」

　萌の頭をゆっくり撫でると、彼女は「う～ん」と呻きながら小さく丸まって俺の方にすり寄ってきた。

　身体がつらいのか？　だが、雨にはさほど濡れてないから雨のせいではないと思う。きっと今までの疲れが出たのかもしれない。

　スマホを取り出して萌の弟に、彼女の体調が悪くてうちに連れて帰ることにしたとメールすると、十分後に彼から返事がきた。

【ご迷惑おかけしてすみません。迎えに行った方がいいでしょうか？】

　この状態の萌を連れ回すのは無理だろう。一刻も早くベッドに寝かせた方がいい。

　俺はすぐにメールを返信した。

【熱が高そうだから動かさない方がいいと思う。こちらは大丈夫だから。明日まだ具合が悪ければ病院に連れていくよ。またメールする】

【本当にすみません。なにかあれば連絡ください】

　メッセージを読むと、俺はスマホをスーツのポケットにしまった。

　それから五分ほどしてマンションに到着し、俺は萌を抱きかかえてタクシーを降りる。

　閑静な高級住宅街の中にあるこの低層三階建てマンションは俺の母方の祖父が所有していたが、俺の帰国を機に譲り受けた。有名なイギリス人建築家に設計してもらったとかで、外観も内装も洒落ていて築十五年と古いが結構気に入っている。

　エレベーターに乗って三階に着くと、すぐ目の前が俺の家。このフロア全部が俺のもので、間取りは６ＬＤＫとひとり暮らしの物件としてはかなり広い。

　玄関の鍵を開けて、中に入るとまずは萌のパンプスを脱がし、自分の靴を脱いで、とりあえず彼女を自分の寝室に運ぶ。ゲストルームもあるが、ベッドメイキングしてなくて、すぐに使える状態ではない。

　俺のベッドに萌を下ろすと、彼女は苦しそうに肩を上下させながら息をしていた。ブランケットをかけ、寝室の奥にある棚から体温計を取り出し、萌に優しく声をかける。

「ちょっと熱を計ろうか？」

　萌の額に体温計を当てれば、すぐにピピピと鳴って三十九度八分と表示された。

「四十度近いのか。それはつらいな」

　そっと萌の頬を撫でると、彼女はうっすら目を開けて言った。

「喉が……イガイガする。お水……飲みたい」

　ベッドの近くにあるミニ冷蔵庫からペットボトルの水を取り出す。

「……恭介」

　か細い声がして萌の方を見れば、彼女は急に真っ青な顔になって口を押さえている。

「吐きそうなの？」

　俺の問いに萌が無言で首を縦に振ると、彼女を抱き上げてトイレに連れていった。だが、萌は苦しそうにトイレの前で屈んだままで吐く様子はない。

　吐きたくても吐けないのか？

「吐いたら少しは楽になるよ。ちょっと苦しくなるけどごめん」

　萌の顎に手をやると、俺は迷わず彼女の口の中に指を突っ込む。やっと吐くことができて苦しむ彼女の背中を俺はさすった。

　隣にあるバスルームで萌に軽くうがいをさせ、服が汚れたので俺の部屋着に着替えさせる。服を脱がせるのも着せるのも俺が手伝ったが、まあこの場合仕方がない。酔いが覚めた時に怒られるのは覚悟の上だ。

　ぐったりしている萌を抱きかかえて寝室に戻り、ベッドに寝かせた。

　悪寒がするのか、萌はブルブルと震え出す。

「……寒い」

　布団とブランケットをかけてやるが、萌の震えは止まらない。

「これで寒くない？」

　俺もベッドに入り、萌の身体をそっと抱く。

「もっと来て」

　俺の胸に頬を寄せると、萌は強く抱きついてきた。俺もしっかりと彼女の身体を抱きしめる。しばらくその状態でいると、彼女の寝息が微かに聞こえてきた。

「お休み」

　萌の寝顔を見ながら囁いて、彼女の髪をすくように撫でる。

　明日には彼女の熱が下がっていますように。

　俺は心の中でそう願った。










夢か現うつつかわからない




　夢なのか現実なのかわからない。

　いくつかのシーンが私の頭の中で浮かんでは消えていく。

　例えば、トイレで吐き気がして苦しくて、でも吐けない私の口に高橋さんが指を突っ込んで私を吐かせてくれる。

　普通なら人の口に指を突っ込むなんて〝汚い〟って考えると思う。それが憧れの高橋さんだなんて……あり得ない。だから、私は夢だと思うことにした。

　他にも卓と高橋さんが親しげに話していて……。

「恭介さん、すみません。こんなに迷惑おかけして……。まさか萌姉が病気で寝込むなんて思ってなくて」

「四月から部署が異動になって、萌かなり無理してたんだと思う。これからは俺も気をつけるから」

　そんなふたりの会話が聞こえてきたり。

　私がベッドの中で「寒い」ってブルブル震えると、高橋さんが私の身体を抱きしめてくれたり……。

　これは、私の願望がそのまま夢になったような気がする。

　でも……その時々の苦しさとか……つらさとかがやけにリアルで……。

　すべてが本当に夢なのだろうか？

　ゲホゲホと咳き込んで、胸が苦しくて目が覚める。

　真っ暗でなにも見えない。身体がダルいし、起き上がる気力もなくて頭がボーッとする。身体中の血が沸騰してるのかってくらい身体が熱い。

「大丈夫？」

　高橋さんの声が耳元でして、私の背中を優しくさすってくれた。

　彼の声が聞こえるなんて……これも夢なんだとフラフラする頭で思う。

　だって、うちに高橋さんがいるわけない。

「熱は？」

　間接照明のような薄明かりが灯り、高橋さんが私に覆い被さってくる。そのまま、私の額にゆっくりと彼の額が重なった。

「まだ熱高いな。汗もかいてるし着替えようか？」

　普通なら胸キュンの状況だが、また激しく咳き込む私。胸が苦しくて言葉を発するのも難しい。なんでこんなに苦しいの？

　咳が苦しくて胸を押さえていると、高橋さんが心配そうに私の顔を覗き込んできた。

「返事をするのもつらいよね。無理にしゃべらなくていいよ。着替えを取ってくるから待ってて」

　私から離れ、ベッドを下りて寝室を出ていく彼を視線で追うが、すぐに視界が霞かすみがかってしまいよく見えない。

　高橋さんがいなくなると、ゆっくりと上体を起こした。

　聞こえるのは肩でゼーハー息をする自分の息遣いと、激しい雨の音。薄暗いせいもあるけど、まだ視界がボヤける。目を凝らして焦点を合わせようとするが、上手くいかなかった。

「萌、着替えるよ」

　すぐに高橋さんが戻ってきて私の下の名前を親しげに呼ぶ。

「はい、万歳して」

　ボーッと彼の顔を見る私に、彼は子供に言うように優しく指示を出した。

　言われるまま両手を上げると、高橋さんは私が着ていた服を素早く脱がし、ホットタオルでさっと私の身体を拭く。

　身体を見られて恥ずかしい……なんて考えも浮かばず、高橋さんにされるがままだった。上体を起こしただけなのに、身体がぐったりして疲れを感じる。

「お水飲む？」

　高橋さんに差し出された水の入ったコップを見て、私はコクンと首を縦に振った。彼が手をコップに添えてくれて、ふた口ほど水を飲む。

　少しは喉が楽になった……そう思ったら、また咳き込んでしまい、口を押さえた。

「大丈夫？　つらいよね」

「ご……ごめん……なさい」

　そう言うのが精いっぱい。

「横になった方がいい。熱だってあるし、寝てて」

　高橋さんが私の背中に手を添えて、ゆっくりとベッドに寝かせてくれた。

「氷枕持ってくる」

　私から離れようとする高橋さんの手を私はとっさに掴んだ。

「い……行かないで」

　わがままを言って高橋さんを止める。彼に側にいてほしかった。

「わかった。ここにいるよ」

　高橋さんは微笑みながらそう言うと、一緒にベッドに入って後ろから私を抱きしめた。私を包み込むようなその温もりにホッとする。

　夢の中の高橋さんは、私の想像通りの完璧な王子様だった。

　身体はすごくつらいけど、この夢は私がこの一カ月必死で頑張ったご褒美に神様が見せてくれたんだろうか？

　――だけど、この夢はここでは終わらなかった。




　話し声が聞こえる。

　誰？

　気になってうっすら目を開けてみれば、青いシャツを着た女性がベッドサイドにいて高橋さんと話している。

「……あんたが女を自分の家に連れ込むなんてね。意外だわ」

　女性がクスリと笑う。

　腰まである長い茶髪が印象的な彼女。顔は今、後ろを向いていて見えない。

「人をからかう暇があったら、早く診てくれない？　彼女すごくつらそうなんだけど」

　高橋さんが冷ややかに言う。

　彼のそんな声を初めて聞いたような気がした。

　私が知っているのは優しくて爽やかな王子様バージョンか意地悪な悪魔バージョンの彼だけ。夢だからなんでもありなのだろうか？

「あら、怖い！　……本気で睨まないでくれる？　久しぶりに会ったのに、その態度はないんじゃないの？」

　茶化すように言って女性は高橋さんをからかう。

「くだらないおしゃべりするために呼んだんじゃないんだよ。さっさと診て帰れ」

　不機嫌さマックスの高橋さん。

　そんな彼に怯むことなく女性はわざと拗ねてみせる。

「あ～、かわいくない。小さい頃は、〝歩あゆみちゃん〟って呼んで私の後ついてきたのに」

「二十六の男にかわいさを求める方が間違ってるだろ？　その口にガムテープするぞ」

　高橋さんのイライラが私にも伝わってくる。

「はいはい。診ればいいんでしょう？　って、あら、起こしちゃった？」

　高橋さんと話していた女性が私の方に振り向いて、目が合う。

　私よりちょっと年上だろうか？　目鼻立ちが整っていて、モデルのように綺麗な女の人。

「あんたがうるさいからだろ」

　高橋さんが呆れ顔で言うと、女性は柔らかな笑みを浮かべて私に謝った。

「ごめんね。私はこいつの従姉の日ひ高だか歩。医者なの。ちょっと胸の音聞かせてもらうわね」

　高橋さんの……従姉？

　慣れた手つきで私の胸に聴診器を当てる彼女に目をやる。

「うん、胸の音は大丈夫そうね。じゃあ、次は口開けてくれる？」

　できるだけ大きく口を開けると、日高さんはペンライトを持ちながら喉を見た。

「……喉が赤いわね。咳もしてるし、風邪だわ。薬出しとくから、後で恭介に飲ませてもらいなさい。こいつ、家来のようにこき使っていいわよ」

　フフッと笑って、日高さんは高橋さんの胸を小突く。

「俺を自分のもののような言い方しないでくれるかな？　非常に不愉快なんだけど」

　腕を組んで高橋さんは彼女を睨みつける。

「あら、違った？」

　日高さんが挑発的な目で高橋さんを見ると、彼は強い口調で否定した。

「違うね。誰がこんな自己中女の下僕になるか」

「そんなこと言っていいのかしら？　彼女の着替えだって買ってきてあげたのに。この貸しは高くつくわよ」

「あんたの医学論文を英訳してやったのは誰だっけ？　それで十分お釣りがくるはずだけど、忘れたのか？　医者のくせして記憶力悪いんだな」

「……嫌みな奴」

　目を細め、日高さんは憎らしげに呟く。

　なんだろう。胸がざわめく。

　このふたりのやり取りを聞きたくなかった。別に仲よくしているわけではない。でも、親密さが伝わってくるし、美形のふたりがお似合いで、なぜか側にいるのを苦痛に感じた。

　この場から逃げ出せたらどんなにいいだろう？　でも、今の私はベッドから起き上がることもできない。

　発作のような咳が私を襲い、私は涙目で口を押さえた。

「彼女を休ませたいし、さっさと帰ってくれる？」

　私の体調を気遣ってか、高橋さんは私の肩を撫でながら冷たい視線を日高さんに投げる。

「ホント、冷たい男ね。そんな子に育てた覚えないのに」

「こっちもあんたに育てられた覚えなんてこれっぽっちもないよ」

　高橋さんの邪険な扱いにも動じることはなく、日高さんは余裕の笑みを浮かべる。大人の女性だなって思った。

「冷たい男は嫌われるわよ。お邪魔なようだから私は消えるわ。お大事にね」

　日高さんは私に向かってにっこり微笑むと、寝室を出ていった。

「騒がしい女でごめんね。薬飲まないといけないから、なにか食べようか？」

　高橋さんが王子様スマイルで私に聞いてくる。

「……うん」

　私が返事をすると、高橋さんは嬉しそうに微笑んで私の頭を撫でた。

「いい子だ」

　夢ならずっと彼を独占したい。そんな欲張りなことを考えてしまう私は嫌な子かもしれない。

　現実世界では手の届かない相手。でも、夢の世界くらい自分の気持ちに素直でいたい。

　彼を避けずに、彼に甘えて……。

　それからも、高橋さんはお粥を作ってくれたりして甲斐甲斐しく世話をしてくれた。

　何度寝ても見るのは私が風邪をひいて、高橋さんがお世話をしてくれる夢。

　夢も段階を踏んでいるのか、私の体調は少しずつよくなっていて……頭もはっきりしてきた。




　カタカタ、カタカタ……。

　パソコンのキーボードを叩く音で夢から覚める。

　卓が論文でも書いてるのかな？

　うちの実家は群ぐん馬ま。私は東とう京きょうで就職したし、弟も東京の大学に通っていて、私たち姉弟はお互いひとり暮し。同じ私鉄沿線に住んでいるせいか、時々卓はふらりと私のアパートにやってくる。だから、また卓がご飯でも食べに来たのかと思った。

「……卓、お水持ってきて」

　喉が渇いているが、起きてキッチンに行く気力はない。

　頭まですっぽり布団をかぶって、弟に声をかける。

　また寝たら、高橋さんの夢を見れるのだろうか？　だったらずっと寝ていたい。水を飲んだらまた寝よう。

　そんなことを考えていると、かぶっていた布団をガバッと勢いよくはがされた。

　身体がブルッと震える。

「卓、もうちょっと優しく……」

　目を開けて卓に文句を言おうとしたが、驚いたことに目の前にいたのは卓ではなかった。

　え？　高橋さん？

　彼が手にペットボトルを持って立っている。

「卓のことは好きだけど、こんなに懸命に看病したのに、弟と間違えられるのはおもしろくないな」

　高橋さんはニコッとしながら告げるが、その目は決して笑っていない。

　え？　ええ～？

「な……なんで高橋さんがいるの？」

　驚いて思ったことをそのまま声にして飛び起きれば、高橋さんはムスッとした顔で言った。

「〝高橋さん〟って他人行儀な呼び方も気に食わないな。このかわいい口塞いじゃおうか？」

　高橋さんが悪魔のような笑みを浮かべながら、指で私の唇に触れる。

　ドキッとして石のように固まる私。思考もピタッと止まって、上手く言葉を返せない。

　瞬きするのも忘れて高橋さんを見つめていると、彼は顎をクイッと掴み、私に顔を近づけてそっと口づけた。

　綿菓子のようにフワフワしたものが、私の唇に触れる。

　キスの経験がないわけじゃない。母の話によれば、私が四歳の時に一歳だった卓に、自分からブチュッとキスをしたとか……。卓にはよく『俺のファーストキスを返せ』とからかわれるけど、私にはまったく記憶がないのだからノーカウントだとも言える。

　それ以外でのキスの経験は、自分で言うのは悲しいけど……一度もない。だから、キスの感触を今初めて知った。

　この羽が触れるような不思議な感覚……それに微かにミントの香りがして……。私がいつも夢見ていたキスと同じ……ううん、それ以上に素敵なものに感じた。

　さっきの高橋さんは悪魔バージョンだったのに、女の子が憧れるようなキスをするなんて……。

「……これも……夢？」

　呆然と呟く私。

　そんな私の発言がお気に召さなかったのか、高橋さんは意地悪な視線を私に向ける。

「現実味がないなら、フレンチ・キスのようなもっと濃厚なキスでもしようか？」

　濃厚なキス？

　ぎゃあ～、想像するだけで気絶しそう～!!

　思わず手元にあった枕を掴んでギュッと抱くと、高橋さんは苦笑いした。

「そんな怯えた目で見られると、俺でも傷つくんだけど……」

「ごめんなさい。だって……〝濃厚なキス〟なんて高橋さんが言うから。もう……なにが夢でなにが現実なのかわからない」

　私の頭はひどく混乱していた。

「まあ、高熱でほとんど俺のベッドで寝てたしね」

　俺のベッド？　言われてみれば、このベッド……私のベッドより広くて……寝心地もいい。部屋だってここは１Ｋの私のアパートじゃない。十二畳ほどの広い寝室で、テレビや小さな冷蔵庫もある。置いてある家具はどれも高級そうだし……。

「……ここどこ？」

　すごく恐ろしいことに気づく。動揺せずにはいられない。

「ここは俺の家」

　そんな私の様子をおもしろそうに眺めながら、高橋さんがゆっくりと告げた。

「高橋さんの家？」

「金曜の夜に卓のバイト先で夕食食べたのは覚えてるよね？」

　高橋さんの質問に、私は記憶を辿りながら返事をする。

「……はい」

「じゃあ、その後俺とタクシーに乗ったのは？」

　高橋さんとタクシー？

　……まったく記憶にない。

「すみません。全然覚えてないです」

　私は正直に答えた。

「卓にお酒飲ませられたしね。記憶がないのは仕方がない。タクシーに乗せたら萌の具合が急に悪くなってね。だから、俺の家に連れてきたんだ」

　卓がお酒を飲ませた？　そういえば……最初に飲んだオレンジジュース、卓は『ブラッドオレンジ』って言ってたけど、あれがお酒だったのか……。

「卓の奴……なんてことしてくれたの！」

　私は頭を抱えながら小声で卓を罵る。

「卓も悪気があったわけじゃなくて、萌をリラックスさせようとしたんだよ」

「さっきから気になってたんですけど……なんで私や弟のことを下の名前で呼んでるんですか？」

「卓とは萌の体調のことで何度かメールもやり取りしたし、萌の様子を見にうちにも来てもらって親しくなったんだ。〝萌〟って呼んでるのは俺がそう呼びたいから」

　卓の声がしたのは……夢じゃなかったんだ。じゃあ、他にも夢と思ってたのが現実だとしたら……？

　想像しただけでも怖くて顔からサーッと血の気が引いていく。

「高橋さん……あの……ひょっとして私が吐くのを手伝ってくれたり……私を着替えさせてくれたり……身体拭いてくれたり……なんかしてないですよね？　あと……高橋さんの従姉っていうお医者さんが私を診てくれたり……」

　お願い、どうか否定してくれますように……と、心の中で願いながら、高橋さんの答えを待つ。

「ずっと高熱でつらそうにしてたから覚えてないと思ったけど、覚えてたんだ」

　高橋さんは、私の顔を見ながらクスリと笑った。

　ドンと頭の上に大きなたらいが降ってきたようなそんな衝撃が私を襲う。目の前が真っ暗になった。

　……最悪だ。よりによって高橋さんに……吐くのを手伝ってもらって……身体まで拭いてもらったなんて。ここから消えてなくなりたい。

「もうお嫁にいけない～」

　両手で顔を覆い、絶望にうちひしがれていると、高橋さんが楽しげに笑って私の顔から手をはがす。

「うちにお嫁にくるんだからなにも問題ないじゃないか」

「……なんの冗談ですか？　私は真剣に悩んでいるのに」

　私は責めるような口調でそう言うと、じっとりと高橋さんを見た。

「本気で言ってるんだけど。恋人になったんだし、なんの問題があるの？」

「恋人？」

　高橋さんの発言に私は目を丸くする。

「忘れちゃった？」

　スマホをズボンのポケットから取り出して、高橋さんはある動画を私に見せた。

　そこには猫耳がついているけど、明らかに酔っぱらってる私が映っていて……。

『高橋恭介さん』

　とろんとした目で、私は高橋さんの名前をフルネームで呼んでいる。すると、画面には映っていないけど、すぐに彼の優しい声がした。

『はい』

　……そういえば、動画のアプリがどうとかで、高橋さんが私を撮影したんだっけ？　それが……これ？

『質問です！　誕生日はいつですか？』

　キャハハと笑いながら私が質問すると、楽しげに答える高橋さんの声がする。

『十二月二日です』

『そうなんだ。血液型は何型ですか？』

『ＡＢ型です。相田さんは？』

『私はＡ型です。では、今恋人はいますか？』

　酔っていたとはいえ、高橋さんになんて質問してるの～！

　でも、彼はクスッと笑みをこぼしながら、逆に私に意外な質問をする。

『いません。よかったら相田さんが俺の恋人になってみますか？』

　聞いているとうっとりするような優しい高橋さんの声音。でも、今の私には彼が冗談で言っているのがわかる。なのに……。

『うん、いいですよ。でも、恋人って具体的になにをするんでしょうね？　う～ん……』

　なにが『うん、いいですよ』だ！

　嬉しそうに返事をした自分に嫌気がさす。

　高橋さん相手にそんな返事しないでよ～！　しかも、微妙に上から目線の返事。

　高橋さんも酔っ払いの戯たわ言ごとに付き合うことなかったのに……私で遊ぶからたちが悪い。

『まずはファーストネームで呼ぼうか、萌。〝恭介〟って言ってみて』

　高橋さんの声がすごく楽しそう。どんな顔して言っているか想像できる。

　なのに私は従順に彼の下の名前を口にするのだ。

『恭介』

　あ～、これ以上は無理……。なんの拷問？　恥ずかしすぎて見ていられない。

　どうして次から次へとこうもショッキンングな事実を知らされるの？

「いや～、消してください！　お願いします！」

　高橋さんのスマホを押さえて動画を隠す私を見て、彼は悪戯っぽく笑う。

「ダーメ。こんなかわいいの消したらもったいないよ。それに、バックアップはちゃんと取ってあるから安心して」

「安心できませんよ。こんな私の間抜けな動画を残してどうするんですか？」

　悪趣味ですよ。

　激しく動揺しつつも、高橋さんを責める。

「俺たちの子供や孫に見せてあげようと思って」

　クスクス笑いながら高橋さんは私をからかう。

　俺たちの子供や孫って……話についていけないよ。頭痛がする。

「もう！　私で遊ばないでくださいよ。酔っ払いの言うことなんて無効です！」

　顔を真っ赤にしながら怒ると、高橋さんは意地悪な目をして言った。

「傷つくなあ。萌は俺のこと好きじゃないんだ？」

　私の目を捕らえながら、高橋さんが顔を近づけてくる。

　男の人なのにシミひとつない綺麗な顔。

　そう、顔は極上。性格は私の知る限りちょっと難ありだけど、嫌いにはなれない。性格も王子様みたいに素敵な人だったら、他人行儀に接して憧れで終わっていたと思う。でも、彼のこういう悪魔な部分が逆にスパイスとなって私を魅了する。遠い存在の人なのに身近に感じてしまう。

　それに、彼のライトブラウンの瞳に捕らえられたら……もう逃げられない。

「……嫌いでは……ありません」

　むしろ……好きだと思う。

　呟くように小声で返事をするが、高橋さんは私の答えに不満だったようだ。

「その答え方、気に入らないな」

　高橋さんは目を細めて私を見る。

「だって……まだ知り合って一カ月しか経ってない」

「時間なんて関係ない。酔ってる萌はとっても素直で、従順でかわいかったよ」

「……だから、あの夜のことは忘れてください」

「嫌だね」

　ムスッとした顔で高橋さんは冷たく言い放つ。

「そんな……困らせないで」

　伏し目がちになる私の顎を高橋さんはすくい上げるように持ち上げる。

「俺は萌が好きだよ」

　私と視線を合わせると、高橋さんは真摯な目で告げた。

　胸がトクンと高鳴る。

　私が今の告白にどんなにドキドキしているか、彼にはきっとお見通しに違いない。

　ずるい人だって思う。自分の魅力を熟知した上で、彼は私を誘惑するのだ。

　高橋さんのようなハイスペックな人間が、私のような平凡な女を好きになるわけがないって頭ではわかっているのに、心は彼の言葉にキュンとなっている。

「私……」

「いいよ。無理に言葉にしなくても。萌の身体に聞いてみる。嫌なら逃げて」

〝逃げられるものなら逃げてみろ〟と、高橋さんの目は言っている。

「高橋さん……それってどういう……んん？」

〝どういう意味〟って聞こうとしたら、高橋さんが顔を近づけて私の唇に触れた。

　私の下唇を甘噛みしながら、時には激しく、時には優しいキスをして彼は私を翻弄する。

　夢中になって目を閉じてしまったのは私。彼の唇が離れて寂しく感じたのも……私だ。

「もっと欲しいって顔してる」

　図星だった。

　高橋さんは、私の唇を親指の腹でゆっくりとなぞる。

「……高橋さん！」

　恥ずかしくて顔の熱が一気に上がった私は、拳を握り、肩を上下させながら声をあげた。

「恭介だよ。ふたりでいる時は下の名前で呼ばないと、次はキスだけじゃ終わらないかもしれないよ」

　この上もなく美しい悪魔が、口許に笑みを湛え、私の耳元で囁く。

「呼んでよ、名前。それとも、もっと先へ進みたい？」

　艶っぽい流し目で問いかける彼は、私をおかしくさせる。そんな自分を知るのが怖くて、私は折れた。ためらいながらも「……恭介」と彼の名前を口にする。

　すると、フッと高橋さん……恭介が微笑んで、また私の唇を奪った。それは〝濃厚〟という言葉がぴったりのすごく官能的なキスで……。

　恋愛経験がない私には衝撃が強すぎて、しばらく口をパクパクさせながら呆然としてしまった。数十秒後にやっと我に返る。

「な……名前で呼んだのに……な……なんでまたキスするんですか！」

　つっかえながらも上目遣いに恭介を睨みつけて抗議すれば、彼はしれっとした顔で言った。

「キスしないとは言ってないよ、萌」

　悪魔にいいように翻弄される私。

「……意地悪」

　そう言葉を発するのがやっとだった。

　風船の空気が抜けるように、私の中のエネルギーもプシューと抜けていく。

　身体の熱も一気に上昇したのか、つらくて体勢を保てず恭介に寄りかかった。

　百メートルを全力疾走で何十回も走らされた気分だ。頭も身体もオーバーヒートしている。

　……ダメ。これ以上起きているのがつらい。

「もう……キャパいっぱい」

　独り言のように呟いて、じっと目を閉じる。

「少し萌には刺激が強すぎたかな」

　ぐったりして動けない私を優しく抱き留めると、恭介は苦笑しながらポツリと呟いた。










夢から覚めて




　チュンチュンと小鳥の声が聞こえてきて目が覚めた。

　カーテンの隙間から優しい日の光が差し込んでくる。

　朝なの？

　ほとんどベッドで寝ていたせいか、曜日も時間の感覚もなくなっている。

　今……何時？

　ケホッと咳をしながら起き上がろうとすると、私の身体になにかが巻きついていて動けなかった。

　ちらりと目を向ければ……それは、恭介の腕。違和感を覚えなかったのは、すでに私の身体が彼の存在に慣れてしまったからだ。

　こんなの慣れちゃいけない。

　二十五にもなって初めて男性の家に泊まったけど、父や母に内緒で悪いことをしたみたいで後ろめたい。

　しかも、相手は超優良物件の会社の先輩。

　恭介の腕をそっと外そうとしたら、耳元で彼の声が響いた。

「まだ寝てて大丈夫だよ」

　恋人に言うように甘く囁いて、恭介は私の身体を抱き寄せる。

「あっ……ごめんなさい。起こしちゃいました？」

　小声で謝り、私は恭介に目を向けた。

　髪は若干乱れているが、寝起きだというのになぜ彼はこうも格好いいのだろう？　映画のワンシーンを見ているかのように恭介の寝起き姿は色気があって、しばしボーッと見惚れてしまった。

「いや、俺もちょうど目が覚めた。熱は……」

　恭介は呟きながら私に顔を近づけ、額をコツンと当てて熱があるか確かめる。

　その動作もこれまで何度繰り返されたか。

　一度、『体温計の方がよくないですか？』とそれとなく提案したのだけど、『手っ取り早くすぐわかるから』と笑顔で押しきられた。

　でも、慣れとは怖いもので、今では恭介のこの動作になんの疑問も抱かない。

「うん、下がってる。でも、まだ咳してるし、今日も休んでいた方がいいかな」

「……今日って何曜日ですか？」

「月曜日だよ」

　え？　月曜日？　私……そんなに寝込んでたの？　私の感覚では、まだ日曜日かと思っていた。

　ということは、ずっと恭介は私の看病をしていて、多分土日も外には出ていない。彼だって毎日遅くまで接待や残業があってかなり疲れていたはずだ。それなのに、こんなに親身に看病してくれて……。私は一体どれだけ恭介に迷惑をかけてるの？

　彼の週末を奪ってしまってすごく申し訳ない気持ちになった。

「……ごめんなさい。恭介の週末をダメにしちゃって」

　俯きながら謝ると、恭介は優しく私の頭を撫でた。

「萌には悪いけど、俺にはラッキーな週末だったよ。雨で接待ゴルフもなくなったしね。だから、気にしない」

　蕩とろけそうな笑顔で恭介は告げるが、その笑顔に甘えてはいけない。もう意識ははっきりしてる。これ以上、彼に迷惑はかけられないし、社会人としての責任もある。

「……気にします。私……行かなきゃ」

「どこへ？」

「会社です……。でも、一旦家に帰って着替えないと。今何時だろう？」

　私は部屋の中を見渡して時計を探す。ベッドサイドにあるデジタル時計に午前五時と表示されていた。

　恭介の家がどの辺りにあるのかわからないけど、今すぐ出れば家に帰って着替えても会社には間に合うかもしれない。

　恭介の腕から離れようとすると、彼は厳しい表情で首を横に振る。

「ダメだよ」

「今日は月初だし、いろいろやらなきゃいけない処理だってあるんです。熱が引いて身体も楽になったし、仕事しないと……ケホッ、ケホッ」

　自分を離してくれない恭介の腕からなんとかすり抜けようとしたら、突然彼に腕を押さえられ組み敷かれた。

　一瞬の出来事にハッと息をのみ、目を見開いて恭介の顔をじっと見る。

「高橋さん？」

「恭介だよ」

　恭介の行動に驚いてとっさに名字で呼んでしまった私を、彼はやんわりと訂正する。

「仕事熱心な萌は好きだけど、無理してまで会社に行くのは感心しないな」

　恭介は、溜め息交じりの声で言う。

「でも、熱がないなら行きます」

　仕事が待っているのだ。悠長に休んではいられない。今の部署で事務を担当してるのは私だけだし、代理を頼める人間なんていない。這ってでも行かないと……。

「熱はなくても、この二日間ほとんどベッドで寝てたんだよ。その身体で家に帰ってまた仕事に行く？　倒れるよ」

「仕事を放り出せません。総務にいた時だって、熱があって出勤したこともあるし大丈夫です」

「俺が側にいる限り、それは認められない」

　厳しい顔をして、恭介は上司のような口調で言う。

「そんなあ……」

　私が落胆すると、そんな私を見てハーッと恭介は溜め息をついた。

「だったら、俺が車を出す。着替えならあるし、うちから一緒に行けばいい。ただし定時で帰ること。もちろん、途中気分が悪くなればタクシーで帰らせるよ」

　恭介と一緒に出勤？　そんなの無理～！　会社の女の子に見られたら恨まれる～！

　彼なりの妥協案だとは思うが、これには応じられない。

「恭介の許可なんていりません。この手……離してください」

　私は、恭介の腕の中でもがいた。

「そんなかわいくないこと言うんだ？」

　恭介が、目を細めて私を見てクスリと笑う。その不穏な声の響きに身体がビクンと反応し、固まった。

　なんか恭介……怒ってる？

「悪い子にはお仕置きしないとね。家に帰る元気がなくなるくらい」

　悪魔モードの顔で、恭介は私が着ていた服に手をかける。

「恭介？」

　怯える目で恭介を見るが、彼は構わず私の服を脱がそうとした。

「なにを……するつもりですか？」

「なにってわからない？　仕事のことを萌が忘れるくらい愛し合おうと思って」

　愛し合う？

　胸まで私の服をめくり上げた恭介が私の胸元に口づける。身体にチクッと甘い痛みが走り、私はびっくりして奇声をあげた。

「ぎゃ～！」

「まだまだだね。もっとかわいい声出さないと」

　恭介が悪魔のように笑って、指でなぞるように私のブラに触れた。

　心臓がドクンドクンと音を立てる。

　む……む……無理～！　私を心臓発作で殺す気ですか？　身体もムズムズするし、こんなの耐えられない～。

「わ……わかりました。恭介の車で会社に行きます！　だ……だから、やめてください～！」

　ギュッと目を瞑つむってお願いすると、恭介の手が止まった。

「残念。俺も午前中休みを取ろうと思ったのに」

　ペロリと唇を舐め、恭介は名残惜しそうに私のおへそにチュッと軽くキスをする。

「恭介～！」

　ブルブル震えながら抗議する私に、恭介は悪戯っぽい目をして囁いた。

「お預けされるのって結構つらいんだよ」

　甘い低音ボイスが耳に響いたかと思ったら、次の瞬間には恭介が私の耳たぶを甘噛みする。

「ギャッ！」

　思わず変な声を出して肩をすくめた。

　なんなの、これ？　朝から遊園地の絶叫マシーンに乗っている気分だ。心臓だってバクバクいってるし、私の身がもたない。

「もう……やめてって言ったのに」

　涙目で恭介を責めれば、彼は悪びれずに言った。

「言うこと聞かせるには、これが一番効果的でしょ？　俺にメロメロになれば、逆らえないと思うし。ほら、まだ起きるには早いから寝るよ」

　この……確信犯！　最初から私を従わせるつもりだったんですね。

　それにしても私で遊びすぎだよ～！

「メロメロになる前にショック死します！」

　私が口を尖らせて文句を言うと、恭介は艶っぽい目で私を見つめる。

「それは実際に俺に抱かれてみないとわからないよ。さあ、寝るよ」

　恭介はめくれ上がった私の服をもとに戻し、後ろから抱きしめてきた。

「なにをさらっととんでもないこと言ってるんですか！」

「興奮しないの。いいから寝る」

　服を通して伝わる恭介の体温。頭がしっかりしている今となっては、緊張して身体がカチンと硬直する。

「興奮なんかしてません。こんな密着してたら寝れないですよ」

　私が小さい声で抗議すると、恭介はおかしそうに笑った。

「今さらなに照れてんの？　この二日間、ずっとこうしてたんだから。それとも寝れないなら一緒にシャワー浴びる？」

　恭介とシャワーを浴びる映像が頭に浮かんできて、それをかき消すように布団を強く掴み、ギュッと目を瞑る。

「恥ずかしくて無理！」

「どうして？　俺はもう萌の身体のことはよく知ってるのに」

　恭介は私が動揺するような台詞を故意に口にして、私の背筋をスーッと指でなぞる。

「ギャッ！　もう！　人が聞いたら誤解するようなこと言わないでください！」

　実際は男女の関係にはなっていないのに、恭介は私をからかって楽しんでいるのだ。

　振り返って声を大にして怒れば、彼は私の耳元で甘く囁いた。

「じゃあ、萌を抱いて本当のことにしようか？」

　恭介のイケメンボイスに反応して私の身体がゾクッと震える。彼はなにも答えられずゴクッと息をのむ私の背中に顔を押し当て、ククッと吹き出した。

「黙らないでよ。冗談だから。でも、今寝ないと本当に萌を抱くかもしれないよ」

　また私を茶化して……。

「恭介の……意地悪」

　私は悔しくてボソッと憎まれ口を叩いた。

「意地悪で結構。俺も看病で疲れてるからもう少し寝かせて」

　優しく言いながらも、恭介は的確に私の弱点をついてくる。

　そんなことを言われてしまっては大人しくするしかない。恭介が寝たら自分だけ起きて、ここを出ていこう。

　しばらくじっと我慢して黙っていると、身体が温まって瞼がだんだん重くなってきた。寝ちゃいけないって何度も睡魔と戦ったけど、結局私は負けたらしい。

　気づいた時には、隣に恭介の姿はなかった。




　……いない。

　自分を守るような温もりがないのに気づいて目が覚める。

　ベッドには私ひとり。自分の横のシーツに触れると、まだいくらか温かかった。

　まだ起きて間もない？

　私もベッドから飛び起きるが、ずっと寝たきりだったせいか身体がだるい。この数日でまた体重が減った気がする。

　寝室を出て、廊下の壁づたいに歩いて恭介を探す。

　改めてじっくり見ると、この家はかなり広い。五部屋以上はあるようだけど……。他に一緒に住んでいる人はいないみたい。ひとり暮らしかな？

　恭介とは一歳しか変わらないし、私も一応総合職だから、給料はそんなに変わらないはず……。どうしてこんな広い家に住めるんだろう？　親の持ち家とかかな？

　そんなことを考えながら歩いていると、近くのドアから甘くて美味しそうな匂いが漂ってきた。

　この匂いは……。

　ドアを開ければそこはダイニングで、キッチンで恭介がホットケーキを作っていた。

「おはよう」

　ドアの音に気づいたのか、恭介が振り向いて爽やかに挨拶する。

「……おはよう」

　料理をする恭介を呆然と眺め、反射的に挨拶を返した。

「もう少ししたら萌を起こそうと思ってたんだ。そこに座って」

　恭介が目の前にあるダイニングテーブルを指差す。

「わ……私も手伝います」

　つっかえながら声をかけたが、恭介に笑顔で断られた。

「病み上がりなんだから大人しく座ってる」

「……はい。すみません」

　前回の経験から逆らわずに素直に従うことにする。

　ダイニングテーブルの手前の席につくと、恭介が私の前にホットケーキを置いた。

「お粥やうどんばかりじゃ飽きると思ってホットケーキにしたんだ。食べられそう？」

　気遣うように言いながら、恭介は私にフォークとナイフを手渡す。

「はい、ありがとうございます。美味しそう」

　紅茶を淹れた恭介がテーブルの向こう側の席につくと、ふたりで「いただきます」をして食べる。メープルシロップがよく染み込んだ部分をパクッと口にすれば、優しい甘さが口の中に広がった。

「あっ、すごく美味しい」

　思わず微笑んでしまう。

「うちに来て初めて笑ったね。そんな幸せそうに笑うなら、もっと餌付けしようかな？」

　恭介は、王子様スマイルで悪魔のような台詞を口にする。

「……今のは冗談に聞こえないんですけど」

　ハハハッと私は苦笑いすると、話題を逸らした。

「そういえば、この家、すごく広くて素敵ですけど、ご家族の持ち家ですか？」

「ああ、祖父から譲り受けたんだ」

「あ～、なるほど。おじいさんの遺産を相続されたんですね」

　納得顔で頷くが、一瞬の間があって恭介に訂正された。

「いや、祖父はまだピンピンしてるけどね」

「あっ……ごめんなさい。早合点しちゃって」

　私は慌てて謝る。

　恭介も呆れたに違いない。彼のおじいさんに失礼なこと言っちゃったよ。

「気にしないで。まあ、普通はそう考えるね」

　恭介が私をじっと見つめてクスッと笑うが、なにかが引っかかった。だが、彼の質問でそんなことはすっかり頭の隅に追いやられた。

「萌はどこに住んでるの？」

　恭介は紅茶のカップを優雅な仕草で手に持ち、私に目を向けながら口に運ぶ。

「高たか井い戸どの方です」

　私はフォークを持った手を止めて答えた。

「高井戸ね。結構通勤時間かかんない？」

「電車一本じゃないですけど、家から会社まで一時間以内で行けるので普通ですよ」

「でも、この一カ月は通勤もつらかったんじゃないの？」

　恭介は紅茶のカップをソーサーに戻すと、じっと私を見た。

「家に辿り着くのがやっとで、まともな食事をとる余裕なんてなかったです……ね」

　電車の中で寝過ごして終点まで行っちゃうこともあった。遠い昔に感じるけど、つい先日まではそれが日常だったのだ。

　今日からその日常生活に戻るわけだけど……。

「朝からこんな優雅な食事、夢みたい」

　私ってどんだけ甘やかされてるんだ。看病もしてもらったし、ご飯だって作ってもらったし……恭介ってお母さんみたい。

　ひとりクスクス笑っていると、彼にツッコまれた。

「なにがそんなにおかしいの？」

「恭介ってお母さんみたいだって思って……あっ！」

　また言っちゃったと思って慌てて口を押さえるが、言ってしまった言葉は取り消せない。

「俺がお母さん……ねえ。男としてのアピールが足りなかったかな」

　顔を引きつらせながら、恭介はなぜか着ていたシャツのボタンに手をかけた。

「……なんでボタン外すんですか？」

　私は身構えながら恐る恐る聞いてみる。

「俺の魅力をもっとアピールしようかと思って」

　恭介は真顔で答えた。

　そんなアピールいらないよ～。普通にしててもフェロモンすごいのに。

「これ以上アピールしないでください！　また熱で倒れます！」

　私は左手で目を隠しながら必死にお願いする。

「遠慮しなくていいのに」

　恭介が私を見てククッと笑う。

　あ～、またからかわれた。

「……また私で遊びましたね」

「うん、ごめん。萌の反応がウブでおもしろくって」

「悪かったですね。子供みたいな反応で」

　ムスッとした顔で言うと、恭介は優しい声で私をなだめようとする。

「全然。むしろ、いろいろ教えがいがあっていいよ」

　褒められているのに、素直に喜べない。恭介の言葉の意味を深読みしてしまう私って考え方がひねくれているだろうか？

「……しれっと怖いこと口にしないでください」

「ごめんね。でも、萌は萌のままですごく魅力的だよ」

　恭介に真顔で言われ、赤面する。

　……どうしてこの人は恥ずかしげもなく、さらっとそんな言葉を言えるのだろう？　あっ……海外生活に慣れているせいか。

　終始恭介にからかわれて朝食を食べ終えると、彼が紙袋を渡してくれた。中には私が着ていた服と、着替えなのか新しい服が入っている。私の服はクリーニングに出してあって、ビニール袋から出そうとしたら、恭介に止められた。

「それは今日は着ていかない方がいいんじゃない？」

「でも、これはいただけませんよ」

　私は高級ブティックのものらしき服に目を向けた。

「田中は鈍感だから気づかないかもしれないけど、真木さんはきっと『金曜と同じだね』って指摘すると思うけどな」

　言われてみると確かにそうかもしれない……。それで恭介の家に泊まったのがバレたら厄介なことになる。

「では……こちらを着ていきます。お代は後で払いますから」

「そんなのいいよ。萌は覚えてないかもしれないけど、実は金曜の夜の食事、卓が奢ってくれたんだよ」

　弟がご馳走してくれたのが意外で、びっくりして目を見開いた。

「え？　卓が？」

「そう。だから、洋服のことは気にしなくていい」

　恭介は、有無を言わせぬ笑顔で私の言葉を封じる。〝もうこの話は終わりだ〟と彼の目が告げていて、反論しても無駄だと思った。

　結局、恭介の言うことに従い、シャワーを浴びて着替える。

　紙袋に入っていたのはモカベージュの上下の下着と黒のタイトスカートに、シンプルなラインの白のシャツ。

　……多分恭介の従姉が選んでくれたんだろうな。私なら選ばないセクシーなデザイン。でも、ここで贅沢は言ってられない。

　少しためらいながらも、そのタイトスカートとシャツを身につけ、鏡を見る。

「うわ……このスカート、こんなに深くスリット入ってる」

　膝丈までのタイトスカートには、右サイドに十五センチほどスリットが入っていた。

　それに、シャツもカッティングがシャープで胸や腰のくびれを強調するんだけど……。

　あ～、こんなの着こなすのは無理。でも、他に選択肢がないのだから仕方がないよね。金曜日と同じ服を着ていって真木さんに冷やかされるのは嫌だ。

　ハーッと息を吐くと、化粧に取りかかった。

　この週末、お手入れを怠ったせいか、肌はボロボロ。ファンデーションをしたら余計に肌が荒れているのが目立ちそう。こんな顔を恭介に至近距離で見られたのかと泣きたくなる。

　ファンデーションは諦め、リップをさっと塗って終わりにした。

　ブルーな気持ちでリビングに行くと、恭介がソファに座り、ノートパソコンを広げて仕事をしていた。タイピングしている姿は、働く戦士って感じでクールで格好いい。

　邪魔しちゃ悪いと思って声をかけるのをためらっていたら、恭介が私に気づいてパソコンの画面から顔を上げる。

「そういう服もいいね」

　恭介はパソコンをテーブルの上に置くと、私の方へやってきた。

　え？　なに？

　恭介になにかされるのかと思ってビクビクしていたら、彼は私のシャツに触れ、私が息苦しく感じてわざと閉めなかった一番上のボタンを留める。

「ここは留めておかないと、他の奴らが仕事になんないからね」

「え？」

　私は首を傾げて説明を求めたけど、恭介はそれをスルーして意味深なアドバイスをした。

「セクシーですごくそそる。でも、あまりしゃがまない方がいいよ」










関係を匂わせる〔恭介ｓｉｄｅ〕




「この車……なんか羽根がついてて、宇宙まで行きそう」

　俺の愛車であるドイツ製の白いスポーツカーの助手席に乗った萌は、そんなおもしろい感想を口にする。

「宇宙はさすがに行けないけどね。まずは会社行こうか」

　苦笑しながら助手席に身を乗り出し、萌のシートベルトに手を触れると、彼女は恥ずかしそうに俺の手を止めた。

「あの……それは自分でできますから」

「いいの。最初はわかりにくいから。それに、こういうのやってみたかったんだよね」

　萌が横にいると、つい世話を焼きたくなる。

　有無を言わせぬ笑顔で押しきって、彼女のシートベルトを締めた。

「……ありがとうございます」

　萌がビクビクしながら礼を言う。

　まだ、かなり俺を警戒してるな。こうやって俺が接近しただけでおろおろするのだから、このまま会社へ行けば、彼女はまた壁を作って俺を避けるだろう。

　そう考えるとおもしろくない。

　俺は顔を上げると、左手で萌の頭を掴み、彼女の唇にチュッと軽くキスをした。

　目をパチクリさせる萌。

「き……き……」

　俺に抗議しようとしているが、不意打ちでキスをされて言葉にならないらしい。

「忘れ物。会社に行くと人の目があってなかなかできないからね」

　俺は萌の目を見て微笑んだ。

「……会社でもするつもりですか！」

　やっと声が出るようになった萌は、ハッと驚きの声をあげる。

　おっ、なかなか鋭い指摘。

「それは会社に行ってからのお楽しみ」

　愛おしげに萌の唇を指でゆっくりなぞりながらクスッと含み笑いをすると、彼女は固まった。

「……私をからかって遊ぶのはやめてください。恋人じゃなくてただの会社の同僚なんですから」

　キッと俺を睨みつけながらも、小声で懇願する萌。

「まだそんなこと言うんだ？　俺が彼氏じゃ嫌？」

　そうやって抵抗されちゃうと、余計煽あおられるんだけど。オスの本能刺激してるの気づいてないんだろうな。

「……そういうんじゃなくて、私じゃ恭介に相応ふさわしくない」

　萌は手をモジモジさせながらか細い声で答える。

「相応しくないってそれは萌が決めることじゃないよ。俺が萌を好きならなんの問題もない。萌の気持ちの問題なら、萌がそんなことを考える余裕がないくらい俺に惚れさせるから覚悟して」

　萌の目を見てそう告げてから、俺は車を発進させた。

　じっと窓の外を眺める萌。気分を変えるためにラジオをつけると、クラシックの曲が流れていて萌が「あっ」と声をあげた。

「この曲知ってるの？」

　信号待ちで萌の方を見ると、彼女は懐かしそうに頬を緩めた。

「変な声出してごめんなさい。私、中学の時に吹奏楽部に入ってて、この曲、演奏したんです。これリムスキー＝コルサコフ作曲の『シェヘラザード』って曲で、聴くと昔を思い出しちゃって」

「へえ、なんの楽器やってたの？」

　萌が吹奏楽部だなんてイメージ通りだな。

「フルートです。最初は音が出なくて大変だったんですけど、半年くらいするとやっと音が出るようになって……」

「萌らしいね。頑張って諦めないとこが。今も吹くことあるの？」

　俺の質問に、萌は小さく頭を振る。

「今はもう……。アパートは防音ではないし、吹ける場所がなくて」

「都内だと難しいよね。クラシックが好きなら、十二月とか第九聴きたくなるでしょ？」

「そうですね。聴くと血が騒ぐかも。でも、社会人になってからはチケット取る余裕もなくて、もっぱらＣＤばっかり聴いてますよ」

　音楽の話で盛り上がる俺と萌。

　雨が降っているせいで道路は混んでいたが、まったく気にならなかった。

　三十分ほど運転して会社に着く。時刻は午前八時三十分過ぎ。

　会社の地下駐車場に車を停めて降り、萌と並んでエレベーターを待っていると、背後から声をかけられた。

「高橋と……相田さん？」

　真木さんだ。この時間なら会わないと思ったが早速見つかったな。

「おはようございます」

　俺は真木さんを振り返って挨拶するが、横にいる萌は硬直したまま。肘で萌の腕をつつくと、彼女は俺の背中に隠れるように真木さんの方を向いて挨拶した。

「……お、おはようございます」

「おはよう。なんでふたり一緒なの？」

　真木さんは、驚いた顔をして俺と萌を交互に見る。

　当然そうくるよな？　うちに泊まったからです……なんて言ったら、萌は怒ってしばらく口を聞いてくれないかもしれない。

　当の萌は、俺に〝助けてください〟って目で訴えている。

「駅の近くで相田さんを見かけて乗せたんですよ。雨で濡れちゃかわいそうだと思って」

　なに食わぬ顔で適当にごまかすと、真木さんはちらりと萌を見ながら相槌を打った。

「ああ、確かにここ数日ひどい雨だよな。それにしても……」

　真木さんが突然言葉を切ると、萌はビクッと肩を震わせた。彼にいろいろ勘ぐられたらと気が気じゃないのだろう。おもしろがってはいけないと思いながらも、かなり動揺している萌を見ていると吹き出しそうになる。

「今日の相田さんの格好っていいね。眼鏡かけて教科書持たせたら、女教師って感じですごく……」

「真木さん、それ以上言うとセクハラになりますよ」

　真木さんの言葉を笑顔で遮ってそう指摘すると、彼は「高橋、厳しいな。今日の相田さん、俺のストライクゾーンなんだけど」と言ってニヤニヤする。

　すると、たまたまだったのかもしれないが、萌がゴホゴホと咳き込んだ。

「相田さん、大丈夫？　真木さん、そういう発言は夜のお店でしてくださいよ。かわいそうに、相田さんが引いてるじゃないですか？」

　萌に気遣わしげに声をかけながら、真木さんを注意する。

「はは、ごめんね、相田さん。ひょっとして風邪ひいてるの？」

「……あ……はい。週末に風邪をひいてしまって……」

　萌は俯きながら答える。

「あまり無理しないようにね。つらくなったら帰ればいいから。ところで、金曜の夜は大変だったね。田中の奴、後で絞めとくよ。あいつ、間抜けなことに相田さんの着信に気づかず、友人とずっと酒飲んでたらしくてね」

　真木さんは、やれやれといった顔でハーッと息を吐く。

「いえ……私はなにもできなくて……。高橋さんがタイミングよく戻ってきてくれたので助かりました」

　萌は努めて笑顔を作るが、その表情がすごく硬くて見てられない。そんなに緊張していたら真木さんに怪しまれるのにな。

「金曜は俺、接待で抜けられなかったし、高橋がいて助かった。ホント、高橋は頼れる男だよな。それに、チャンスは逃さない」

　真木さんが俺に意味ありげな視線を投げ、背中をドンと叩く。

　この様子だと、彼は俺と萌になにかあったんじゃないかと疑ってるな。

「……真木さん、痛いんですけど」

　俺が遠慮がちに抗議すれば、真木さんは悪びれずに謝った。

「あっ、悪い。なんとなく叩きたくなって。中間管理職ってストレス溜まるんだよな」

「だったら、早く出世すればいいじゃないですか？　ほら、エレベーター来ましたよ」

　三人でエレベーターに乗るが、萌は操作ボタンの前に立って階数表示の画面をじっと見ていた。〝私のことはそっとしておいて〟と彼女の背中が言っている。

　真木さんもその空気を察したのか、萌にあえて話は振らず、俺と仕事の話をしていた。

　エレベーターが俺たちのオフィスがあるフロアに着くと、萌は真木さんと俺の後をトボトボと無言でついてくる。

　そんな彼女を振り返り、俺は「相田さん、大丈夫？」と無難な言葉をかけた。

「大丈夫です」

　引きつった顔で返事をした萌は、オフィスに入るなり自分のデスクにバッグを置いて、給湯室にそそくさと逃げ込んだ。きっと生きた心地がしなかったのだろう。

　そんな萌の後ろ姿を見ながら、俺は自席について、ビジネスバッグからノートパソコンを取り出す。

　すると、田中が暗い顔をして、出勤してきた。

「お、おはようございます。真木さん、高槁さん、金曜日はすみませんでした」

　田中が真木さんと俺を見るなり深々と頭を下げる。

「相田さんと高橋がいなかったら、契約逃してクビになってたかもしれないぞ。最近のお前はボーッとしすぎだ。もっと仕事に集中しろよ」

　真木さんは手に持っていた書類を丸めて、田中の頭をパコーンと叩いた。かなりいい音がしたが、紙なのでそんなに痛くはないだろう。

「はい、すみません」

　田中はもう一度深く頭を下げて平謝り。真木さんはそんな田中から視線を逸らすと、俺のところにやってきて俺の肩をポンと叩く。

「高橋、俺会議行ってくるから後頼む」

「了解です」

　真木さんの目を見て頷き、それから意気消沈気味な田中を振り返ってやんわり注意した。

「田中、真木さんの怒り方は甘かったけど、次はないから」

　青白い顔で田中はペコリと頭を下げる。

「はい……。高橋さん、ご迷惑をおかけしました」

　田中は真面目な性格だし、すごく反省しているのだろう。

「今日はメディカルプロダクトと打ち合わせだろ？　資料できてるの？」

　叱るのはここまでにして、先輩らしく田中を気遣えば、彼は小声で答えた。

「……まだ途中までです」

「じゃあ、真木さんが会議から戻るまでに仕上げて」

　真木さんの代わりに田中に指示を出す。

「はい」

　田中はそう返事をすると、無言でパソコンを立ち上げ、仕事に取りかかった。

　俺も電話がかかってきて対応していると、萌が戻ってきて今度は近くにあるコピー機の紙を補充し始めた。だが、動き回って暑くなったのか、萌はシャツの一番上のボタンを外して腕まくりをし、段ボールを開けてＡ４サイズの用紙を取り出す。

　萌に気づいた田中が席から立ち上がって、彼女に声をかけた。

「……相田さん、金曜日はごめんね」

　軽く萌に向かって頭を下げる田中。だが、彼の顔がだんだん赤くなる。

　あっ、これはマズイ。萌の胸元に気づいたな。それに、しゃがまない方がいいって忠告したのに萌は忘れてる。太ももが露あらわになっているのに気づいていない。

　従姉の歩に萌の服を頼んだのは間違いだったかもしれないな。

「……高橋さんが全部やってくれたし、気にしないで」

　萌は差し障りのない答えを田中に返すが、彼がなぜ赤くなっているのかは気づいていないらしい。

　俺は電話を切ると、すぐに田中に声をかけた。

「田中、資料早く作って」

　田中を急かして彼の気を逸らし、萌にチャットを打つ。

【萌、ボタン外すと、胸元見えちゃうよ】

　隣にいるのに変だとは思ったが、ここでは口に出して言えない。

　萌はコピー機の紙の補充を終え、デスクに戻ってきてパソコンを立ち上げる。

　そんな彼女の様子を横目でチラッと見ると、青ざめた顔をして「……う……そ」と呟き、ギュッとシャツの胸元を掴んだ。俺のメッセージを読んだのだろう。

【ちゃんとシャツのボタンは留めようね。でないと、俺も落ち着かないから。それと、しゃがむと太股まで見えるから気をつけて】

　カチャカチャとキーボードを叩く音を立てながら萌にチャットを送れば、すぐに彼女も返してきた。

【他に気づいてる人いますか？】

　言わない方がいいかと思ったが、正直に萌に伝える。

【田中は見ちゃったかもね】

　俺のメッセージを見た萌は、ショックでしばらく石化した。返事を打つ余裕もないようだ。

【暑くてもボタンはちゃんと留めておくこと】

　そう萌に注意を促し、俺は仕事に取りかかった。

　数十秒して気を取り直した彼女も【はい】と短くメッセージを返して、デスクに溜まった書類や郵便物を処理していく。だが、ある書類を目にすると「これ……どう処理するんだろう？」と呟きながら首を傾げた。ファイルを調べるが見つからないらしく、また、俺を頼る様子もないので萌に声をかけた。

「相田さん、その書類見せてみて」

「……あっ、はい。イギリスからのインボイスみたいなんですけど、金額が十万ポンド超えてて……」

「ああ、これは真木さんが担当なんだけど、費目が確か決まってたから、後で真木さんが戻ってきたら費目聞いて処理して」

「ありがとうございます。あの……高橋さん、ついでにこの書類も聞いていいですか？」

「もちろん」

　そんな感じで萌の仕事のフォローをしながら、三時からの打ち合わせの資料を作っていると、真木さんが戻ってきた。時刻は十一時過ぎ。

「高橋と相田さん、外で打ち合わせするから一緒に来て。田中は電話番頼むわ」

「……はい」

　田中が落ち込んだ顔で返事をする。

「真木さん、なにか資料とかいりますか？」

　萌が緊張した面持ちで真木さんに指示を仰いだ。

「いや、大丈夫だよ。全部、俺の優秀な頭の中に入ってるから」

　真木さんがニコッと歯を見せて笑いながら、自分の頭をトントンと指で叩く。

「では、俺も記憶力はいいんで手ぶらでいいですか？」

　俺も悪ノリしながら聞けば、真木さんは真顔で返した。

「高橋は財布だけは持ってきて」

　要するに外に食べに行くんだな。

「はいはい」

　苦笑しながら返事をして、先にオフィスを出る真木さんを萌と追う。

　真木さんが呼んでおいたのか、会社のビルの裏にタクシーが停まっていた。「ふたりとも、早く乗って」と真木さんに急かされ、三人とも後部座席に乗り込む。

　運転席側から真木さん、萌、そして俺の順。真ん中の席が狭いのもあるが、萌は俺と真木さんに挟まれてちょっと緊張しているのか、小さくなっている。

「神か楽ぐら坂ざかまで」

　真木さんが運転手に行き先を告げると、タクシーは静かに発進する。

「いや～、早朝からじいさん連中の相手をするのは疲れるわ」

　後部座席にもたれかかった真木さんは、溜め息交じりの声でそう言ってネクタイを緩めた。

「それはお疲れ様です。で、今どこに向かってるんですか？」

　俺は真木さんの愚痴は軽く流して行き先を聞いた。

「い・い・と・こ」

　おどけた様子で答える真木さんに、俺は冷ややかな視線を投げた。

「その言い方……誰を喜ばせるのが目的なんです？　俺じゃないですよね？」

「もちろん、相田さん」

　真木さんは自信満々だが、ターゲットである萌は引き気味だ。本当に打ち合わせで連れ出されたと思っているようだし、ここらへんで種明かしした方がいいだろう。

「相田さん、真木さんがいいところに食べに連れていってくれるって」

　俺がそう説明すると、萌は目を丸くした。

「え？　そうなんですか？　てっきり客先に向かっているのかと……」

「たまには気分変えてみるのもいいんじゃないかな」

　萌に温かい眼差しを向ける真木さん。彼も彼女の体調を気遣っているのだろう。

「真木さんはいつも息抜きしてますけどね」

　俺は萌が気を使わないようにクスリと笑いながら、真木さんにツッコむ。

　そんな他愛もない会話をしているうちに、神楽坂にある京懐石の店の前にタクシーは停車した。真木さんがタクシーの支払いを済ませ、俺たちは暖の簾れんをくぐって店の戸をガラガラと開けて中に入った。すぐに小豆色の和服姿の女性店員が現れ、真木さんが自分の名前を伝える。

「お待ちしてました。こちらになります」

　店員に案内されたのは、堀ごたつ式の個室だった。部屋からは庭園も眺めることができて、都心なのに都会の喧けん騒そうを忘れてしまいそうになる。

　俺と萌は部屋の入口の手前にある席に座り、真木さんは奥の席に腰を下ろす。

　すでに頼んであったのか、しばらくすると料理が運ばれてきた。

「わ～、豆腐懐石だあ」

　手をパチパチさせながら萌が嬉しそうに微笑む。

　湯豆腐ならヘルシーだし、身体も温まるし、さすが真木さん、いいチョイスだな。女の子が喜びそうなツボを押さえてる。

「いい店知ってますね、真木さん」

　俺が感心したように言うと、真木さんは自慢げに頷いた。

「まあな。接待で来て気に入って、それからちょくちょく利用してる。じゃあ、冷めないうちに食べようか」

「……外でゆっくりランチするなんて久しぶりです。連れてきていただいてありがとうございます」

　小さく笑いながら手を合わせ、箸を持つ萌。

「相田さんはいつも屋上で勉強しながら、お昼食べてたよね？」

　真木さんの発言に萌が驚いて、彼をまじまじと見る。

「……なんで真木さんも知ってるんですか？」

「よく社食食べた後、高橋と一緒に屋上で一服するから。勉強するのもいいけど、たまにはこうして息抜きしないとね」

　優しい上司って顔で真木さんが言うが、そもそも萌をそこまで追い込んだのは他の誰でもない彼なのだ。

「すべての元凶がなに言ってるんだか。真木さんがうちの課に強引に引っ張ってきたお陰で彼女が苦労してるんですから、毎週相田さんにご馳走してもバチは当たりませんよ」

　目的のためには手段を選ばない上司に、俺はずけずけとものを言った。

「高橋……お前……もうちょっと上司を敬えない？」

　真木さんが、乾いた笑いを浮かべる。

「相田さんの異動の件に関しては、もう少し配慮すべきだったんじゃないかと思いますね」

　萌の体調のこともあったし、俺は率直に真木さんに意見した。

「……高橋、後でじっくり話し合おうか？　相田さんがいないところで」

　真木さんがじっとりとした目で俺を見る。

「俺はいつでもいいですよ」

　クスッと余裕のある笑みを浮かべ、俺は受けて立つ。

「……おふたりって本当に仲がいいですよね？　高橋さんは真木さんのこと『昔から知ってる』って言ってましたけど、どういうお知り合いなんですか？」

　俺と真木さんのやり取りをずっと眺めていた萌が、遠慮がちにそんな発言をする。

　ああ……そういえば、真木さんとどんな関係だったかは萌に言ってなかったっけ？

　俺が答えようとしたら、前に座っている真木さんが楽しげに説明し始めた。

「実は高橋……恭介とは幼馴染みでねえ。家が近所で小さい頃からよく遊んだんだ。昔はこいつ女の子みたいにかわいかったんだよ。小学生の時に恭介の家族がアメリカに行っちゃって、もう会うこともないかと思ったが、うちの会社で再会するとは思わなかったなあ」

　真木さんが、俺の方を見てニヤニヤする。

　またそんな昔の話を持ち出して……。

「え？　そんなにかわいかったんですか？　その頃の高橋さん、見てみたかったなあ」

　真木さんの話に興味があるのか、萌は目を輝かせた。

「『女の子みたいにかわいかった』ってのは余計です。あまりくだらないことしゃべってると、その口に猿ぐつわしますよ」

　ムッとしながら真木さんに冷たい視線を投げると、彼は萌に助けを求める。

「ほら、今はこんな風に俺に冷たくてさあ。いじろうにもなんでもスマートにこなすから隙がなくてね、参るよ」

「でも、高橋さんが冷たくするのって、それだけ真木さんに気を許してるからですよ。私、総務にいた時は高橋さんっていつもニコニコしてる人だって勝手に思い込んでました」

「ふ～ん、それは興味深い意見だね。今はどう思ってるの？」

　俺は萌の話に相槌を打って、それとなく誘導尋問した。

「王子半分、悪魔半分ってとこでしょうか……あっ」

　萌は言ってしまってから、気まずそうに口を押さえた。

　口数が多くなると、萌は本音をポロッと口にする傾向がある。本人がその癖に気づいているかは微妙だが……。

「相田さん、今度じっくり君の見解について話を聞きたいなあ」

　ダークな笑みを浮かべて萌の方に顔を寄せれば、彼女は身体を逸らしながらか細い声で訂正した。

「いえ……私の妄想のような気がしてきました」

「へえ、悪魔な恭介を知ってるなんて、それこそ恭介が相田さんに気を許してるってことだと思うよ」

　真木さんが鋭くツッコミを入れる。

「まさか」

　萌はブンブンと首を振り、即座に否定した。

「それ……俺の前で否定するのもどうかと思うけど」

　苦笑しながらそう指摘すれば、萌は手を合わせて俺に謝った。

「あ～、すみません。高橋さんを悪く言ってるわけじゃなくて……」

　狼狽えた萌が箸を持ったままあたふたすると、真木さんが彼女に助け舟を出した。

「恭介、相田さんが困ってるじゃないか？　意地悪言うのもそのへんでやめとけ。じゃあ、次の予定もあるから食べてしまおうか」




　結局、真木さんが俺たちの分をご馳走してくれて、またタクシーで会社に戻ると、田中が電話の対応に追われていた。

「お前、新人じゃないんだから、電話二本取って応対するくらいの芸当を見せろよ」

　真木さんが、田中の背中をドンと叩いて檄げきを飛ばす。

　俺はそんなふたりを横目で見ると、午前中に作成した資料をプリントアウトして、真木さんのデスクに置いた。

「真木さん、それ目を通しておいてください」

「了解」

　真木さんは電話を取りながら、俺の目を見て頷いた。

　自分の席に戻ると、萌がコーヒーを俺たちのデスクに置いていく。

「ありがとう」

　直接萌の手からコーヒーを受け取るが、彼女は目を合わせてくれない。

　さっきの会話を気にしてるのだろうか？

「いいえ……」

　萌は気まずそうに自分の席に座り、パソコン画面に見入る。

　それから息抜きもせず一心不乱に仕事をする萌。根を詰めすぎだ。このままでは身体によくない。

　そこで俺は秘密兵器を投入することにした。

「相田さん、これみんなで食べてひと息つこうか」

　デスクの下に置いておいた紙袋を、萌に差し出す。

　これはさっきランチを食べた店で売っていたわらび餅。真木さんが会計をしている時に『ここのわらび餅、おみやに人気なんだ』という話をしていたからこっそり購入しておいたのだ。

「これって……さっきの店で？」

「そう。田中がかわいそうかと思って買っておいたんだ」

　本当は萌のために買ったのだが、田中のためと言えば彼女の負担にならないと思った。

「ありがとうございます。じゃあ、早速みんなに配りますね」

「うん、頼むよ。俺も手伝おうか？」

「大丈夫です。仕事続けててください」

　しばらくすると、トレーにわらび餅と緑茶を乗せて萌が現れた。彼女は課のみんなに「高橋さんからの差し入れです」と言って配り、田中には「田中君、目が死んでるよ」と柔らかな笑みを振りまく。

　そんな様子を見て、田中に殺意を覚えた。

　俺に萌があんな風に微笑んでくれたことなんてないのに。

「高橋、目が殺気だってるぞ。さっきの資料、人数分印刷しといて」

　不意に真木さんが、俺の耳元で声をかける。

「……真木さん、忍び寄ってくるのやめてくれませんか？　気持ち悪いです」

　冷ややかな視線を投げ、真木さんに抗議する。

「おお、こわっ。でも、お前がなにかに気を取られてるからだよなあ。悩みがあるなら、俺に話せよ。仕事でも恋愛でも、恋愛でも恋愛でも」

　真木さんがガシッと俺の首に腕を回し、声を潜める。

「その三回連呼するのはなんなんですか？　暑苦しい」

「そう邪険にするなよ。そんなことすると、お前を食べちゃうぞ」

　真木さんが俺に噛みつくふりをしたその時、側でガシャンとなにかが落ちる音がした。

「ええ～！　真木さんと高橋さんってそういう関係だったんですか～！」

　わらび餅とお茶を床に落とし、悲鳴のような声をあげて頬を紅潮させる萌。

「あちゃー、バレちゃったか」

　真木さんはそんな萌をおもしろそうに眺めて、わざと気まずそうな顔をする。

　まったく、この人は……。

「真木さん、悪ふざけはそこまでですよ。相田さんが本気にするじゃないですか。相田さん、大丈夫？　火傷やけどしてない？」

　真木さんをギロッと睨むと、屈んで萌の足元に目をやり、お茶がかかってないか確認する。

「わ……私……布巾取ってきます～！」

　ひどく慌てた様子で萌が給湯室に逃げ込んだ。

「あれ？　……すっかり誤解されちゃったなあ」

　萌が走り去る様子を見て、真木さんは苦笑する。

「わざと誤解させといてなに言ってるんですか」

　俺は額に手を当てると、深く嘆たん息そくした。




　それから、ぎこちない雰囲気で三時前まで仕事をし、俺は萌にチャットを打つ。

【定時には帰ること。一分でも残業してたら問答無用でうちに連れて帰るよ】

　俺のメッセージを読んだ萌は短く【了解です】と返してきた。

　ホント、素っ気ない。

　メッセージを見て苦笑しながら席を立つ。ノートパソコンと資料を手に持つと、書類に判子を押している真木さんに目を向けた。

「真木さん、そろそろ行きましょうか？」

「おっ、もうそんな時間か」

　真木さんはちらりと腕時計に目をやり、席を立って課の連中に声をかける。

「おい、野郎共サボるんじゃねえぞ。あっ、でも相田さんは無理なくね」

　真木さんと並んで話をしながら応接室に移動していると、すれ違う社員がいつもと違う目で俺たちを見ていることに気づいた。

　これはまさか……俺たちの噂がもう広まってる？

　真木さんも俺と同じことを思ったみたいで……。

「俺たちすっかり公認じゃないか」

　女子社員がいる前で真木さんはニヤニヤしながら俺に顔を近づけて絡んでくる。すると、それを見た女子社員は「キャー」と悲鳴をあげた。

　俺を巻き込むのはやめてほしい。

「俺は言っときますがノーマルなんで」

　氷のような冷たい声で真木さんに伝えるが、彼は懲りずに俺にちょっかいを出してくる。

「つれないなあ、恭介」

　女子社員にウインクしながら真木さんは俺の肩に親しげに手を置く。彼女たちの反応を楽しんでいるのだ。

　俺は顔をしかめ、彼の手を振り払った。

「仕事中は下の名前で呼ぶのやめてくださいよ、気持ち悪い」

「じゃあ、ふたりの時にたっぷりと」

　真木さんは、どこか邪悪な笑みを浮かべる。

　お互いそんな軽口を叩きながら応接室に着くと、ノックをして中に入った。




　それから二時間ほど取引先の幹部と打ち合わせをしてオフィスに戻れば、そこに萌の姿はなかった。

　ポケットに入れておいたスマホがブルブルと振動し、取り出して画面を見ると萌からのメール。

【お疲れ様です。今日は高橋さんが助けてくれたお陰で定時に上がることができました。わらび餅もとても美味しかったです。どうもありがとうございました】

　メールを見てホッとするが、同時に残念に思う自分がいる。

　まだ残っていれば看病と称してうちに連れて帰ったのに……。

「高橋、スマホ持ったままなに遠い目してんの？」

　真木さんが、ニヤリとしながら俺の肩に腕を回す。

「なんでもありませんよ」

　俺は澄まし顔で答えた。

「なんでもないことないだろ？　今朝の一件、この俺がそのままスルーすると思ってんの？　今夜付き合えよ。どうせ彼女はいないんだろ？」

　真木さんは小声でそう言って、萌のデスクに目をやる。

　なにか言うまでしつこく付きまとうだろうな、この人。めんどくさ……。

「これ以上、真木さんと噂になるのは嫌なんで、俺は仕事終わらせたら失礼しますよ。喉がイガイガして痛いんです」

　喉に手をやり、さりげなく萌との関係を匂わせると、勘のいい真木さんは目を輝かせながら口角を上げた。

「やっぱりね」










彼の異変




　次の日の火曜日、いつものように八時三十分に出勤して給湯室の準備をすると、紅茶を淹れて自席でひと息ついた。

　平日ではあるが、昨日同様ゴールデンウイークの中日ということで休みを取る社員も多い。電車も空いていたし、うちの課も出勤してくるのは半分くらいかも。

　まだ誰もいないオフィスで、私は「う～ん」と腕を伸ばしてストレッチする。

　体調はたいぶよくなっている。週末、恭介が献身的に看病してくれたせいだろう。

　あの週末を振り返ると、彼と過ごした時間がまるで夢のようだった。

　恭介と一緒のベッドで眠って……彼にキスをされて……。

「本当にキス……したんだよね。何度も……」

　そう呟いて、自分の唇にそっと触れる。

　あれは、夢じゃなかった。私の身体は、恭介の唇の感触もその温もりもはっきりと覚えている。

　あの週末、急速に縮まった私と彼との距離。でも、親しくなってから日が浅いし、今ならまだ憧れで終われるような気がした。

　そう……今なら恭介との間に線を引ける。

　彼に恋をするのは、アイドルに恋をするのと同じくらい危険だ。近づいてしまえば、その魅力に抗えない。でも……抗わなきゃいけないんだ。

　昨日の夜、家に帰ってじっくりと恭介のことを考えた。

　憧れの彼とずっと一緒にいてのぼせ上がっていたから、最初は彼の顔や声を思い出してはボーッとして、その熱を冷ますのに苦労したけど……。

　でも、自分の１Ｋの狭いアパートで、スーパーで買った弁当を食べていて痛切に感じた。

　これが、私の現実だって。

　認めるのは悲しいけど、私が住んでいる世界は恭介とは違う。彼の豪華なマンションを見てしまってはなおさらだ。

　それに、恭介はイケメンで仕事もできる完璧な王子様のような男性。私のような平凡な女には分不相応。本気で恋をしても、釣り合わなくてつらくなるだけだ。

　だから、彼とはこれまで通り、仕事の同僚として接することにしようと心に決めた。

　あの週末をすべてなかったことにすればいい。それか、私の妄想だったと……。

　カップの中の紅茶をじっと見つめたまま考え込んでいると、「おはよう」と真木さんににこやかに声をかけられた。

「おはようございます」

　とっさに笑顔を作って挨拶する。

「風邪の具合はどう？　顔色はよくなったみたいだけど」

　真木さんはデスクに英字新聞をポンと置き、パソコンを立ち上げながら私の体調を尋ねた。

「真木さんにご馳走していただいた豆腐懐石のお陰か、体調はだいぶいいです。食事に連れていってくださってありがとうございました」

　真木さんに感謝の言葉を述べ、軽く頭を下げる。

　実際、会社の外に連れ出してくれていい気分転換になった。

「それはよかった。今日も休みの会社が多いと思うし、スローペースでいいよ。こまめに休んで」

　真木さんは、優しい目をして言う。

　彼が優しいのは総務にいた時から知っていたけど、ちゃんと部下の体調も気遣ってくれる理想の上司だ。

「俺もね、相田さんが苦労するのわかっててここに来てもらったから、それなりに気にしてはいたんだ。でも、高橋が保護者みたいな目で心配そうに相田さんを見てたからさあ、あいつに任せて傍ぼう観かんしてた」

　真木さんはフッと笑みを浮かべ、ちらりと恭介の席に目を向けた。

　保護者みたいって……私はどれだけ恭介に心配かけてるんだ。それに、真木さんにも気を使わせちゃって……。

「いろいろご心配おかけしてすみません。高橋さんも私が体調崩したのを気にしてくれて、昨日は私が困ってるとタイミングよく声をかけてくれたんですよ」

「そうみたいだね。端で見てると興味深かったよ。あの恭介が他人を気にかけるってあまりないことだから。表向きは優しい感じに見せてるけど、結構ドライな奴だからさ。あいつの意外な面を知ったよ」

　どこか含みを持たせた真木さんの台詞に、正直困惑した。

　彼は、恭介が私を〝特別〟に思ってるって暗に言っているのだ。でも、私はそうは思わない。恭介は意地悪なところもあるけど、困ってる人を見捨てられない人だ。

「……それは、私があまりにも頼りなく見えたからですよ」

　私は自嘲気味に言って、真木さんの言葉を否定する。

　早く一人前にならなきゃって思う。

「俺は相田さんはよくやってると思うよ。だから、自分を卑ひ下げしないでさ、いつも笑っててほしい。それだけでうちの野郎共はやる気になるからさ。特にうちのエースが」

　真木さんが私に向かってウインクするが、私はなんて返せばいいかわからなくてハハッと笑ってごまかした。

「おっ、噂をすればなんとやらだ」

　出勤してきた恭介を見て、真木さんが口角を上げる。

「高橋、おはよう」

　真木さんが明るく恭介に声をかけるが、恭介は軽く頭を下げながら「おはようございます」と小声で挨拶した。

　あれっ？　声変じゃない？　少し掠かすれてる。

　ひょっとして風邪ひいたのかな？　だとしたら、絶対私がうつしたよね。

「高橋さん、おはようございます」

　恭介の横顔をじっと見ながら挨拶すると、彼は「おはよう」と言って頬を緩めるけど、どこか苦しそうだった。

「高橋、本格的に風邪ひいたの？」

　真木さんも私と同じことを思ったようだった。

「そうみたいです。今日は俺に絡まないでください。絡んできたら、真木さんにうつしますよ。うつせば早く治るって言いますから……ね。ゴホッ」

　恭介が顔をしかめながら手を口に当てる。

「どうせうつされるなら相田さんからがよかったなあ」

　真木さんが恭介を見て、ニヤニヤしながら軽口を叩く。

　彼の言葉にギクッとした。

　私からって……。真木さん、恭介に風邪うつしたの……私だって確信してるよね？　でも……恭介とは席が隣だし……変には思われないはず。っていうか、そう信じたい。

　ハラハラしながらふたりのやり取りを見ていると、恭介は無言でレーザービームのような鋭い視線を真木さんに向けた。

　喉がつらいから声を出して怒りたくないんだろうな。美形が怒ると、かなり恐いんですけど……。

「その目、本気で怒るなよ。怖い」

　真木さんは乾いた笑いを浮かべると、机の上に溜まった書類に目を通す。

　あっ、ボーッとしてちゃいけない。

　恭介の具合が気になったけど、私も自分の仕事に取りかかった。




　午前中は電話もあまり鳴らず、事務用品や飲み物の在庫確認や発注をしたり、仕事のマニュアルを作ったりして平穏に過ごした。

　たまに恭介に目をやれば、咳をしてはいるが普段通り仕事をしている。

　それを見て少しホッとする私。

　お昼休みの時間になると、他の社員はみんないなくなってしまい、オフィスには私と恭介だけ。

　お弁当を持ってきた私は、バッグからお弁当を出してデスクの上に置いた。

「高橋さんは食べに行かないんですか？」

　デスクでまだ仕事をしている恭介に声をかける。

「……あまり食欲なくてね」

　そう言って微笑むが、その顔には元気がない。

　そんな弱々しい顔をされたら胸が痛いよ。だって私のせいで風邪ひいたんだもん。

「……よかったら一緒に食べますか？　たいしたものはないですけど」

　遠慮がちにそう声をかければ、恭介は目を細めて嬉しそうに笑った。

「ありがとう」

「じゃあ、お茶淹れてきますね」

「ああ、俺はこの仕事片付けちゃうから」

　恭介は私に向かって頷くと、パソコン画面を見つめたまま高速でタイピングを始めた。

　給湯室でお茶を淹れて戻れば、私の気配に気づいた恭介は手を止めて、私に目を向ける。

「食べるのもうちょっと後にします？」

　恭介を気遣ってそう言ってみるが、彼は私を安心させるようにニコッと微笑んでみせた。

「大丈夫。一区切りついたから」

　恭介の返事にホッして、私も笑顔を返す。

「よかった」

　お茶を恭介と自分のデスクに置き、席に座ってタッパーの蓋ふたを取った。

「久々だったから作りすぎちゃって。適当に食べてくださいね」

　にっこり微笑んで、恭介に割り箸を手渡す。

「食べさせてはくれないんだ？」

　恭介は割り箸を割りながら悪戯っぽく目を光らせた。

　もう、この人は。私をからかって。

「そんな子供でしたっけ？」

　上目遣いに恭介を睨めば、彼は私の頬にそっと触れた。

「そんなかわいい顔で怒っても怖くないよ」

　甘い顔をする恭介にトクンと胸が高鳴る。

　……私の馬鹿。ときめいてどうするの！

　昨日の夜、決意したばかりじゃない、恭介とは同僚として接するって……。

「た、高橋さん～」

　胸がドキドキするから触れないでください～。

　激しく動揺しながら恭介に小声で訴えると、彼は残念そうな顔をして私の頬から手を離した。

「お弁当、美味しそうだね。全部自分で作ったの？」

　恭介が話題を変えてくれたのでホッとする。

「お握りと玉子焼きとほうれん草のごま和え以外は冷凍食品ですけど……」

　私は恥ずかしくて俯きながら答えた。

　こんなことならもっと気合いを入れて作ればよかったな。

「じゃあ、玉子焼きからいただこうかな」

　恭介の箸を持った綺麗な手が、玉子焼きをつまむ。パクッとひと口で食べる彼をまじまじと見つめた。

　だって、人に自分の手料理を食べさせるって、身内以外にはあまり経験がない。美味しいって言ってもらえるか気になってしまう。

「出だ汁しが効いてて美味しい。俺好みの味」

「わあ、本当ですか？　お口に合ってよかった！」

　恭介が褒めてくれたのがすごく嬉しくて破顔した。

「うん、いいお嫁さんになると思うよ」

　恭介が蕩けそうな笑顔で言う。

　彼は自分がどれだけ罪作りな男かわかっているのだろうか？　そんなことを言われたら本気にするじゃないの……。

「で……でも、料理は卓の方が上手くて、あの子ならいいお嫁さんになれると思いますよ」

　強張った顔で私は話をすり替えた。

「おっ、なに仲よく弁当食べてるの？」

　打ち合わせから戻ってきた真木さんが、私たちに目を向ける。

　あっ……マズイ。真木さんの存在を忘れてた。

　この状況になにも言えず目を丸くしていると、恭介がすかさずフォローする。

「食欲がなくてずっとデスクで仕事してようかと思ったんですが、相田さんがお弁当を分けてくれたんですよ」

「いいなあ、手作り。相田さん、俺にもひと口ちょーだい」

　黒い笑みを浮かべると、真木さんは横から私の手を掴んで、お箸でつまんでいた唐揚げをパクッと口にする。

　突然の真木さんの行動に私は絶句した。

　私の唐揚げ……食べかけだったのにいいの？

「うん。うまい」

　真木さんは、私の目を見て満足顔。

「真木さん、ここをキャバクラと勘違いしてませんか？　相田さん、その箸よく洗った方がいいよ」

　恭介は、眉間に皺を寄せ、不快感を露わにする。

「おい、高橋～、俺をバイ菌扱いするな」

　真木さんは、苦笑いしながら恭介を注意した。

「もうバイ菌と言ってもいいかもしれません……ゴホッ、ゴホッ。真木さんのせいで俺の風邪が悪化しそうですよ」

　呆れ顔で言う恭介をなだめようと、真木さんは折れた。

「はいはい、俺が悪かったよ」

　いじけるふりをする真木さんを冷ややかに見る恭介。

　こうなるとテンポのいい彼らの会話にはなかなか入っていけない。しかも、イケメンのふたりがじゃれ合ってる様子は、見てるだけでお腹がいっぱいになる。

「あの……真木さんのファンを怒らせるといけないので、お箸洗ってきます～」

　あとはふたりでごゆっくり～。

　箸を持ってそそくさと給湯室に逃げ込む。

　なんか……この給湯室、すっかり私の避難場所になっちゃったな。今度、パイプ椅子でも置いておこうか。

　水道で箸を洗いながら私は苦笑した。

　午後も割とゆっくりペースで仕事をするが、恭介が咳き込む回数が増えているような気がした。苦しそうに「ゴホッゴホッ」って咳をしながらも、スマホにかかってきた電話に応対する恭介。

　横で聞いているだけでつらそうだ。

　時々チラッと恭介を見るけど、顔色もいくぶん悪い。

　お昼は結局、お握りとおかずを少し食べただけ……。食欲もないみたいだし、このままだと倒れてしまうんじゃないだろうか？

　今日は定時で帰れるの？　明日から連休に入るから、さすがに接待や客先での打ち合わせはないと思うけど……。

　恭介が電話を終わらせると、今度は彼の席の電話が鳴った。

「……は……い、グローバル推進課……高橋です」

　掠れた声で電話に出る恭介。

「……今からですか？　は……い、わかりました」

　電話を切ると、恭介は疲れたようにハーッと溜め息をつく。

「真木さん、呼ばれたんで……しばらく席外します」

　ひどく疲れた顔をして席を立ち、恭介は真木さんに声をかけた。

「ああ、ご苦労さん」

　真木さんは左手を上げながらコクリと頷く。

　恭介は週に何度か今みたいに内線がかかってきて、一時間くらい席を外すことがある。なにかのプロジェクトの打ち合わせなのだろうか？　あと三十分で定時なのに……。

「……今日もちゃんと定時で上がること」

　恭介は私を気遣ってそう言うと、私の手に自分の手を重ねてギュッと握った。

　ハッとして顔を上げれば、優しい目で微笑んでいる彼と目が合う。

　首を縦に振ってコクッと頷くことしかできない私。

　恭介は私の手からゆっくり手を離して、オフィスを後にした。

「……手が熱かった」

　ひょっとして熱があるんじゃ……。人のこと心配してる場合じゃないでしょう？　自分の心配は誰がするのよ。

　恭介の体調が気になって、メールを読んでいても、文面が全然頭に入ってこない。

「今は仕事に集中」

　自分を叱咤して仕事を再開するが、どうしても恭介のことを考えてしまう。

　私みたいに倒れたらどうするの？　ひとり暮らしなのに……。

　ああ～、ダメ！　恭介が心配で、このまま家にまっすぐ帰るなんてできない。

　仕事が終わったら、彼の家に行ってみよう。

　そう決めると、なんとか残りの仕事を片付けた。




　定時きっかりに上がり、会社近くのコンビニで買い物をして、タクシーで恭介の家に向かう。

　彼の住所は課のメンバーの個人名簿を自分が管理していたこともあって、いいことではないが難なく入手。

　広尾にある恭介のマンションに着くと、エントランスの前で彼を待った。

　明日から連休だし、ここに帰ってくるという保証はない。だけど、恭介のスマホに連絡を入れて仕事の邪魔するのは嫌だし、一時間外で待って彼が帰ってこなければ帰ろう。

　スマホを取り出し、ネットでニュースを見たりして時間を潰す。

　夜七時を過ぎるとすっかり暗くなり、急に冷え込んできた。ブルッと身体が震える。カットソーにカーディガンだけでは寒い。

　あと十分待とう。そしたら諦めて帰る。

　そう思った時だった。一台の黒いタクシーがマンションの前に停まり、ドアが開いて恭介が降りてきた。少し俯き加減でゴホゴホッと咳をしている姿が近づいてくる。彼は、まだ私には気づかない。

「恭介」

　スマホをバッグにしまって恭介に声をかけると、彼はひどく驚いた様子で私を見て駆け寄ってきた。

「……萌？　どうしてここに？」

　迷惑に思われたらどうしよう？　勝手に先走って来てしまったけど……。

「恭介が心配で……来ちゃった」

　小さい声でそう告げると、恭介は私の身体をギュッと抱き寄せた。

「自分だって病み上がりのくせに……こんな寒いとこで待って……馬鹿だな」

　恭介の言葉に胸がジーンとなる。

　この時、自分の中でなにかが弾けたような気がした。

「寒いから中に入ろう」

　恭介は抱擁を解き、私の手を引いてマンションの中に入る。家に上がると、彼は私をリビングに案内した。

「キッチン借りていいですか？　うどんなら食べられます？　あと、リンゴも」

　私はコンビニの袋を掲げてみせる。

「うん、ありがと。俺……とりあえず着替えてくるよ」

　ゴホゴホと咳をしながら恭介は寝室へ向かう。

　私はキッチンへ行って、コンビニ袋から買ってきた材料を出すと、調理器具をチェックした。男の人がひとりで住んでいる割に、調理器具や調味料は揃っている。いや、うちより多いかも……。

　うどんを作っていたら、恭介の足音が聞こえてきたので、どんぶりによそってダイニングテーブルに置いた。部屋着に着替えた彼が席につく。

「い……いただきます……コホッ」

　咳をしながら手を合わせてうどんを食べ始める恭介。身体がつらいのか、いつもより口数が少なく、顔色も悪かった。

　かなり苦しそう。すぐに寝かせてあげたいけど、少しは胃になにか入れないと薬も飲めないよね。

　恭介の様子を見つつリンゴを剥いて、それもテーブルに並べる。

「リンゴも食べてくださいね。〝一日一個のリンゴは医者いらず〟って言いますから」

　笑顔で声をかけると、恭介は小さく笑った。

「ああ。ありがと」

　元気のない恭介の笑顔を見て胸が痛くなる。

　そうだ。熱がないか確かめなきゃ。

　恭介はまだうどんを食べているというのに、せっかちな私は身を屈めて彼の額に自分の額をコツンと当てる。

「……やっぱり熱ある」

　私が処方してもらった薬がまだあるから、それを飲んでもらおう。恭介から離れて自分のバッグを漁あさると、持っていた薬を出す。

「食べたらこの薬を飲んでぐっすり寝てくださいね。もし明日まだ具合が悪ければ、なにか作って持ってきますから」

　薬を置いて帰ろうとしたら、恭介に手を掴まれた。

「なに帰ろうとしてる……ゴホッ。明日、なにか予定でもあるの？」

　咎とがめるような目。咳をしながらも、追及するような強い口調で恭介は聞いてくる。

「予定なんてないですけど……ひとりの方がゆっくり休めるかと思って」

　本当は違う。恭介が心配でここまで来ちゃったけど、彼と長い時間ふたりきりになるのが怖いのだ。

「だったら帰さない」

　不機嫌な顔でそう言うと、恭介は箸を置いた。

「萌がいないと……食欲なくなる」

　人は病気になるとわがままになるが、恭介も例外ではないようだ。

「萌が帰ったら俺……餓が死しするかもしれないよ」

　拗ねるような口調で言うと、恭介は子供のように駄々をこねた。

「そんな……」

　困惑しながら恭介を見ると、彼は額に手を当て苦悶の表情を浮かべる。様子がおかしい。

「……恭介？」

　恭介の顔を覗き込むが、彼と目が合わない。

「恭介、大丈夫？」

　心配でもう一度声をかけるも、見る見るうちに恭介の顔は真っ青になって……。

「視界が……霞む。ヤバ……イ」

　そう呟いて、恭介はバタンッと大きな音を立てて椅子から床に倒れ込んだ。










自分の全部をあげよう




「卓、助かったよ。ありがとね」

　卓に手伝ってもらって恭介を彼の寝室のベッドまで運ぶ。

　ダイニングルームで恭介が突然倒れた時は驚いた。『恭介！』って呼んでも全然反応しなくて、動揺した私は卓に恭介の家まで来てもらい、タクシーを呼んで救急病院に連れていったのだ。

　診断結果は風邪。急に倒れてしまったのは食事の量が少なくて一時的に抵血糖症になったのではないかと、今日診てくれた先生は言っていた。

　恭介……身体がつらくて食事をあまり取っていなかったんだろうな。

「……卓、悪いね」

　ベッドに横になると、恭介は肩を大きく上下させ苦しそうに息を吐きながら礼を言う。

「恭介さんが倒れたって聞いた時は驚いたけど、風邪でよかったよ。萌姉、しっかり看病しろよ」

　卓はホッとしたような顔で笑って、私の肩をポンと叩いた。

「うん、わかってる」

　本当はご飯を作ったらすぐに帰るつもりだったのだけど、こんな状態の恭介をひとりにしてはおけない。私だって彼に付きっきりで看病してもらったのだから。

「じゃあ、萌姉、俺帰るけど、またなにかあれば連絡して」

「うん。玄関まで送るよ。鍵かけなきゃいけないし」

　卓に向かって頷くと、寝室のドアに手をかける。

「恭介さん、お大事に」

　卓が恭介の方を見て声をかければ、恭介は右手を軽く上げて頷いた。

「すぐに戻りますね」

　そう恭介に声をかけ、卓と一緒に寝室を出て玄関に向かう。

「なんか、萌姉すっかり恭介さんの奥さんじゃない？」

　悪戯っぽい目で卓が私をからかう。

　お、お、奥さん？

「な、な、なに不謹慎なこと言ってるのよ！」

　顔を真っ赤にしながら怒れば、卓は笑った。

「責任取ってもらって嫁にしてもらえば？」

「なんの責任よ！　なんの！」

「男女が同じ屋根の下にいてなにもないなんて俺は信じないけど。もう恭介さんと親しい中になっちゃった？」

　卓が顔をニヤニヤさせる。その目がいやらしい。

　本当は恭介にキスとかされたけど、そんなこと言ったら余計からかってくるに違いない。

「なるわけない！」

　力いっぱい卓の背中を叩けば、卓は顔をしかめた。

「いてえ。ひどいなあ。俺なりに萌姉が行き遅れにならないか心配してるんだけど。それに萌姉が結婚してくれないと、俺も結婚しづらいじゃないか」

　……そんな気遣いいらないよ。

　この二十五年間、男性と付き合うことすら経験したことがないのに、結婚なんて想像もつかない。卓にはちょくちょく彼女がいたし、かわいいお嫁さんを見つけて結婚する図はいくらでも浮かぶ。でも、自分が誰かの奥さんになるっていうのは、ここまでおひとり様生活が長いと無理なんじゃないかと思える。

「……私は多分一生独身だよ。私のことは気にせず、いい子が見つかれば結婚決めなさいね。それで、子供が生まれたら抱かせてよ」

「なに……その世捨て人のようなコメント。近くにいい男がいるのに、捕まえないなんて馬鹿だろ？」

　卓は、呆れ顔で私を見る。

　一応私の方が姉なのに……その態度はないんじゃないの！

「馬鹿で結構ですよ」

　私は口を尖らせてそう言うと、プイと横を向いた。

「そんなかわいくないことばっか言ってると恭介さんに振られるぞ。俺が見たところ、恭介さんは萌姉にぞっこんだと思うけど」

　思わせぶりなその口調に、つい卓の顔を見てしまう。

　弟は、私の目を見てニヤリと笑った。

「まさか」

　卓に変なツッコミを入れられぬよう、真顔で否定する。

　確かに恭介は私のことを好きだって言ってくれたけど、現実とは思えなかった。だって、私は容姿も中身も平凡で、恭介のような素敵な男性に本気で好きになってもらえるとは思えない。彼の言葉を反芻するたび、私の妄想だったんじゃないかという気がして仕方ないのだ。

「これ見てみろよ」

　卓はズボンのポケットからスマホを取り出すと、ある動画を私に見せた。

『質問です！　誕生日はいつですか？』

　聞き覚えのある私の声。

　これは……猫耳がついていないし、アングルも違うけど、恭介が見せてくれたのと同じシーンを撮ったものだ。卓の動画は恭介の顔がはっきり映っていて、酔っぱらっている私に笑顔を向けている。

『十二月二日です』

　私の顔を見ながら答える恭介の表情はとても楽しそうで……見ているこっちがドキッとしてしまう。

　だって、彼が恋人を見つめるような優しい目を私に向けていたから……。

　恭介が動画を見せてくれた時は恥ずかしくてまともに見られなかったけど、これを見ているとその表情から彼の気持ちが伝わってきた。私が愛おしくてたまらない……そういう顔だ。

　そんな恭介を見ていると、胸が熱くなった。

「恭介さんが悪い男なら俺が萌姉を送っていこうと思ったんだけど、こんなデレデレ顔見せられたらさあ。なんか全部恭介さんに任せたくなって、あの夜は、喜んで萌姉を差し出したね。どうぞ食べてくださいみたいな感じで」

　動画が終わり、スマホをしまいながら卓はどこか自慢げにあの夜の状況を語る。

「差し出さないでよ、馬鹿！」

　ベシッと卓の頭を叩く。

　姉を酔わせて、初対面の男に差し出すってどんだけ悪魔な弟なのよ。

「いたっ！　でもさあ、そうでもしないと萌姉すぐに男から逃げるだろう？　感謝してほしいよ」

　頭を押さえながらも、卓は自分のやったことを正当化した。

「うるさい。誰が感謝なんかするもんですか！　あんたは自分の心配だけしてればいいのよ」

　卓が余計なことをしなければ恭介に風邪をうつしてしまうことだってなかったかもしれない。私のせいで恭介が苦しんでいるかと思うと、気が気じゃないよ。

「そんなことできるわけないだろ？　世界にたったひとりしかいない姉ちゃんなんだからさ、幸せになってほしいんだよ」

　卓の顔から、からかうような表情が消えた。

「……卓」

　弟の言葉に思いがけず目頭が熱くなる。

「萌姉がひとり身だと、俺がめんどーみなきゃいけないだろ？」

　私が涙ぐみそうになると、卓がそう言ってペロリと舌を出した。

「もう、卓の馬鹿！」

　感動して損した。

　今度はゲンコツで卓の頭を叩けば、「うっ、いてえ……」と弟は呻く。

「姉をからかうのもいい加減にしなさいよ！」

　私がキッと睨みつけたら、卓は苦笑いした。

「まあ、まあ、そう怒るなよ。俺が女なら恭介さんは逃さない。男の俺から見ても、見せかけだけの人じゃないって思う。他の女に取られて後で泣き言言うなよ」

　私にそう忠告すると、卓は後ろ手を振って出ていった。

　ポツンと玄関に残された私。

　多分……恭介がどこにでもいる普通の人なら、私も自分の気持ちにストップなんてかけないと思う。でも、彼は容姿も並外れていて、仕事も有能。特に取り柄もない普通のＯＬの私が恭介の隣にずっといる……なんて現実として考えられない。

　今だけ夢を見て……きっと後であんな格好いい人がいたねって振り返るんだと思う。

　でも、今は病気の彼を放置しておくなんてできない。恭介の風邪は自分の責任だ。彼の風邪が治ったら、これまで通り普通に同僚として……接しよう。

　胸がチクンと痛むのを感じながらも、私は改めてそう決意する。

　恭介に薬を飲んでもらうために、キッチンへ行ってお粥を作ると、寝室へ戻った。ベッドサイドのテーブルにお粥をのせたトレーを置き、目を閉じている恭介に小声で声をかける。

「恭介」

　眠っていなかったのか、恭介はすぐに目を開けて私の方を見た。

「少しでも食べて、お薬飲みましょう」

　私の声で恭介はゆっくり起き上がる。

　小さな土鍋の蓋を開けて小皿にお粥をよそい、ベッドの端に座る。それから、フーフー息を吹きかけてお粥を冷まし、恭介の口元までレンゲを持っていった。

「はい、口開けてください」

　そう声をかけたら、恭介は身体が相当つらいだろうにフッと笑った。

「今度は食べさせてくれるんだ？」

「あっ……ごめんなさい。卓が小さい頃、よくこんな風にお世話してたから」

　持っていたレンゲを引っ込めようとすると、恭介が私の手を掴んだままお粥をパクリと口にする。

　呆気に取られた私は、思わず彼の綺麗な口元をじっと見つめてしまった。

「美味しい」

　恭介が、私の目を見て微笑む。

「もっと食べさせてよ。その方が食欲出るから」

　そう言われてはやるしかない。

　レンゲでお粥をすくってフーフー冷ましては恭介の口に持っていく作業を繰り返していると、彼は小さく笑いながら言った。

「卓が羨ましいな。こんなかわいいお姉さんが世話してくれて」

〝かわいいお姉さん〟って言葉に一瞬ドキッとするも、恭介の綺麗な従姉の顔が頭をよぎる。

　そんな甘い言葉に騙されませんよ。

「恭介にはあんなに美人な従姉がいるじゃないですか？　すごく仲よさそうでしたけど……」

　思っていたことをそのまま口にすれば、恭介は愉快そうな目をして笑った。

「ひょっとして妬いてる？」

「妬いてなんかいません！」

　図星を指されてギクッとした私は、ムキになって否定する。

「あの人、見た目は若く見えるけど、もう五十近いし幸せな結婚もしてて高校生の子供もいるからね」

　え？　五十近い？

「……全然そんな風に見えない」

　私がショックを受けている顔を見て、恭介はクスッと笑った。

「あの人、化け物だから。でも、萌にはもっと今みたいに本音を言ってほしいな……ゴホゴホッ」

　恭介が口を押さえて咳き込む。

「まずは自分の心配をしてください」

　少し厳しい口調でそう言って、私は恭介の背中をさすった。彼の咳が落ち着くと、薬を飲ませてベッドに寝かせる。

「お皿片付けてきます」

　立ち上がり、トレーを持としたら、恭介に手を掴まれた。

「そんなの後でいいから、ここにいて」

　体調が悪いのに、恭介は強く私の手を握ってくる。

「また戻ってきますから」

「そんなの信用できない。起きたら萌がいないなんて嫌だからね。ここにいないと安心して眠れない」

　わがまま恭介の復活だ。

「……わかりました。ここにいますから、ちゃんと寝てください」

　私がベッドの端に腰かけると、「勝手に帰らないでよ」と念押しして恭介は目を閉じる。彼の手は、まだ私の手を掴んだまま。

　病気になると人恋しくなる気持ちはわかる。恭介が寝るまではここにいよう。

　私の方へ寝返りを打つ彼の頭に恐る恐る手を伸ばし、髪を手ぐしでゆっくり梳すくように撫でる。

　早く彼の風邪が治りますように。

　心の中で念じる。何度も。

　熱があるせいか恭介の額には汗が滲んでいた。

　後で濡れタオルで拭いてあげよう。

「それ……気持ちいい」

　恭介が目を閉じたまま呟く。

　まだ起きているのか……寝言なのかはわからない。寝ていたら起こすのはかわいそうだと思って、声はかけないでおいた。

　明日は休みなんだし、ゆっくり眠ってほしい。

　私の看病をしていた時、恭介はどれくらい眠ったのだろう？

　汗をかくたび、夜中でも彼が身体を拭いて着替えさせてくれたような気がする。ううん、看病だけじゃない。仕事もしていたはずだ。月曜の朝に会社でメールをチェックしたら恭介のメールが私にもＣＣで送られていて、日付を見たら彼は週末に処理していた。

　私の看病に仕事……。週末ほとんど寝てなかったんじゃないだろうか？

　卓に言われなくてもわかってる。恭介は顔が格好いいだけじゃない。意地悪なところもあるけど、根本的に彼は優しいのだ。

　弱っている恭介は見たくない。私に意地悪を言ってもいいから元気になってほしい。早く薬が効いてくれるといいのだけど……。

　ずっと恭介の頭を撫でていたら、数分後に彼の静かな寝息が聞こえてきた。

　もう少し撫でたら恭介から離れよう。

　そう決めていたのに、彼の体温でほどよく温まってしまったのか、だんだん瞼が重くなってきて……次に気づいた時は、なぜか私も一緒に布団にくるまっていた。




　小鳥の声でまた目が覚めた。ハッと目を開けて起き上がろうとすれば、私の身体はしっかり恭介にホールドされていて動けない。

　なんでこうなってるの？

　自分から恭介の布団に潜り込むとは考えられない。きっと彼が寝ている私を気にかけてベッドに寝かせたのだろう。看病しに来てなに寝落ちしてるんだ、私は。

　自分に呆れながらも、恭介の様子が気になって彼の額に手を伸ばす。

　恭介の熱を確かめると下がっていた。呼吸も楽になっているような気がする。

　よかった。

　ホッと胸を撫で下ろすと、恭介と目が合った。

　私……また彼を起こしちゃった？

「お、おはようございます。具合は？」

　慌てて恭介の額に伸ばした手を引っ込めて聞けば、彼は優しく微笑んだ。

「おはよ。昨日よりだいぶ身体が楽になったよ」

　ああ……この笑顔、私好きなんだよね。

　とびきり甘い顔で私を見てくれる。

　ううん、顔だけじゃない。恭介自身も……好き。

　卓が見せてくれた動画を見て自覚した。こうして彼の側にいるだけで心臓がドキドキするけど、温かいその眼差しに守られているような気がして居心地よく感じる。もっと側にいたいと……そんな欲が出てしまう。

　欲張っちゃダメ……。それに、恭介に自分の気持ちを悟られてはいけない。私が恭介のことを好きだってわかったら、きっと彼はさらに私を自分のものにしようとするだろう。これ以上恭介に甘い言葉を言われたら、彼に抗う自信がない。

　確かに今、恭介は私に興味を持っているかもしれない。でも、それはいつまで続くの？　永遠に続く保証なんてどこにもないのだ。

　恭介が他の人を好きになってしまったら、私はそれを受け入れることができる？

　いや……そんなのできないよ！

　だから、私のこの気持ちを凍らせてしまうのが一番いいんだ。

「熱もないみたいだし、本当によかった」

　私は微笑み返すと、恭介の腕から抜け出そうとした。

　彼の存在に慣れてはいけない。

「あの……なにか飲み物取ってきます」

　恭介から逃げ出そうとすれば、止められた。

「ダメだよ」

　声は優しいが、恭介は私の腰に腕を回して離してくれない。

「でも……喉乾きませんか？」

　ここでずっとふたりでいるのはマズイと思い、恭介を説得しようとするが彼は譲らなかった。

「飲み物はいいから、萌にいてほしい」

　恭介は低音ボイスで囁くと、ベッドの中で私を抱き寄せた。

　……そんな風に言われてはなにも言えない。

　どうしよう？　事態は悪化している。この状況ではなにをやっても逃げられないじゃないの……。もう一回寝てくれないだろうか？

　私が固まりながら思案していると、恭介が私の顎を掴んで不機嫌な顔で言った。

「俺から逃げようとしてるよね？」

　ギクッ……。うっ、私の考え、読まれてる。

「……病人は寝てないと」

　恭介から視線を逸らし、ハハッと笑ってごまかそうとするが、彼は私を睨みつけた。

「悪いけど逃がさないよ。初めて自分から欲しいって思った女の子だから」

　怒ってるのに、そんな殺し文句言うなんて反則だよ。

「……恭介はずるい」

「好きな女を手に入れるためなら、どんな手でも使うよ。こんな風にね」

　恭介は、私に顔を近づけて唇にキスを落とす。

　もう驚きはしなかった。

　今までの恭介の行動パターンからそういうムードを感じたというか……。

　彼の視線も身に纏まとう空気も体温も……そのすべてが私にキスをすると告げていた。

　抗わなきゃいけなかったのに、私は迷いながらもキスを受け入れた。

「……まだ足りない」

　私を求める恭介の切羽詰まった声に、身体が熱くなる。

　最初は唇が触れる程度の軽いキスだったけど、恭介は徐々にキスを深めていく。それと共に自分が必死になって作っていた壁が崩壊していくのを感じた。

　頭の中にあるのはもっと彼に近づきたいという想いだけ。

　いや、頭の中というよりは心が……身体が彼を求めていたんだと思う。

　恭介の首に手を絡めながらキスに応えていると、彼にベッドに組み敷かれた。

「ごめん……。今日は止められないや。嫌だったら突き飛ばして」

　余裕のない恭介の表情。熱い眼差しで私を見ると、彼は私のシャツのボタンを外して首筋から胸元まで口づけていく。

　経験がなくてもこれからどうなるかくらいは想像がついた。怖くないと言えば嘘になるけど、恭介が欲しいっていう想いの方が強くて、彼の頭をギュッと抱きしめる。

　それで私の気持ちが恭介に伝わったんだと思う。彼はまた私に顔を近づけて「好きだよ」と囁いた。

　あまりに嬉しくて涙が頬を伝う。

　もう……いいや。私だって恭介を好きなんだから、自分に……彼に……嘘をつくのはやめよう。先のことなんてどうでもいい。今……恭介といるこの瞬間が大事。

　多分私にとってこれが一生に一度の恋だ。だったら、好きになることを恐れず突っ走れ！

「私も……好き」

　生まれて初めての告白。恭介の耳元で自分の想いを言葉にした。

　それは恭介の耳にちゃんと届いたようで……。

「知ってる」

　愛おしげに私を見つめると、恭介は嬉しそうに笑った。

　その私の大好きな瞳に私が映る。

　今……私だけを見ているあなたに……私の全部をあげよう。

　自分で決めたことだ。後悔はしない。

「恭介」

　名前を呼んで恭介を抱き寄せると、彼はチョコレートのように甘くて情熱的なキスをする。

　あなたとひとつになりたい……。

　今の私にはそれしか頭になかった。










愛おしいもの〔恭介ｓｉｄｅ〕




　片肘をつきながら萌の寝顔を見守る。

　シミひとつない綺麗な肌だが、今の彼女の身体には俺がつけたキスマークが至るところにある。

　疲れきった顔。

　もうお昼の十二時過ぎなのに、まだ萌が起きる様子はない。

　まあ、疲れるのは当然だろう。萌だって病み上がりだったのに、彼女を抱いてしまったのだから。

　萌が俺のマンションの前に立っているのを見た時から、彼女を帰すつもりはなかった。あの時、どんなに嬉しかったか……。

　会社で定時前に厄介な呼び出しを受け一時間以上拘束された俺は、風邪で身体が限界に近かった。いつ倒れてもおかしくない状態。歩くのもやっとだったが、萌を見つけて思わず抱き寄せた。

　誰もいない家に帰ると思っていた俺には、すごく嬉しいサプライズで……。

　萌は食事を作ったら帰ると言ったが、帰せるわけがない。絶対に引き留める……それしか頭になかった。食事中に俺が倒れ、萌がつきっきりで看病してくれることになって、この厄介な風邪に感謝したくらいだ。

　俺が夜中に目が覚めると、彼女はベッドのヘッドボードに寄りかかって、うとうとしていた。

　こんなところじゃぐっすり眠れないだろうに。

　萌を起こさないようにゆっくり俺のベッドに入れる。彼女の体温に安心して、俺もまたすぐ眠りにつく。

　それから朝までふたりでベッドで寝ていたが、朝起きて萌にキスしたら、自分の欲望を抑えられなくなった。

　いつもの自分なら、萌を抱けなくて残念に思ってもすぐに止められたと思う。だけど今日は風邪で余裕がなくなったのか、萌が欲しいという想いが募って暴走した。

　それでも理性的になろうと努力はしたんだ。萌を怖がらせたくはなかった。

　だから彼女に伝えた。

『ごめん……。今日は止められないや。嫌だったら突き飛ばして』

　俺なりに萌に逃げ道を用意したつもりだ。

　だが、俺はどこか確信していた。萌は逃げないと。

　性悪男と言われてもいい。彼女が俺のマンションの前に立っているのを見た時から、彼女の気持ちが俺にあるのはわかっていた。

　萌が俺に風邪をうつしたことに責任を感じていたとしても、普通男の家までわざわざやってこないはず。確かに萌は優しいが、責任感だけで他の男の家にホイホイ行かれては困る。

　身体がつらくてもそのことはずっと頭のどこかで懸念していた。萌が病気の時は同じベッドにいても手を出さずにいたが、今回自制が利かなかったのはそんな焦りもあったかもしれない。

　このまま自分のものにしてしまいたい。そんな衝動にかられて萌を求めてしまったが、そこに愛がなかったわけでは決してない。愛おしいが故に欲しくなるし、理性的に振る舞えなくなる。

　萌を身体中くまなく愛して自分のものにして、永遠に繋ぎ止めておきたい……そんな想いに支配され、気づいたら彼女にキスしていたが、彼女に頭をギュッと抱きしめられてハッと我に返った。

　自分が先走って強引に萌を手に入れても虚しいだけだ。

　大事にしたいから……愛おしいから、彼女に心から伝えた。『好きだよ』と……。

　そして、ついに欲しかった言葉を萌からもらった。

『私も……好き』

　心がじわじわと温かくなって完全に理性を取り戻した俺は、知らず萌に微笑んでいた。

『知ってる』

　それからは、萌の反応を確かめるようにゆっくりと愛し合った。俺の想像通り彼女にとっては初めての経験で、無理矢理ことを進めなくて本当によかったと思う。

　薬が効いたのか、それとも自分の想いが叶ったせいか、今の俺の体調はいい。

「言げん質ちは取った。だが、まだ安心はできない」

　俺が好きだと言っても、萌は隙あらば逃げようとするかもしれない。それに、萌に惚れてる奴が同じ課にもいるし、他にもいるかもしれない。油断すると足元をすくわれる可能性がある。

　幸い萌の弟は俺に好意的だし、彼を味方につけておくのは悪くないだろう。今回は病院にも連れていってもらって卓にすごく世話になったし、お礼も兼ねて食事にでも誘おう。

　萌の寝顔を眺めながら思案していたら、彼女がうっすらと目を開けた。何度も目をしばたたくと、萌はボーッとした顔で俺に目を向ける。

「おはよ」

　萌に顔を近づけキスを落とせば、彼女の頬にポッと赤みが差した。

「き……恭介？」

　目が覚めたのか萌は大きく目を開けると素っ頓狂な声をあげ、布団で自分の顔を隠す。

　なにを今さら恥ずかしがっているのか。俺の期待を裏切らないその反応。

「大胆な萌もかわいかったのに、なんで顔隠すの？」

　布団をベロッと剥がしてニヤニヤ顔で意地悪く聞けば、萌は今度は両手で顔を覆った。

「ま……まともに顔合わせるなんて無理……。恥ずかしすぎて死にます」

「恥ずかしくて死んでたら、命がいくらあっても足りないよ」

　クスクス笑いながら正論を言ってベッドを出て萌を抱き上げると、彼女は「うわぁ！」と驚きの声を出して俺の腕の中で暴れた。

「き、恭介、なにしてるんですか！」

「バスルームに連れていこうと思って。そんなに暴れると落ちるよ」

　俺はスタスタ歩きながら萌に優しく忠告する。

「じ、自分で歩けますよ！」

　萌はムキになってそう言い張る。

「降ろしてあげてもいいけど、今自分が裸だってわかってる？」

　口の端を上げて指摘すれば、俺の腕の中で、萌は自分の身体を見下ろした。

「あっ……」

　萌は変な声を出して黙り込むと、両手で胸を覆って自分の身体を隠す。

「無駄だよ。もう全部知ってるから」

　甘い声で告げると、萌は上目遣いに俺を睨んだ。

「いやらしい発言やめてください！」

　顔が真っ赤。そんな顔されると余計構いたくなる。

「ごめん。でも、萌がそんなに恥ずかしがるからついからかいたくなるんだよね。ってことで一緒にお風呂入ろうか？」

　バスルームのドアを開ければ、意味不明の彼女の絶叫が響いた。




　その一時間後、ゆっくりお風呂で温まった俺たちはリビングにいた。

　姫はご機嫌斜め。ソファに気だるそうに座り、プウッと膨れて口を利いてくれない。俺が強引にバスルームに連れていったことを怒っているのだが、自分で自由に動けないというのも不機嫌の理由のひとつだろう。立って歩こうとしても、生まれたての子馬のような格好になる。初めてだったから身体に負担がかかったのかもしれない。

　今日が休日でよかったな。

　俺はキッチンに行き、食事の支度に取りかかる。

　ボウルに卵と牛乳、砂糖、バニラエッセンスを入れて混ぜると、食パンを浸し、フライパンで焼いてフレンチトーストの出来上がり。皿にフレンチトーストをのせ、粉砂糖を振ってメープルシロップを添え、リビングのテーブルに置いた。

　それを見た萌のお腹がギュルルッと鳴る。

「朝食抜きだったからね。どうぞ召し上がれ。なんなら俺が食べさせようか？」

　悪戯っぽく目を光らせれば、萌は顔を赤くしながらもキッと俺を睨みつけてきた。

「そのくらい自分でできます！」

「遠慮しなくていいのに」

　クスッと笑みをこぼすと、紅茶を準備して、俺も萌の隣に座る。

　俺が座るのを待っていた萌が「いただきます」と手を合わせてフレンチトーストを口に運んだ。

「……美味しい。私が作るよりふっくらしてて」

　ムスッとしていた萌だが、甘い物を食べて機嫌が直ったらしい。

「それはよかった。うちにいればいつでも作るよ」

　くるくる表情を変える萌をおもしろそうに眺めながら、俺は誘惑の言葉を口にした。

「……そうやって今まで女の子をたらしこんできたんですか？」

　俺をじっと見て、萌は傷ついたような顔をする。

　想定外の反応。楽しませようとしたのだが……上手くいかないな。

　そんなに俺って悪い男に見えるだろうか？　軽い冗談で言ったつもりだが、逆に萌を不安にさせてしまったらしい。

「うちに女の子を泊めたことはないし、自慢に聞こえるかもしれないけど自分から口説いたこともないよ。こうやって食事を作るのも家族以外では萌が初めてだ」

　萌の目を見てはっきりと伝える。

　その言葉に嘘はない。今まで女なんてメンドーだと思ってたし、自分は一生独身でもいいと思っていたくらいだ。だが、こうして萌と出会ってしまった今、彼女とならずっと一緒にいてもいいと思う自分がいる。

　まともに女と付き合ったことはないが、ふたりで朝を迎えるのがこんなに楽しいとは思わなかった。これがずっと続いたらいいのに……そんな欲が出てきてしまう。

「……確かに恭介の場合は……女の人が自然と寄ってきますもんね。変なこと言ってごめんなさい」

　萌は俺の説明に納得したのか、申し訳なさそうに謝ってきた。

「いいよ。俺としては人生初の恋人ができて嬉しいし、周りにも公言しておきたいんだけど」

　萌を狙っている男をできるだけ遠ざけておきたいというのが本当の理由だが、あっさり萌に拒絶される。

「それって会社ってことですか？　無理です！　無理！　恭介のファンに殺されるのでやめてくださいね、絶対ですよ！　会社では普通にしててください」

　殺されるって……大袈裟だろうと思ったが、女の嫉妬が醜いのはよく知っている。自分に危害を加えられるのはいいが、萌に矛先が向けられるのは堪えられない。そういうことなら内緒にするしかない……か。若干一名、バレてるとは思うが……。

「わかった。会社では先輩と後輩ってことで我慢するよ。でも、普通にするってのがわからないなあ」

　しれっと言いながら萌の黒髪をもてあそぶと、早速彼女からツッコミが……。

「それです！　そのスキンシップ……会社でやっちゃダメですからね」

　萌は、俺の手を指差して注意する。

「萌は風紀委員みたいに厳しいね。でも、自信ないなあ。会社じゃあ、いつも隣に萌がいるからね。つい触れてしまうかもしれない……」

　萌の頬に手を添え、彼女の唇についた粉砂糖をペロリと舐める。

「き、き、恭介～！」

　ギョッとした顔で横に飛びのく萌。不意打ちでかなり驚いたらしい。

「身体がつらいのに、そんな急に動いちゃダメだよ。うちならいいんだよね？　それがダメなら会社で暴走するかもしれない」

　悪魔のように微笑んでそう警告すれば、萌は少し怯みながら俺を見た。

「か……会社ではしないって約束ですよ」

　つっかえながらも萌は念押ししてくる。

「うん、努力する」

　あくまでも努力だけど……。

　目を細めて笑顔で約束するが、萌は訝しげな視線を投げた。

「その笑顔が怪しい」

「信用ないな。家にいるんだから、今は恋人の時間を楽しまないとね」

　俺は萌の頭をガシッと掴んで顔を近づけ、彼女を誘うように目を合わせる。

　絡み合う視線。俺が唇を重ねると、萌はそっと目を閉じた。

　少しは抵抗するかと思ったが、今度は自然に受け入れてくれて彼女の戸惑いは感じなかった。

「キス、慣れてきたね」

　萌の唇を指でなぞりながら褒めると、彼女は動揺しながらもおかしな言葉を返した。

「そ、そ、それは先生が凄腕だからですよ」

　耳まで真っ赤。

「凄腕ってなに？　そんなに俺キス上手いんだ？」

　肩を震わせ笑いをこらえるが、抑えきれずに吹き出してしまう。

「笑わないでくださいよ。他の人とキスした経験なんてほとんどないから比べられないですけど……。とにかくテクがすごいのはわかります！」

　腹を抱えて笑う俺を見て、萌は口を尖らせた。

　だが、彼女の台詞に笑いがピタリと止まる。

「へえ、でもキスの経験はあるんだ？」

　もう大人だし当然キスくらい経験済みとは思うが、自分以外の誰かが萌の唇を奪ったかと思うとおもしろくない。

　俺の声音に不穏な響きを感じたのか、萌はあたふたしながら説明する。

「け、経験っていっても、私が四歳の時、一歳の卓にブチュッてしたくらいで……」

「一歳の卓に？」

　思わず目が点になるが、子供の頃の話とわかってまたハハッと笑ってしまった。

「……たいした経験じゃなくて悪かったですね」

　頬を膨らませてふてくされる萌。

「今のは萌がおかしくて笑ったんじゃないんだ。俺の余裕のなさに呆れたんだよ」

　ホント俺ってこんなに独占欲強くて心が狭かったっけ？　他人にはあまり関心なかったのにな。

　萌も俺と接する時間が増えたせいか、表情が豊かになった気がする。不満だって遠慮なく俺にぶつけてくるようになった。

「これからも他と比べさせる気はないけどね」

　他の男にキスなんかさせない。

　自分に夢中にさせるために甘くまた口づける。

　もっと俺に溺れろと願いを込めて……。




　それからはリビングでまったりしていた。俺の膝の上に萌が寝っころがって、アメリカから持ってきたＤＶＤを観る。

　医療ものだが、萌も知っている俳優も出ているらしくて彼女は食いついて観ていた。日本語の字幕がなくて心配だったが、ストーリーは理解できたようで……。

「この一カ月でヒアリング力アップしたんじゃないの？　そのうち海外出張行けるんじゃないかな？」

　贔ひい屓き目で見ているわけじゃない。英語が苦手と聞いていた割にはよくやってると思う。場数をこなせばもっとスムーズに話せるようになると思うし、なにより萌の対応は一生懸命さが伝わるので相手も悪い印象は持たない。

「うっ……突然なにを言い出すんですか。まだ英語の電話に出るのも怖いのに」

　俺の言葉にひどく狼狽える萌。

「度胸と慣れかな。一回行っちゃえばこんなもんなんだってきっと思うよ」

「そんな段階じゃないです。もっと勉強して英語を使いこなせるようにならないと、無理ですよ」

　仕事はきちんとこなしているのに、萌の自己評価はかなり低い気がする。

「そうかなあ。なんなら今から英語で話す？」

　萌のためにもいいかと思って提案したが、彼女に涙目で断られた。

「ほとんどネイティブの恭介と英語で話すなんて恥ずかしすぎますよ。きっと私の英語力に呆れるに決まってます。そんなことしたらすぐに家に帰りますからね」

　結構英語が上達したのに、まだ自信がないのか。まあ、本人は頑張って勉強しているし、俺は静かに見守ることにしよう。

「その身体じゃひとりでは帰れないと思うけど」

　フッと含み笑いをすれば、萌はじっとりと俺を見た。

「……誰のせいだと」

「そうだね、俺が悪いね。そのお詫びに、明日体調がよければドライブにでも行こうか？」

　雲行きが怪しくなってきたので、俺はすぐに話題を変えた。

「恭介はもう具合は大丈夫ですか？　私……ペーパーで運転できないですよ」

　萌は俺の体調を気遣う。

「萌がいてくれるからもうつらくないよ」

　気を使って言ったのではなくそれは真実で。ひとりで家で過ごしているより、萌とこうしてくっついていた方が身体がリラックスできて体調もいい。多分、こういうのを癒しっていうんだろうな。

　萌も最初は抵抗していたものの、今は猫みたいに俺の膝を枕にしてくつろいでいる。最初に会った時のような警戒心がすっかりなくなっているのは喜ばしいことだ。

「だったら行きたいです」

　萌が嬉しそうに俺に目を向ける。

「俺の車じゃ宇宙には行けないけど、行けるとこまで行ってみよう」

　萌の頭を撫でながら、彼女と微笑みを交わした。

　こんな風に彼女と時を重ねて、一緒の想い出が増えていくんだろうな。

　これから萌と過ごす時間を大切にしていきたい。

　そう思った。










彼に追いつきたい




　恭介と付き合い始めてから早いもので、もう三カ月が経った。基本的に平日の夜も仕事で忙しい彼とは、週末に一緒に過ごしている。

　金曜になると恭介から彼の自宅の鍵を預かり、私は一旦家に帰ってから彼の家に向かう。土日はずっと彼の家にいて、月曜の朝に一緒に出勤するのだ。

　最初は周囲にバレるのが嫌で日曜の夜に家に帰っていたのだけど、別れ際に恭介が『俺ともっと一緒にいたくないの？』って意地悪な台詞を言って短いキスをするものだから、いつも物足りなさを感じていた。恭介も私の気持ちをわかっていてそんなキスをしてくるのだから策士だって思ってしまう。彼は、私が折れるのを狙ってやっていたんだもん。

　本当は、私だって一分一秒でも長く彼の側にいたい。あんなキスをされたらなおさらだ。だけど、私は恭介のように器用じゃない。オンとオフをしっかり切り替えないと、会社でも彼に甘えてしまいそうで怖かったんだ。

　それを恭介に言ったら、『萌は真面目すぎるよ。俺はずっと萌といたいのにな』って困ったように笑われて、結局、私が負けて月曜の朝までいるのが決まりごとに……。

　恭介に本気モードで迫られて、私みたいに経験値の低い女が勝てるわけがない。それに、私だって彼と離れたくないって気持ちでいたんだから、もともと私には不利な戦いだったのだ。

　それでも、恭介の車で一緒に出勤するのだけは拒否しようとする私に、彼が恐ろしいひと言を告げた。

『もう真木さんには俺たちのことバレてると思うよ』

　確かに初めて恭介と出勤した時、真木さんにバッタリ会った。でも、恭介とのことを聞かれることはなかったから安心していたのに……やっぱりバレてたの？

　ショックで真木さんと顔を合わせられないと思ったけど、恭介が『真木さんは吹ふい聴ちょうするような人じゃないから大丈夫だよ』と言ったから安堵した。

　そうだよね。真木さんがペラペラしゃべっていたら、私なんかとっくに恭介ファンに呼び出されてたと思うし……。

　このままドキドキしながらも楽しい時間が続けばいい。

　今が幸せすぎて、少し怖かった。

　だって、完璧男子の恭介と一緒にいると、どうしても自分に引け目を感じてしまう。

　それに……不安に襲われるのだ。彼がいつか私への興味を失って離れていくんじゃないかって……。

　彼に相応しい女性になりたい。

　自分に自信が持てるくらい、もっと頑張らなくちゃダメだ。もっと……。




　ビジネス英語の参考書をボーッと眺めながら嘆息する。

　季節は春から夏に変わり、気温が高くなって屋上でのんびりランチなんてできなくなった。

　今いる場所はうちのビルのテナントに入っているカフェバー。名前は『ノワール』という。私がランチの場所に困っていると、真木さんが恭介と一緒にここに連れてきてくれた。

　大人の隠れ家的な場所で、昼間は〝準備中〟の札がドアにかかっているせいか、ごく親しい常連さんしか来ないという。だけど夜には、政財界の大物もひょっこり現れるという知る人ぞ知る場所。

　なんでもここのマスターは真木さんの叔父さんで恭介とも顔見知りのようだった。しかも、昔は水無瀬製薬で働いていたとか……。

　お昼に来るといつもマスターは私の好き嫌いを知った上で、まかないとブルーマウンテンのコーヒーを出してくれる。それをたった五百円で提供してくれるのだ。この場所で安すぎない？って思うのだけど、マスターは『甥の知り合いだから』と微笑むだけ。

　申し訳ないなと思いながらもジャズがかかっている店内の雰囲気がよくて毎日足を運んでしまう。お客さんも品のいいおじ様が数人いる程度で、落ち着いて英語の勉強に専念できる。

　香り豊かなコーヒーを口に運ぶと、隣にいたおじいさんが「あれっ？　んん？」と呟きながらタブレットを指で連打していた。少し気になってじっと様子を見ていたら、どうやら将棋ゲームの画面が固まって動かなくなったようで……。

「スイッチのボタンを長押しして再起動してみてはどうでしょう？」

　余計なことかと思ったが、機械に弱い自分の祖父を見ているようでついアドバイスしてしまった。

　すると、おじいさんは気を悪くした様子もなく、私を見て「なるほど」と頷く。

　私のアドバイス通りにタブレットを再起動させると、おじいさんは再び将棋のアプリをタッチした。初期画面に戻ってしまったけど操作は普通にできるようで、おじいさんは私に向かって微笑んだ。

「ありがとう。お嬢さんのお陰で助かったよ」

「いいえ」

　私も微笑み返しながら、改めておじいさんを見る。

　歳は八十くらいだろうか。紺のジーンズをロールアップし、緑のベストを着てニコリと笑う姿はお洒落で若々しくて素敵だ。足元だってウイングチップの革靴だし、ファッションに相当こだわりを持っていると思う。

　有名な建築家とかデザイナーかな？　なんだか形容しがたいオーラを感じる。

「真木、あれをこのお嬢さんにも」

　おじいさんがマスターに声をかけてビクッとした。

　ああ、そうか。真木さんがいるのかと思って反応してしまったけど、マスターは叔父さんだから名字が一緒なのか。

　それにしても、マスターを呼び捨てにするなんて、かなり親しいのかな？

　そんなことを考えていると、マスターが私のテーブルにやってきて、コトンと音を立てカシスのムースを置いた。

「え？」

　わけがわからずマスターとおじいさんの顔を交互に見ると、おじいさんは口を開いた。

「ささやかなお礼だよ」

　パチッとウインクするおじいさん。そのお年で表情筋を自由に操れるってすごい。背も高そうだし、若い頃はさぞ女の子にモテただろう。

「いいんですか？　ありがとうございます！」

　おじいさんに笑顔でお礼を言い、手を合わせてありがたくムースを味わった。

　美味しくて満面の笑みを浮かべる私を見て、おじいさんも満足そうに頬を緩める。

「ご馳走様でした」

　デザートを食べ終えた私は、もう一度おじいさんにお礼を言い、席を立って店を後にした。




　オフィスに戻ると、まだ人はまばらで恭介は戻ってきていなかった。

　ランチミーティングが長引いてるのかな？

　机の上に置かれた書類をクリップでまとめて整理していたら、田中君が書類を持ってやってきた。

「相田さん、これ今週中に海外に送金したいんだけど」

「うん、わかった」

　田中君から書類を受け取って眺めていると、突然彼の顔が迫ってきて、机の上に映画のチケットを置かれた。

　うっ、田中君近いよ！

　私は思わず後ろに仰け反る。

「ま、前にこの映画観たいって言ってたよね？　チケットもらったんだけど、今夜一緒に……どうかな？　金曜だし……」

　田中君は顔が赤いし、なんだか落ち着かない様子だ。

　なんでそんな挙動不審なの？　映画は観たいけど……誘う相手を間違っていません？

　それに、恭介という恋人がいるのに田中君とふたりで映画には行けない。

　どうやって断ろう。今日は先約があってとか？　実家に帰るとか？

　田中君の視線を避けつつ考えていると、机の上にコトンと見覚えのある鍵が置かれた。それは恭介のマンションの合い鍵で……。

　え？

　鍵を凝視していると、耳元で恭介の声が響いた。

「萌、うちで待ってて」

　ハッとして恭介の方を振り向けば、彼は私の目を見てニヤリとする。

　あ～、絶対わざとだ。いつもならふたりの時にこっそり渡してくれるのに……なんで田中君がいる前で渡すの？　しかも下の名前で呼ぶなんて～！

　私たちが交際しているって暴露するようなものじゃない！

　私が呆気に取られている間に、恭介はまた真木さんと一緒にオフィスを出ていく。

　取り残された私と田中君。微妙な空気が流れる。

「……相田さんって高橋さんと付き合ってるの？」

「……うん。ごめんね。だから一緒には行けない」

　田中君と目を合わせる勇気がなくて、俯いて小声で答えた。

　机に置かれたチケットを私がそっと差し出すと、彼は無言で受け取り、トボトボと重い足取りで自席に戻っていく。

　……田中君、びっくりさせてごめんね。そりゃあ、私みたいな普通の子が恭介と付き合っていたら意外すぎて驚くよね？　もうどうして恭介は田中君にバラすようなことしたの！　後でとっちめてやるんだから！

　その後、打ち合わせから恭介が戻ってくると、キッと彼を睨みつけた。でも、恭介は何食わぬ顔で、私に「相田さん、この書類十部コピーお願い」なんて頼んでくる。私が不機嫌な理由を知ってるくせに……。

「わかりました」

　仏頂面で書類を受け取れば、真木さんがやってきて、ポンと私の肩を叩いて声を潜めた。

「相田さん、顔が怖いよ。許してやって。あいつも余裕ないってことだよ。まあ、俺的には楽しんだけどね」

　真木さんはニコッと笑い、私をなだめようとする。

　どうやら真木さんは、さっきの出来事を目撃していたらしい。でも、驚いてはいないし、恭介が言っていたように彼は私と恭介が交際していることに気づいていたのだろう。

　あの顔のどこが余裕がないんですか？

　大声で叫びたくなったが、みんながいる前でプライベートな話題を口にするわけにはいかない。グッとこらえながら、小声で真木さんに不満を口にした。

「楽しまないでください。こっちはハラハラして仕事になりません」

「それは恭介もだと思うよ。相田さんが心配で打ち合わせを早く終わらせて戻ってきたくらいだからね。なのに、焦りを見せずにスマートに振る舞ってしまうところが憎たらしいよな？」

　真木さんは私の頭をポンポンと叩きながら、横目でちらりと恭介を見る。

「そこは同感です」

　私が力強く頷くと、横にいる恭介がしれっとした顔で言った。

「声を潜めても横にいれば聞こえるんですけど。それにふたりで変な共同戦線張らないでくださいよ」

　このクールな顔。絶対動揺なんかしない人種だよ。

　結局、その後恭介を追及する機会はなく、彼は定時を過ぎると真木さんと共にタクシーで接待に行ってしまった。

　しばらくして私のスマホに恭介からメッセージが入る。

【帰るの深夜になるかもしれないから、先に寝てていいよ】

　……田中君にバラしたことについては、やはりなんのコメントもない。

　怒りで返事を返す気になれず、スマホをデスクの隅に置く。

　六時過ぎに仕事を終えると、一旦家に戻って荷物を取ってから恭介のマンションに行き、リビングでテレビを観ながらじっと彼を待った。でも、内容が全然頭に入ってこない。

　なにか飲んで気分を落ち着かせようとキッチンへ向かおうとしたら、テーブルの上に置いておいたスマホが鳴った。手に取って画面を見れば卓からの着信。スマホを操作して電話に出る。

《俺だけど、今大丈夫？》

　名前を言わないところは卓らしい。

「うん」

　なんの用でかけてきたんだろうと思っていると、卓は上機嫌な声で話し出す。

《一応報告しとこうと思って。俺の就職先決まった》

　電話の向こうでニンマリしている卓の顔が想像できる。

「あっ、そうなんだ。おめでとう！　今度お祝いしようよ。で、どこに決まったの？」

　嬉しくて自然と笑みがこぼれる。

　姉としても卓の就職活動が上手くいくか心配だったのだ。

《水無瀬製薬》

　誇らしげに答える卓の言葉にキョトンとする。

「え？　うちの会社？」

　予想もしていなくて、思わず卓に聞き返した。

《そう。まあ、俺は三み鷹たかにある研究所勤務になりそうだけどね。恭介さんに就職の相談したら、研究所まで連れてってくれて開発の責任者とか紹介してくれてさあ。おまけに所長さんまで挨拶に来てびっくり。萌姉じゃあコネになんないけど、恭介さんて顔広いのなあ。さすができる男は違うわ》

　卓は恭介に心酔しているのか、彼を褒め称える。

「コネにならない姉で悪かったわね」

　弟の台詞にカチンときた私は、ムッとして言った。

《萌姉にはそもそも期待してなかったから問題はないけど。恭介さんにお礼言っておいてよ》

　卓は要件だけ言うと、さっさと電話を切ってしまった。

　姉をスルーして恭介に就職の相談って……。最近ふたりがこそこそ連絡を取り合っているのは知っていたけど、こういうことだったのか。

　それにしても所長まで挨拶してくるなんて……卓の言葉じゃないけどさすが恭介としか言いようがない。きっと真木さんみたいに出世街道を突っ走っていくんだろうな。

　深夜零時近くになってガチャンと鍵が開く音が聞こえると、私は小走りで玄関に向かった。

「ただいま。まだ起きてたんだ？」

　恭介が笑顔でそう言って私にキスしようとしたが、私は一歩退いて手を伸ばし、待ったをかける。

「今日のあれはなんなんですか！」

　私は開口一番に恭介に食ってかかった。

「あれって？」

　恭介はおもしろそうに私を見てとぼける。

「田中君のいるとこで鍵渡して、しかも〝萌〟って呼ぶなんて！」

　私はギュッと拳を握りしめた。

「萌が田中に誘われて困った顔してたから、助けてあげただけだよ。それのどこが問題なのかな？　それに、萌がうちの合い鍵を持たないのもいけないと思うけど」

　恭介の声はソフトだが、目が厳しい。

　そう、私はなくすといけないからと言って恭介の家の合い鍵を持つのを断っている。だけど本当はそれだけが理由じゃない。

　恭介は私にとって初めての恋人。恋愛経験がない私には、身内ではない彼にどこまで甘えていいのかわからないのだ。

　合い鍵を持っていたら、きっと毎日でも彼の家に行ってしまうだろう。恭介が好きだから、彼の側にずっといたいって思ってしまう。

　昔は、会社でひと目見るだけでよかったのに、今はそれだけでは満足できない。恭介を独占したいという欲が出てきて……自分では上手くこの気持ちを抑えられないのだ。

　そんなわがままな自分を恭介に知られたくない。知られて彼に嫌われたら……そう考えると怖い。

　私は鍵の話題にはもう触れず、田中君の話に戻した。

「田中君に私たちが付き合ってるのがバレちゃったじゃないですか！　もっと上手い断り方が……」

　恭介が少し厳しい口調で私の言葉を遮る。

「やんわり断っても田中はまた誘うよ」

「まさか。今回はたまたま映画のチケットもらっただけで、次は多分ないですよ」

　恭介の言葉を否定すると、彼はハーッと溜め息をつきながら額に手を当てた。

「……気づいてないの？」

「気づいてないってなにが？」

　質問の意味がわからなくて聞き返すと、恭介に呆れた顔をされた。

「田中は、萌のことが好きだから誘ったんだよ」

「……嘘」

　信じられない話に目を丸くしていると、トンと軽く額を小突かれた。

「鈍感すぎ……。来週からイギリス出張なのに、萌を残してくの不安だな」

「ごめんなさい。でも、あんなバラし方しなくても……」

「まだ言うの？　俺がああしなかったら、田中にもっと迫られてたよ」

　恭介は目を細め、怖い顔で私を見る。

　怒っていたのは私のはずなのに、なぜか今は逆転していて……。

　ええ～、私が悪いの？

「萌は俺のことをモテ男みたいに言うけど、自分だってモテてるんだよ。俺には警戒してたくせに、もっと他の男にも警戒心持ってほしいな」

　腕を組んで恭介は説教を始めるが、彼の言葉には納得できなかった。

「私がモテるなんてあり得ないですよ。告白だってされたことないのに……」

　恭介の目を見て反論する。

「それは告白だって萌が認識してなかっただけだと思うけど。もっと自覚してくれない？　でないと、俺の心臓に悪い」

　疲れた様子で恭介は私をギュッと抱き寄せる。

　……反省。恭介はずっと接待で疲れて帰ってきたのに、責めるようなことを言って、私……思いやりに欠けてたよね。

「……ごめんなさい」

　恭介の胸に頬を寄せてそっと呟くが、彼は私を見下ろすとダークな笑みを浮かべた。

「本当にわかってるのか怪しいな。俺の寿命を縮めてくれた責任取ってもらおうか？」

　ぞくり……と身体が震える。この悪魔的な表情の時は危ない。

　危険を察知して恭介の胸に手を当て逃げようとしたら、彼はそんな私を嘲笑うかのように私を軽々と抱き上げた。

「うわぁ、ちょっと……なんで抱き上げるんですか！」

　恭介に文句を言ったけれど、彼は構わずスタスタ歩き出す。

「疲れてるんだ。一緒にお風呂に入るよ」

　一緒にお風呂？　冗談じゃない。私が恥ずかしがるのを知ってて言ってるんだから！

「ま、待って！　卓がうちに就職決まったみたいで、恭介によろしくって」

　恭介の気を逸らしたくて卓の話題を持ち出すが、彼は軽く相槌を打つだけ。

「それはよかった」

　いけない！　このままバスルーム直行なんて嫌！

　他の話題、他の話題……あっ！

「え～と、あの……そういえば今日、ノワールに行ったら、お洒落なおじいさんがカシスのムースをご馳走してくれて」

　おじいさんのことを思い出し、明るい口調で報告するが、私の王子様はその話もお気に召さなかったらしい。

「へえ～、おじいさんにまで気に入られて萌はモテモテだね。そんな話聞いたら余計安心できないな」

　彼は悪魔のように妖艶に、それはそれは美しく微笑んだ。

「他の男に萌が目移りしないようにしつけないとね」

　その微笑が怖くて私がブルブルと震えたのは言うまでもない。

　美しすぎる彼が、時には怖くなる。




　次の週の月曜日、恭介はイギリス出張のため成なり田た空港に向かった。

　彼が帰ってくるのは次の日曜日。

　私が海外事業部に異動してからも、恭介は月に一回は海外出張に行っているので、彼の不在には慣れている……と言いたいところだけど、彼がいないと元気が出ない。いつも隣の席にいるはずの彼がいないと喪失感に襲われる。

　私に向けられるあの笑顔にどれだけ勇気づけられて、どれだけ癒されていたのだろう。ううん、そこに恭介がいるだけで安心できるのに……。精神的な支えを失って私は不安になる。

　弱気になっちゃいけない！　恭介がいなくても仕事は頑張らないと……彼に笑われてしまう。

　バチッと自分の頬を叩いて気合いを入れ、仕事に集中していたら、後ろから誰かに肩を叩かれた。

「萌先輩！」

　よく知った声がして振り向けば、総務部の一年後輩の美み奈なちゃんがいた。

　彼女……近こん藤どう美奈は、私の後任になった子。ふわゆるパーマの茶髪にパッチリ二重の大きな目をしていてお人形さんみたいにかわいい。人懐っこくて甘い物が大好きで、私が総務にいた時は、ノー残業デーによくホテルのケーキバイキングを彼女と食べに行った。

「美奈ちゃん、おはよう。今日は誰かにチケット届けに来たの？」

　私が笑顔で声をかけると、美奈ちゃんは真木さんのデスクに目を向けた。

「はい。真木さんにタクシーチケットを届けに来たんですけど……不在みたいですね」

「うん。月曜の朝はいつも会議だから。私が代わりに渡しておくよ」

　美奈ちゃんからチケットの冊子を受け取り、デスクの上に置く。

「……イケメンの顔を拝めると思ったのに残念。高橋さんも今日はいないんですか？」

　真木さんがいなくてガッカリしながらも、美奈ちゃんは恭介を探して辺りをキョロキョロ見渡す。

「うん、今日からイギリス出張。でも、そんなこと言ってたら酒さか田た君がヤキモチ焼いちゃうよ」

　美奈ちゃんは、企画部にいる同期の酒田君と付き合っている。体育会系で日に焼けて精悍な顔立ちの酒田君と華奢でかわいい美奈ちゃん、ふたり並ぶとすごくお似合いで微笑ましい。

「観賞用だからいいんですよ。萌先輩が羨ましいな。毎日イケメンに会えて」

　実際はそんな楽しいものではない。みんなの仕事についていくのがやっとだし、ファンの女の子には陰口叩かれるし……。

「……仕事が大変で観賞する余裕なんてないよ」

　私は苦笑しながら答えた。

「確かに、仕事ハードそうですね。精鋭部隊の集まりって感じ」

「でしょう？　私は毎日プレッシャーと戦ってるよ」

　私はハーッと大袈裟に溜め息をついてみせた。

「やっぱ身の丈に合った恋をするのが一番ですね」

　ニコニコ顔で言って、美奈ちゃんは毛筆で宛名が書かれた白い封筒を私に差し出す。

「え？　美奈ちゃん、結婚決まったの？」

　私は封筒を受け取りながら驚きで目を見開いた。

「はい。酒田君と結婚することになりました。十二月二十三日、祝日ですけど、先輩絶対に来てくださいね」

　美奈ちゃんが、ギュッと私の手を両手で掴む。

「もちろんだよ。美奈ちゃん、おめでとう！」

　美奈ちゃんの目を見てお祝いの言葉を言うと、私は嬉しくて彼女ときゃあきゃあ言いながら抱き合った。

「美奈ちゃんのウェディングドレス姿綺麗だろうな」

「それを言うなら、萌先輩もでしょう？　彼氏につけられたんですよね、このキスマーク」

　美奈ちゃんが、私の首筋を指差す。

　え？　キスマーク？

「気づいてないんですか？　髪で隠れてるから、近づかないとわかりませんけど、愛されてますね、萌先輩。今度、じっくりガールズトークしましょうね」

　美奈ちゃんがニヤニヤ顔で言うが、彼女の言葉の半分は耳に入ってこなかった。

　恭介……なんでこんな目立つところにキスマークつけたのよ！

　週末の夜を思い出し、顔が熱くなる。

「萌先輩、顔真っ赤ですよ。萌先輩の結婚式には必ず招待してくださいね」

　とびきりの笑顔を見せると、美奈ちゃんは私の肩をポンと叩いて総務に戻ってしまった。

　彼女の姿が見えなくなってから、私は招待状をじっと眺める。

　結婚……か。正直……自分ができるかどうかもわからない。以前恭介が冗談で〝嫁にくれば〟なんて言ったことがあったけど、正式にプロポーズされたわけではない。

　結婚するってみんなどうやって決めるんだろう？

　恭介と付き合って三カ月。すごく大事にしてもらって幸せだと思う。

　最近、恭介が恋人だってことにようやく慣れてきたところなのに、結婚なんてまだ考えられない。

　……ううん、考えるのが怖いのかも。

　一年後、私はまだ恭介の隣にいるだろうか？

　身の丈に合った恋……かあ。

　胸にズキッとくる。

　頬杖をつきながら溜め息をついていると、真木さんが会議から戻ってきた。

「相田さん？　どうしたの？　そんな暗い顔して」

「あっ、いえ、なんでもないです」

　私は慌てて招待状をバッグにしまうと、美奈ちゃんから受け取ったタクシーチケットを真木さんに差し出す。

「真木さん、これ、総務の近藤さんから預かりました」

「ああ。ありがとう。で、暗い顔してるのは隣がいなくて寂しいから？」

　真木さんはチケットを受け取りながら、優しく微笑んで私の顔を覗き込む。

　……ホント、真木さんって読心術に長たけてるよね。

「……そんなことありませんよ」

「強がっちゃって。寂しくなったら、いつでもお相手するからね。相田さんなら大歓迎……って、あいつかなりえげつねーな」

　真木さんは私の首筋を凝視すると、眉根を寄せ、チッと舌打ちした。

　ん？　なに？

　急に表情を変えた真木さんに私はやんわり注意する。

「真木さん、会社で舌打ちはダメです」

「はは……ごめんね。高橋の奴こんな所有欲剥き出しで、相田さんも大変だね」

　私の首筋をじっと見てニヤリとする真木さん。

　彼の言葉の意味をようやく理解した私は、ボッと火がついたように真っ赤になった。

　あっ、キスマーク見られた～！

　今さら遅いけど、私は首を押さえ、必死に取り繕う。

「いえ……あの……その……これは……厄介な蚊に刺されたみたいで……ハハハ」

　お願いです。これ以上触れないでください。

　乾いた笑いを浮かべるが、自分の笑い声が虚しく聞こえた。

「あまりひどいようなら俺が退治してあげるから遠慮なく言ってね」

「……はい」

　恥ずかしくて俯きながらか細い声で返事をする。

　そんな私を見て察してくれたのか、真木さんは話題を変えた。

「ところで、今日の会議で決まったんだけど、九月から業務の遂行に必要な技術習得のための費用を全額会社で負担することになってね。英会話学校もそれに含まれるんだ。相田さん、申請してみない？　学校に通えばもっとスキルアップできると思うよ。上長の俺が承認すればほぼ認可みたいな感じだけど」

　真木さんの話に私はパッと顔を上げる。

　会社負担で学校に行けるのならすごくありがたい。自分だけの勉強では限界を感じていたんだ。

「ぜひ、やってみたいです！」

　目を輝かせながら返事をすると、真木さんは満足げに笑った。

「頑張り屋の相田さんならそう言うと思った。後でイントラにそのお知らせが載るから、申請書を俺に出しておいて」

　私を励ますようにポンと私の肩を叩いて、真木さんは自席に戻る。

「はい、ありがとうございます、真木さん」

　真木さんの背中に向かってお礼を言い、再び自分の仕事に取りかかった。

　スキルアップして、もっと上手くみんなをサポートしたい。そして、少しでも恭介に追いつくんだ。

　彼との関係がこれからどうなるにせよ、立ち止まらず、まっすぐ前を見て頑張ろう。

　私はそう心に誓った。










誰にも邪魔はさせない〔恭介ｓｉｄｅ〕




　午後四時過ぎに飛行機は成田に到着した。

　今日は日曜日。明日もまた仕事かと思うと気が重い。

　飛行機を降り、入国手続きを済ませてスーツケースを受け取る。空港を出ると、空気がもやっとしていて日本に戻ったんだと肌で感じた。

「暑い」

　手で顔を仰ぎながらタクシーを待ち、スマホを取り出して萌にメッセージを送る。

【今、成田に着いたよ。道路が渋滞してなければ二時間くらいで家に帰れると思う。変わったことなかった？】

　タイミングよくスマホを見ていたのか、萌からすぐに電話がかかってきた。スマホを操作して電話に出ると、耳に心地いい彼女の声が聞こえてくる。

《お帰りなさい。特にはないですよ。なにか食べたいものありますか？》

　萌の元気そうな声にホッとする。

「和食がいいな。さっぱり系で冷奴とか、枝豆とか……」

　俺が適当に食べ物を挙げると、萌はクスリと声を出して笑った。

《それ、メイン料理じゃないですよ。じゃあ、適当に作って待ってますね》

　待っている……その言葉を聞いて嬉しくなる。

　日本を経つ日、無理矢理萌にうちの合い鍵を持たせた。『帰ってきた時にうちにいてくれると助かる』と言って。

　できればこのまま引っ越してきてほしいが、萌のあの真面目な性格からいくと簡単ではないだろう。日曜の夜に泊まらせるのもかなり苦労したのだ。

「ああ、楽しみにしてる。また後で」

　ちょうどタクシーが来て、俺は通話を終わらせた。

　スーツケースをタクシーの運転手に預け、後部座席に乗り込む。車の中は冷房が効いていて、ホッとひと息つきながら俺はシートに身体を預けた。

　運転手に行き先を告げると、俺は今回の出張を振り返る。

　出張自体はいつもと変わらなかったが、うちのロンドン支社のイギリス人支社長からある話を聞いてからというもの頭が痛い。

　ある話……それは俺のロンドン赴任の話。二日前の夜、ロンドン支社の連中と飲みに行った時に、隣に座った支社長と彼の家族の話になった。




『うちのワイフは美人でね、しかも料理がうまいんだ』

　支社長がスマホの写真を自慢げに俺に見せる。そこに映っていたのは笑顔がチャーミングな金髪の奥さんで、幸せな結婚をしてるんだと思った。

『綺麗な人ですね』

　俺は写真を見ながらにこやかに相槌を打つ。

『それに、双子の娘がいるんだが、これがかわいくてなあ』

　次に赤いワンピースを着た三歳くらいの姉妹の写真を見せられたが、思わず微笑んでしまうくらい愛らしかった。

『将来、美人になるでしょうね』

『そうだろう？』

　支社長は写真を見てメロメロ。上機嫌でビールを口に運ぶ。

　だが、気持ちはわからなくもない。こんなかわいい娘がいたら、目に入れても痛くないだろう。しかも、双子。かわいさも倍増する。

　もし俺にこんなかわいい娘や息子がいたら……。萌との子供を想像して、胸が温かくなった。

　彼女に似た子なら色白でかわいいだろうな。自分と萌が子供と遊ぶ図が自然と浮かんでくる。

『で、恭介は結婚まだだったなあ。恋人はもちろんいるんだろう？』

　支社長が俺の肩に手を回し、声を潜める。

　この人……酔ってるな。

『いますよ。かわいい子が』

　俺は澄まし顔で答えるが、支社長がニヤニヤしながら俺に絡んできた。

『恭介の恋人の写真が見たいなあ』

　……見せないともっとしつこく絡んできそうだな。

　仕方なく俺もスマホを取り出して、萌の写真を探すと支社長に見せた。

『これが俺の彼女ですよ』

　それは、桜の木の下で彼女を撮った写真。ゴールデンウイークの休みに福ふく島しままでドライブした時のものだった。四月は異動で花見どころじゃなかった萌は、『お花見ができてよかったです』と言ってすごく喜んでいた。思いつきで行った福島だったが、温泉にも入れたし、ふたりでゆっくりできてよかったと思う。

『おお。とても愛らしくてかわいいねえ。この艶のある黒髪。触ってみたいね』

　支社長が興味深げに萌の写真を見る。

　誰が触らせるか……心の中で俺は毒づいた。

『恭介は赴任前にその彼女と結婚するのかね？』

　赴任？

　俺は支社長の台詞に眉根を寄せた。それは初耳で……。

『赴任って俺の話ですか？』

『ああ。来年の四月に。恭介と一緒に仕事できるのが楽しみだよ』

　酒が入って饒じょう舌ぜつになった支社長。聞けばなんでも話す。

『その話ってもう決定事項なんですね？』

　俺は支社長の顔を見据えた。

『ああ。先日、本社の社長が見えた時にそう言ってたよ。なんでも会長が決めたらしい』

『なるほど』

　俺は軽く相槌を打つと、萌の写真をじっと見た。

　会長と社長が言っていたのならもう決まりだろう。海外赴任の話は近いうちに来るとは予想していたが、まだ一年は先だと思っていた。それを日本で聞かずにイギリスで知ることになるとはな。

　道理で最近周りから縁談をすすめられるわけだ。海外赴任となれば三年は日本に戻れない。赴任前に結婚して身を固めろってことか……。勝手だな。

　そういえば、日本出発前に萌がお洒落なおじいさんに会ったとか言ってたっけ。ひょっとして……あの人、萌に接触したのか？　会った場所がノワールというのが怪しい。

　あそこのマスターは、うちの製薬会社に勤めていた頃はじいさんの秘書をしていた。じいさんが自分に尽くしてくれたお礼に、あの店をマスターにプレゼントしたらしいが……。マスターがじいさんに萌のことを話したのでは？　真木さんが堂々と俺と萌をからかうから、俺と萌が付き合っていることをマスターも知っている。

　いずれにせよ、俺の海外赴任の話はまだ萌には言えない。言ったところで彼女を混乱させるだけだ。せっかく上手くいっている関係に水を差したくはない。

　まだ付き合って三カ月しか経ってないのに、来年の四月に俺についてきてくれ……なんて勝手なことを言えるか？　それとも……必ず迎えに来るから三年待てって？　どんな自分勝手な男だ。逆の立場ならグーで殴ってさよならする。

　萌にだって仕事がある。愛想つかされて彼女に逃げられるのが落ちだ。まだそんな時ではない。機が熟していない。

　だが……今は八月の終わり。仕事を辞めて俺についてきてもらうなら、今年中には萌に伝えなければいけない。彼女の心の準備もあるだろう。それに萌のご両親にだってきちんと挨拶する必要がある。

　どうする？　時間があまりない。

『……頭痛がする』

　俺は額に手を当てながらポツリと呟いた。

『はは、恭介は酒が弱いのか？　こっちに来たら俺が鍛えてやるから心配するな』

　バシバシ俺の背中を叩きながら、支社長は見当違いな言葉を口にする。

　ガタイがよすぎるから、叩いてくる力も半端ない。

『結構ですよ。飲みすぎて会社の秘密を人にばらすのはマズイですから』

　そう毒を吐くと、俺はスーツの内ポケットから何枚かお札を取り出してテーブルの上に置き席を立つ。支社長は、俺の言葉に呆気に取られた顔をしていた。




　タクシーは首都高を走り抜ける。

　俺はズボンのポケットからスマホを取り出すと、ある人物に電話をかけた。

　ツーコールで電話の相手が出る。

《はい》

　耳に届く低い声。

　その声の主は、俺の祖父で水無瀬製薬の会長、水無瀬源げん一いち郎ろう。名字が違うのは、母方の祖父だからだ。

　じいさんは学生時代イギリスに留学した経験もあり、イギリスかぶれで、お洒落には気を使っている。

　俺が日本に戻ってきて水無瀬製薬に入ったのは、じいさんの跡を継ぐためだ。現社長は俺の伯父だが、残念なことに経営の才はないらしい。そこで、じいさんが白羽の矢を立てたのが俺だった。アメリカの大学を二年スキップしてＭＢＡを取ったことが彼の目に留まったのだろう。

　じいさんに何度も説得され、一般社員と同じ扱いをしてくれるなら入ると俺は条件をつけた。特別扱いされるのが嫌だったし、自分の力を試してみたかったのだ。

　俺が会長の孫だと知っているのも、一部の人間だけ。真木さんも幼馴染みということもあり、俺の素性を知っているひとりだ。

「恭介です。今日本に戻りました」

　まずはいつも通りにじいさんに報告する。

《それはご苦労だった。どうだった、向こうの様子は？》

「まあ割といい人材が集まってるので上手くいってますよ」

　俺は当たり障りのない言葉を口にする。

《そうか》

「ところで、俺が来年の四月からイギリスに赴任するという噂を耳にしたのですが、本当ですか？」

　俺は本題を切り出す。

《ロンドンにはおしゃべりがいるようだな》

　おもしろがるようなその声音。はっきりとは肯定しないが認めた。

「否定はしないんですね。仕事中、俺を呼び出してやたらと見合いをすすめてきた理由がわかりましたよ」

《納得したのなら早く結婚しろ。海外に行くのであればパートナーがいた方がいい。あの娘がいいなら私は反対せん》

　……やはり萌のことを知っているのか。

「俺の恋人に会いましたよね？　余計な真似はしないでもらえますか？」

　俺たちのことに干渉しないでほしい。

《お前がこそこそしているのがいけない。あの娘に決めているのなら、正式に私に紹介しなさい。でなければ他の女をお前にあてがうぞ》

　じいさんの自己中心的な発言にムッとする。

　俺はじいさんの都合のいい操り人形じゃない。

「俺が素直に従うと思いますか？　無駄なことはやめてください」

　冷ややかに言って俺は一方的に電話を切った。

　それでも俺の怒りは収まらない。赴任の件は仕事だから従うが、縁談の話には従えない。俺の結婚はビジネスじゃない。

　ギュッと拳を握りしめるが、ふと萌の顔が浮かんできてハッとした。

「ハハ……」

　額に手を当て嘲あざける。

　こんな状態の俺を萌には見せられない。これから彼女に会うんだ。落ち着け。クールになれ。

　俺は息を整えながら自分に言い聞かせる。

　自分の欲しいものも、守りたいものもわかってる。

　今、じいさんに萌を紹介することはできない。

　彼女は俺が水無瀬製薬の会長の孫だとは知らない。いずれ萌にそのことを伝える時が来るだろうが、彼女には高橋恭介という俺自身を見てほしい。そして、俺のすべてを知ってもらった上で、じいさんに会わせたい。

　タクシーが自宅マンションの前に停車すると、俺はタクシーを降り、スーツケースを転がしながら部屋に向かう。ガチャッと玄関のドアを開ければ、廊下から萌が走ってきて俺に向かって飛び込んできた。

「お帰りなさい！」

「うわっ！」

　萌が抱きついてきたので俺は慌てた。足を踏ん張って手を差し出し、萌をなんとか抱き留める。

「ただいま」

　萌の耳元でそっと囁くと、彼女を強く抱きしめた。

　一週間ぶりの温もり。自分だけが知っている彼女の甘い香りに心が休まる。

　俺がこの一週間ずっと欲しかったものが、今この腕の中にある。家に帰ってきたんだと実感した。

「今日は熱烈な歓迎だね？　そんなに俺がいなくて寂しかった？」

　萌の顔を見てからかえば、彼女は珍しく素直に認めた。

「……寂しくて死にそうでしたよ。仕事中でも電話かけようかと思ったくらい」

「仕事のふりしてかけてくればよかったのに。いつも電話かけるの俺からだし」

　俺が出張に行くと萌からは遠慮がちにメールが届くだけ。電話するのはいつも俺からだ。

「私用でなんてかけられませんよ。恭介の仕事の邪魔してもいけないし」

　……こういうところが頑固なくらい萌は真面目だ。業務報告のついでに話をしたって誰にもわからないのに……。

「真木さんは、急用と言いながら俺にキスマークのことからかってきたけど」

　真木さんのことだから、俺のいない間、萌をからかって楽しんでいたのだろう。彼は萌のようなタイプは好みではないと思うが、やすやすと彼女に近づかれるのはおもしろくない。

　萌はなにか思い出したのか、顔を真っ赤にしながら俺を責めた。

「あっ……あれ、恥ずかしかったんですからね。後輩の女の子にもからかわれるし、真木さんにも気づかれるし……って、なんか恭介の……目が怖い」

　俺の腕の中から逃げようとする萌の腰を強く掴んで、俺は冷笑する。

「察しがいいね。キスマークに気づくほど真木さんを近づかせたって、どういうことかな？」

「それは、恭介があんな目立つところにつけたからで……」

　こういう話題は苦手なのか、萌の声はしりすぼみになる。

「ちゃんと髪の毛で隠れるように配慮したのにな」

　今は薄くなったキスマーク。萌の首筋にそっと触れれば、彼女の身体がビクッと震えた。

「そんな配慮するなら、最初からキスマークなんてつけないでくださいよ！」

　照れ隠しなのか、萌は声をあげて抗議する。

「俺のって証をつけとかないと心配でね」

　ニヤリとすると、俺は玄関を上がり、萌を肩に担ぎ上げた。

「きゃあ、恭介！　まさか……また……？」

　萌が驚きの声をあげる。

「そう、わかってるじゃないか。バスルームに直行。汗かいたし、萌の髪のメンテもしないとね。夏は紫外線で髪が傷むから」

　理由をつけて萌を担いだままバスルームに向かう。

「それだけじゃないですよね？　あっ……ご飯どうするんですか！」

　萌が俺の気を逸らそうとするが、無駄だ。今の俺は彼女に飢えている。

「ご飯よりもまずは萌。しっかり充電しないと明日会社に行けない」

　意地悪く告げると、バスルームに入り、ドアをバタンと閉める。

　あとはふたりだけの恋人の時間。

　誰にも邪魔はさせない。










天国から地獄へ




「これからちょっと街に出かけようか？」

　十二月の第三日曜日、遅めの昼食をふたりで食べていると、恭介がコーヒーを飲みながら言った。

　十二月に入って世間はクリスマス一色。テレビをつければ馴染みのクリスマスソングが流れ、綺麗なイルミネーションが街を彩る。

　ずっとシングルベルだったクリスマス。今年は恭介がいてうきうきムード。

　十二月二日の彼の誕生日は、私がケーキを焼いてお祝いをした。

　恭介とは週末婚のような状態がずっと続いていて、彼に『うちに引っ越せば』って言われているけれど……断っている。

　本音を言えば恭介と一緒に暮らしたい。でも、自分のアパートを引き払ってしまったら、万が一彼との関係が終わった時に帰る場所がなくなってしまう。

　仕事の方は英会話学校に通った甲斐もあり、英語アレルギーはだいぶなくなった。英語での会話にも慣れ、異動した当初に比べれば仕事もスムーズにいくようになってだいぶ自信もついてきたところ。

　週末はたまに恭介の知人のホームパーティに招かれたり、ふたりで料理をしたり、ドライブに出かけたりして、すごく充実している。

　恋も仕事も順調すぎて怖い。

　このままの状態がずっと続けばいいのだけど……。

「いいですね」

　私が笑顔で返すと、恭介は目を細めて頷いた。

「決まりだ」

　ふたりでいつものようにお皿を片付けて身支度を整える。

　先に準備ができた私がリビングで待っていると、紺のスーツに身を包んだ恭介が片手にコートを持って現れた。

「……なんでスーツ？」

　首を傾げる私に、彼は企み顔で微笑んだ。

「いいとこに行くから」

「え？　じゃあ、私も着替えてきます」

　スーツ姿の恭介に比べて、私はジーンズにブラウンのチュニックというカジュアルな装い。慌てて寝室に着替えに戻ろうとしたら、彼に手をつかまれた。

「大丈夫。このままで行くよ」

　恭介に笑顔で押し切られ、マンションを出ると彼が呼んだタクシーに乗った。

「どこに行くんですか？」

「すぐにわかるよ」

　思わせぶりな彼の口調。……なにか絶対企んでる。

　じっとりとした目で恭介を見れば、彼は私をじっと見つめて指を絡めてきた。

　伝わる彼の体温。

　恭介の顔はもちろん好きだけど、彼の細長い指も、大きくて骨ばった手も好きだ。

　でも、他の人の手を見てもなにも感じないし、恭介のだから好きなんだと思う。

　タクシーは表おもて参さん道どうの高級ブティックの前で停車した。白い外観でシルバーのロゴで『アンジュ』と書かれている。

　ここって雑誌にもよく載ってるセレブ御用達の店じゃない？　なんでここに？

　恭介がタクシーの支払いを済ませると、彼に手を引かれて店の中に入った。

　白とブルーのクリスマスツリーが飾られ、店内はシックな雰囲気。黒いスーツ姿の女性店員がやってきて私たちに声をかける。

「いらっしゃいませ」

「彼女に似合いそうなカクテルドレスを何着か見せてもらいたいんですが」

　恭介が穏やかに微笑むと、目の前にいた店員の顔がほんのりピンクに染まった。

　……そりゃあ、彼の笑顔は瞬殺力が半端ないよね。それにしても、カクテルドレスって、一体どこ行くの？　私……ここの服を買うほどお金に余裕ないんですけど……。

　ひとり不安になっていると、店員がドレスを二着持ってきた。

「じゃあ、萌、合わせてみようか」

　恭介はニコニコ顔。

「……着るだけですよ」

　そんな恭介の顔を見ながら、溜め息交じりの声で言う。

　まずはブルーのサテンのドレスを受け取り、フィッティングルームに入る。中でそっと値札をチェックすれば、十三万円と書かれていて絶対に買えないと思った。

「買わないのに試着の意味があるんだろうか？」

　小声で呟きながらドレスを着て、鏡をチェックする。

　……普段、ブルー系はあまり着ないせいかしっくりこない。

　フィッティングルームのカーテンを開けて顔を出せば、恭介はソファに腰掛けながら優雅にコーヒーを飲んでいた。

　私の着せ替えよりも、恭介の着せ替えの方が私的には楽しいのにな。

「見せてみて」

　恭介に言われてカーテンを静かに開ける。彼はコーヒーを近くのテーブルに置くと、どこか値踏みするような目で私を見つめた。

「う～ん、まあまあかな」

　顎に手を当てながら首を傾げる恭介。

　この様子。どうやらイマイチだったみたい。

「じゃあ、次」

　恭介がニコッと笑顔で言う。

　……まだやるのか。

　ガクッと肩を落とし、店員から次のドレスを受け取る。

　今度はホルターネックのワインレッドのドレス。生地はベルベットなのか手触りがいい。こちらも値札を確認すれば十八万円也。

　これも私には縁がないなあ……なんて思いながら、ジッパーに下着を挟まないように気をつけて着替える。

　鏡の中の自分を見て思った。ワインレッドの色合いは結構好きだけど、ホルターネックというのは私にはセクシーすぎる。素敵だけど、これは……ちょっと恭介に見せるのは恥ずかしい。

　遠慮がちにカーテンから顔を出し、恭介に向かって小声で言う。

「これも私には似合わないみたい」

「そんなこと言われると、余計気になるんだけど」

　恭介はソファから立ち上がると、私の方にやってきてカーテンを勢いよく開けた。そして私の頭のてっぺんから爪先までじっくり眺めて、ニヤリとする。

「どこが似合ってないって？」

「私にしては派手かなって……」

　恭介に見られるのが恥ずかしくて、私はカーテンを強く握りしめた。

「他の男には見せたくない気がするけど、今日くらいはいいかな。すみません。このワインレッドのドレスに合うバッグと靴も見せてもらえますか？」

　恭介が店員を呼ぶと、すぐさまバッグと靴も数種類用意された。彼に言われるがまま、ソファの近くにある鏡の前で合わせる。

「うん、その組み合わせいいね」

　私を見て満足げに頬を緩める恭介。彼はスーツの内ポケットから長財布を取り出し、カードを手に取る。

「このまま着ていきます。支払いはこれで」

　そう言って側にいた店員に声をかけ、恭介はカードを手渡した。

「待って！　こんな高いの買えないですよ！」

　慌てて恭介を止めるが、彼は笑って「大丈夫だよ」と言って店員にも目で〝お願いします〟と合図する。

「ボーナス出たからって十八万円なんてドレスに払えません！　しかも、バッグや靴まで……」

　声を潜めて抗議するが、恭介は何食わぬ顔で「株で儲けたから」と言うだけ。

「でも、それは恭介のお金でしょう？　恭介のために使わなきゃ」

　恭介の腕を掴んで説得しようとするが、彼は子供のように嬉しそうに目を輝かせた。

「だから、俺のために使ってるよ。一度やってみたかったんだよね？　萌の着せ替え。結構楽しいし、はまるかも」

　……そんなものにはまらないでほしい。

　恭介の言葉に脱力した私は、それ以上なにも言えなくなった。

　ご満悦顔の彼になにを言っても無駄だ。おかしな熱が冷めるのを待つしかない。

　会計を済ませると、私たちは店を出てまたタクシーに乗り込んだ。

「すみません。赤あか坂さかまでお願いします」

　恭介がタクシーの運転手に行き先を告げる。

「このドレス……本当にいいんですか？」

「俺の趣味だから。それに、萌も実は気に入ってたよね？」

　恭介は見透かしたように私を見る。

　……この人には隠しごとなんてできないな。

「すごく似合ってるよ」

　私の耳元で恭介が囁く。

　そのセクシーボイスにドキッとした。きっと私の顔は真っ赤になってるに違いない。

　十五分ほどして、タクシーはスペインの偉大な建築家によって設計された国内でも有名なコンサートホールの前で停車した。

「なにかのコンサート？」

　恭介を見上げてそう問うと、彼は私に向かって微笑んだ。

「本当のお楽しみはこれからだよ」

　タクシーを降り、恭介と手を繋いでホールに向かう。

　ホールの中にはたくさんの人。そこに貼られているポスターを見てハッと気づく。

「ひょっとして第九のコンサート？」

　驚きで目を見張る私に、恭介はコクリと頷いた。

「ふたりで聴きに来るのもいいかと思って」

　……ずっと前に話したこと覚えていてくれたんだ。そのことに胸がジーンとする。

　この第九のコンサートは海外の有名なマエストロを招いて行われるもので、チケットも即完売したってニュースでも流れていた。

「チケット取るの大変だったでしょう？」

「そこは伝を頼ってね」

　恭介がウインクする。

　コートを脱いで会場に入ると、中は暖房が効いていて暖かかった。

　一階席と二階席があり、収容人数は二千人ほど。私たちの席は一階中央の十二列目。ステージの全体も見渡せるし、音も綺麗に聴こえそう。

　スマホの電源をオフにしようとバッグから取り出すと、卓からメッセージが入っていた。

【親父とお袋が年末に上京するってさ】

　え？　珍しい。人ゴミが嫌いな人たちなのに。

【東京見物でもするの？】

　卓にそう返信すれば、すぐに返事がきた。

【それもあるけど、一番の目的は恭介さんに俺の就職の世話をしてくれたお礼が言いたいんだって。恭介さんのオーケーは取ってあるから】

　卓の返してきた文面を見てギョッとする。

　恭介のことをうちの両親に、なんて紹介するの？　姉の同僚？　それとも恋人？

【え？　私……聞いてないよ。なんで私にはいつも事後報告なわけ？】

【だって目的は恭介さんに会うことなんだから、恭介さんの許可をまず取らないと】

　両親は律儀な性格だから恭介に会ってお礼がしたいんだろうけど……なんか恋人を両親に会わせるってすごく照れる。よく恭介はオーケーしたよね。彼は私の両親に会うこと、どう思ってるんだろう。

【それはそうなんだけど……】

【俺これからバイトだから。恭介さんによろしく】

【こらっ！　勝手に終わらせないでよ！】

　メッセージを送るが、もう既読はつかない。

　……卓の奴……メンドーで逃げたな？

　スマホをじっと睨みつけていたら、横にいる恭介にツッコまれた。

「そんな怖い顔して誰とやり取りしてたの？」

「あっ……ごめんなさい。卓となんですけど……年末にうちの両親に会うって本当ですか？」

　ためらいながらその話を口にすると、恭介は楽しげに言った。

「ああ。俺も萌と卓のご両親にお会いして挨拶したかったんだ」

　……なんか友達に会うみたいに心待ちにしてるって顔。私がいろいろ難しく考えすぎなんだろうか？

「……そうなんですね」

　自分の両親に恭介が会うって聞くだけでこっちは緊張しちゃうんだけど、彼からは戸惑いも感じない。

「うちの両親はアメリカにいるけど、近いうちに必ず会わせるよ」

　恭介は真摯な目で告げる。

「はい、楽しみに待ってます」

　私は恭介の言葉に微笑んだ。

　それから二十分後に開演し、ブーッというブザーの音で会場内が静まり返る。カーテンが開き、指揮者が壇上に現れ、観客に一礼すると、オーケストラの方に向いてタクトを振った。まずバイオリンの美しい音色が響いてきて鳥肌が立つ。

　久しぶりに聴く生演奏。私は夢中で聴き入った。

　たまにちらりと恭介に目をやって、彼と〝いいね〟って互いに微笑み合う。自分ひとりが楽しむんじゃなくて、彼と喜びを分かち合えるのが嬉しい。

　演奏が終わると、心から拍手を送った。

「今日は連れてきてくれてありがとう。いい演奏ですごく感動したよ！」

　興奮しながら恭介にそう伝える。思わずタメ口になってしまったが、自分でもそんなことは気にかけないくらい嬉しかった。

「計画していた甲斐があったよ。来年も第九を一緒に聴こう」

　恭介は私の目を見て約束するように告げる。

　来年も……。

　恭介の言葉に嬉しくて胸が熱くなる。

「うん」

　コートを羽織って席を立ち、ロビーに出ると、「ちょっと化粧室に行ってきます」と恭介に言って化粧室に向かった。

　先ほどの演奏の余韻を残したまま化粧室の鏡の前に立てば、思いもよらぬ人物と鏡越しに目が合った。ウェーブがかったミディアムヘアで、ネイビーのパーティドレスを着ている上品そうな三十代の女性。それは……うちの会社の社長秘書をしている水みず木きさん。

　総務にいた時も彼女のことは苦手だった。虎の威を借る狐じゃないけど、社内でも傍ぼう若じゃく無ぶ人じんに振る舞い、幹部を選り好みしている。彼女に睨まれたら課長でも地方に飛ばされるなんて噂まであるのだ。今の社長は温厚な人のようで彼女の言いなりらしい。

「あら相田さん、こんばんは」

　気づかないふりをして行ってくれると思ったのに……声をかけられるとは意外だ。いつも会社で挨拶しても無視されるのにな。

「……こ、こんばんは」

　無理に笑顔を作り、水木さんに挨拶する。

　早く行ってください。

　挨拶以外に話題も見つからなくて、心の中で祈る。

　だが、私の願いは通じなかったらしい。

「あの高橋さんと一緒だなんて羨ましいわ。あなたたちが付き合ってるって噂もあったけど、同じ部署にいるからそんな噂が流れてると思って信じてなかったの。でも、本当だったみたいね」

　どうやら恭介と一緒のところを見られたらしい。彼女のことだから、きっと会社で言いふらすだろう。週明け、どんな顔をして会社に行けばいいのか……。

　だけど、続く彼女の言葉は、私にさらなる衝撃を与えた。

「まあいいわ。せいぜい彼に捨てられるまで楽しみなさい。彼は水無瀬会長の孫で、社長の甥でもあるのよ。あなたと釣り合う相手じゃないわ。それに、来年の四月にはイギリスに赴任するそうよ」

　意地悪く告げて水木さんは化粧室を出ていく。

　彼女の言葉に愕然とした。

　うちの会長の孫で社長の甥？　四月にイギリスに赴任？

　寝耳に水の話に目の前が真っ暗になり、ショックで身体がふらつく。なにか支えが欲しくて洗面台を掴み、ぶるぶると震えていると、個室から出てきた女性に声をかけられた。

「大丈夫ですか？」

　女性が私の肩に手をかけ、驚きの声をあげる。

「あなた……恭介の？　顔真っ青よ。大丈夫？」

　……聞き覚えのあるその声。

　うつろな目でその女性を見れば、それは恭介の従姉の日高さんだった。

「……大丈夫です」

　そう返事をするのがやっとで、日高さんに挨拶もできなかった。

「さっきいた女性になにか言われていたようだけど、気にしないことね。今日は恭介と一緒なの？」

「……はい」

「じゃあ、恭介のところまで連れてくわ。今にも倒れそうな顔してるもの」

　日高さんが私の身体を支える。

「あの……」

　恭介の従姉なら本当のことを知ってるよね？

　私は戸惑いながら口を開いた。

「なに？」

　日高さんが私の顔を覗き込む。

「……恭介さんが、水無瀬製薬の会長の孫というのは本当ですか？」

　勘がいいのか、日高さんはすぐに察した。

「……さっきの女から聞いたのね。そう、恭介も私も水無瀬製薬の会長の孫よ」

　恭介の従姉が言うなら間違いない。

　彼が会長の孫だったなんて……。

　精神的ダメージが強すぎて言葉が出てこない。

　黙り込む私を見て、日高さんは優しい目をして微笑んだ。

「恭介が会長の孫だと聞いて顔が真っ青になるなんて、あいつも女を見る目があるわね。強かな女なら手放しで喜ぶもの。恭介があなたに言わなかったのは、自分自身を見てほしかったからだと思うわよ」

　日高さんの説明に私はゆっくり頷く。

「……はい」

　確かに……恭介は、自分を認めてもらうために人一倍努力してきた。会社でも彼が会長の孫だなんて耳にしたことはなかったし、自分の実力で勝負したかったのだろう。

　そういえば、あの豪華なマンションも……卓の就職のことも、少し不思議に思ったんだよね。会長の孫……なら納得だ。でも、そんな事実……知りたくなかった。

　それに、四月にイギリスへ行ってしまうなんて……。

「そんな重苦しい顔しない。恭介もいつかちゃんとあなたに話すと思うわ。そういう人間だということはあなたが一番知ってるんじゃない？」

　日高さんは、私を励ますように言って微笑む。

　耳が痛い言葉だった。

　そう……私は恭介が誠実な人だって誰よりも知ってる。なのに……暗い闇が私を襲う。

　会長の孫っていうのも……四月にイギリスに赴任っていうのも、すべて嘘ならいいのに……。

　これから私たち……どうなるの？

　私は日高さんに、自信を持って強く『はい』と返事をすることができなかった。










目を開けない彼




　今日は十二月二十三日で、後輩の美奈ちゃんの結婚式。

　空は雲ひとつない晴天なのに、私の心は未だかつてないほど暗かった。海外事業部に異動したあの時が最悪の日だと思っていたけど、不幸に底なんてないのだ。

　頭の中は、恭介の素性と海外赴任の話で大混乱。

　彼と第九を聴きに行った日、私は日高さんに抱えられながら恭介のもとに戻った。私の体調を心配して彼はすぐにマンションに連れ帰ってくれたけど、ひどいショックを受けていた私はまともに彼と目を合わせることもできないまま、『卓がバイトの後に用があってうちに来るから』と言って、その日のうちに自分の家に戻った。

　本当は恭介に確認したかった。『四月にイギリスに赴任するの？』って……。

　でも、勇気がなくて聞くことはできなかった。彼との関係が終わってしまうのが怖かったから……。

　週が明けて、会社に出勤しても私は恭介を避けてしまっていた。

　よくよく考えてみると、夏あたりからずっと月一のペースで彼はイギリスに出張している。イギリス赴任の話が本当だとすれば、仕事の引き継ぎも徐々にしているのかも……。

　今日は祝日で、いつもなら前の日から恭介の家に泊まっているはずなのに、後輩の結婚式があるからと言って自分のアパートにいる。本当は彼の側にいたいのに……なにか決定的なことを言われるのが怖くて逃げているのだ。

　恭介の方も夕方、彼のおじいさんと会うらしくて、結婚式が終わったら連絡するように言われているけど気が重い。

　でも、彼は私の様子がおかしいことに気づいているし、いつまでも逃げるわけにはいかない。どうしたらいいの？

　ハーッと深く溜め息をつきながら、編みかけのマフラーを編む。

〝恭介とずっと一緒にいられますように〟と願いを込めながら一目一目編んできたマフラーもあと少しで完成。今の私はこれにすがるしかない。

　雑念を振り払うように編み物に集中していると、玄関のドアがガチャガチャと音を立てて開いた。チャイムを鳴らさずに鍵を開けて入ってくる人間はひとりしかいない。

「あれ？　萌姉いたの？」

　卓が私の顔を見て驚く。１Ｋのアパートだから玄関から部屋が見えるのだ。

　同じ沿線に住んでいる弟はうちの鍵を持っていて、いつでも出入り自由。

「自分の家にいてどこが悪いの？」

　不機嫌な顔でそう返せば、卓は顎に手を当てニヤリとした。

「恭介さんと喧嘩でもした？　いつもなら休日は恭介さんのとこにいるだろ？」

「今日は後輩の結婚式があるからここにいるの。で、卓はなんでうちに来たの？」

「俺のアパートにソーイングセットがなかったから萌姉の借りようと思って。コートのボタン取れちゃったんだよね」

　卓は玄関を上がって部屋に入り、コートのポケットからボタンを取り出して私に見せる。

「貸して。私がつけるよ」

　私が手を差し出すと、卓は私にコートを預け、キッチンに行きお茶を淹れる。

　勝手知ったる姉の家だ。

　私は近くの棚からソーイングセットを取り出して、コートのボタンをつける。他に緩んでいるボタンがないか確認して、卓にコートを返した。

「はい、できたよ。ソーイングセットくらい家に置いておけばいいのに」

「必要ないからさ。萌姉いるし。でも、そろそろ買わないとマズイかな」

　私の横に腰を下ろし、卓はクスッと笑みをこぼす。

「彼女できたら買わないだろうけどね」

　心がすさんでいる私は冷ややかに返した。だが、卓はそんな私の嫌みを笑顔で跳ね返す。

「それは言えてるかも。で、それって恭介さんに編んでるの？」

　卓はテーブルの上に置いた編み物に目を向ける。

「内緒だからね。絶対に言わないでよ！」

　私は唇の前にシーッと指を立て、卓に念を押した。

「わかってるよ。でも、萌姉編み物しなかったよな？」

　この意外そうな顔。雨でも降るんじゃないのと心の中で思っていそうだ。

　まあ、私も二十五になって編み物をするとは思わなかった。まずは本屋で初心者向けの教本を探して、手芸屋さんで簡単に作れる編み棒を選んでもらって……。

「本見ながら必死で頑張ってるの。恭介のクリスマスプレゼント、他に思い浮かばなくて……。だって、時計とかネクタイとか彼……たくさん持ってるんだよね」

　恭介の誕生日にはケーキを焼いたけど、クリスマスはどうしようかとすごく悩んだ。思いつくのが手編みのマフラーしかなかったのだ。

「あんま考え込まない方がいいんじゃないの？　男はさあ、彼女が側にいてくれればプレゼントなんて気にしないけど」

　卓の言葉に心がドーンと沈む。

　相手が期待もしてないのにマフラー編んでる自分って一体なんなんだろう。

　暗くなる私を見て、卓が慌ててフォローしようとする。

「まあまあ、そんな気を落とすなって。俺が言いたいのは、結婚式があるからってここにひとりでいないで、恭介さんのとこから出掛ければいいんじゃないのって話で……ん、なんでそこで涙目なわけ？」

　卓が私の顔を見てギョッとする。

　なぜなら、今にも私は泣きそうになってて……。

「だって……恭介がうちの会社の会長の孫だなんて知らなかったし……来年の四月にイギリスに赴任って話まで耳にしてさ」

　……もう最悪だ。

　絶望に打ちひしがれる私の話に驚きの声をあげる卓。

「え？　恭介さんが会長の孫!?　只者ではないと思ってたけど……。それに、イギリス赴任っていうのもびっくりだよなあ」

「……うん」

　卓に恭介のことを打ち明けたら、涙腺が緩んで涙が頬を伝った。

「あ～、だからそんな悲愴な顔になってるわけね。泣くなよ、萌姉」

　卓は私にハンカチを差し出し、困ったようにポリポリと頭をかく。

「……ごめん」

　謝りながらハンカチを受け取り、涙を拭った。

「……まあ、なんだ。そんな不安に思わず、萌姉は自分の信念を貫けばいいんじゃない？　恭介さんが好きなんだろ？」

　卓は優しい目でそう問いかけると、私の頭にポンと手を置く。

　弟というよりは兄のように私を諭す彼の言葉が、胸に響いた。

「うん」

　私が素直に頷くと、卓はひまわりのようにパッと明るく笑う。

「だったらさあ、会社辞めてでも恭介さんについてイギリスに行けばいいじゃないか。貯金だって少しはあるだろ？　恭介さん以外のことは後で考えればいい」

　……こういう考え方、我が弟ながら尊敬してしまう。どこまでも一直線で、くよくよ悩まない。やっぱり弟っていっても、男の子なんだなあ。

　卓のお陰でだいぶ心が軽くなって、希望の光が見えたような気がした。

　美奈ちゃんの結婚式が終わったら、怖がらずに恭介とちゃんと話をしよう。

「……卓、ありがとね。少し気分が楽になった。卓っていつの間にかちゃんと大人になってたんだね」

　涙を拭いながら卓に向かってしみじみそう言えば、弟は苦笑した。

「すでに成人して数年経つんだけど……。まあ、なにか悩みがあれば俺よりも恭介さんに相談しなよ。大丈夫。恭介さんなら全部受け止めてくれる」

「うん、ありがとう」

「じゃあ、俺はバイトあるから行くけど、ちゃんと恭介さんと話しろよ」

　卓は私に釘を刺し、コートを羽織ると、私のアパートを後にする。

「卓が来てくれてよかったよ」

　弟の後ろ姿を見送り、私は少し温かな気持ちでそっと呟いた。




　それから数時間編み物に専念すると、マフラーはようやく完成した。

　じっとマフラーを眺めてから、用意していた袋に入れて綺麗にラッピングする。

　ちらりと壁時計に目をやれば午後三時過ぎ。そろそろ着替えないと……。

　クローゼットからピンクのワンピースを取り出して着替え、ずっと伸ばしてきた髪を、鏡を見ながらアップにする。

　結婚式の招待状を持って都内の有名ホテルに向かえば、ホテルのロビーで総務部の部長に出くわした。

「やあ、相田さん、ピンクのドレス似合ってるね」

「ありがとうございます。でも、今日は私よりも近藤さんを褒めてあげてください。部長はスピーチもされるんですよね、大丈夫ですか？」

　ひとりで会場に入るのは少し不安だったが、部長の顔を見て安堵する。

「昨日慌てて考えたよ。なんならここで披露しようか？」

　部長がニンマリ笑うので、私は慌てて止めた。

「いえ、本番まで取っておいてください。楽しみにしてます」

　私は部長に向かってニコッと笑顔を作った。

「そうか？　では、本番で頑張ろうかな。そういえば、先週の部課長会議で真木課長と席が隣でね。相田さんのことをとても褒めてたよ。英語も上達が早いし、もうすっかりうちの戦力って言ってねえ」

　……真木さん、それは過大評価しすぎですよ。

「そうですか？　真木さん、女性には点が甘いのかもしれませんよ」

「いやいや、相田さんだからだと思うよ。向こうには、高橋君もいて勉強になるだろう？」

「そうですね。グローバル推進課のメンバー全員すごいですけど、真木さんと高橋さんはその中でも別格ですね。異動を告げられた当初は部長を恨みましたけど、異動してよかったと今は思います」

　海外事業部に来てから新しい経験をたくさんさせてもらっているし、なにより恭介と付き合うという奇跡が起きた。

「それはよかった。まあ、真木課長だから安心していたがね。これからも身体に気をつけて頑張りなさい。相田さんの努力はきっと報われるよ」

　部長は目を細めて微笑む。

　部署を離れても応援してくれるのがありがたかった。

「はい。頑張ります」

　私は明るく笑って頷いた。

　部長と仕事の話をしながら披露宴会場に行き、受付を済ませて、テーブルにつく。部長とは同じテーブルで、他にも総務で親しかった同僚もいた。

　同僚と雑談をしていたら照明が暗くなって、身内だけで式を済ませた新郎新婦のふたりが登場した。

　ウェディングドレス姿の美奈ちゃんはすごく幸せそうで綺麗だった。キャンドルサービスで私のテーブルに来ると、私は笑顔で新郎新婦のふたりに声をかけた。

「美奈ちゃん、綺麗だよ。酒田君、美奈ちゃんを幸せにしてあげてね」

　ふたりが同じタイミングで微笑む。

　幸せそうな美奈ちゃんと酒田君を見てふと考える。

　もし自分が結婚するなら、やっぱり相手は恭介がいい。

　結婚なんてまだ考えられないって思っていたけど、こうして美奈ちゃんのウェディングドレス姿を目の当たりにすると、自分に置き換えて想像してしまう。

　ウェディングドレスを着ている私にタキシード姿の恭介が甘く微笑んで……みんなの前で永遠の愛を誓い合って……。それが、現実になったらどんなに幸せだろう。

　でも、それは私の妄想で終わるかも。

　最愛の人と結婚できる美奈ちゃんが羨ましかった。

　いずれ恭介から自分が会長の孫であることも、イギリス赴任のことも告げられるだろう。彼がイギリスに行く時が、私たちの別れの時かもしれない。

　考えるだけで胸が苦しい。

　……恭介、あなたの考える未来に私はいますか？




　美奈ちゃんの披露宴が終わると、引き出物の入った白い紙袋を持って会場を出た。ホテルのロビーまで行ったところで、背後からよく知った声が聞こえてきて、ハッとして立ち止まる。

　それは恭介の声で、女性と和やかに話していた。

　……気のせいだよね？

　私の聞き間違いであることを祈りながら、恐る恐る後ろを振り返る。

　でも、そこにいたのはやっぱり……。

「恭介……」

　ロビーの一角で、ダークグレーのスーツを着た恭介が微笑みを浮かべ、綺麗な女性と向かい合って立っていた。

　私は呆然とふたりの姿を見つめる。

　嘘……。今日はおじいさんに会うって言ってたはず……。どうして？

　頭がひどく混乱して声も出ない。身体から力が抜けて、持っていた紙袋を床に落とすと、その音に反応した恭介と目が合った。

　彼が他の女性と一緒にいるところなんて見たくなかった。

　逃げなきゃ。一刻も早くここから去りたい。

　もうそれしか頭になかった。

　踵きびすを返し、ドアマンのいるドアの方へ走る。

「萌、待って！」

　恭介が私に向かって叫んだが無視した。ヒールの高い靴で足が痛いけど、立ち止まるわけにはいかない。

　ただ必死でひたすら走るが、恭介も追いかけてきて私を呼び止める。

「萌、危ない！」

　恭介の声と共にガタンという大きな音が響いた。同時に、彼が後ろからタックルするように私に覆い被さってくる。そのまま床に転がると、ガシャンという衝撃音がした。

「痛い……」

　床に転がった衝撃で身体が痛い。

　なにが起こったの？

　顔をしかめながら目を開ければ、私たちの周りに人が集まってきて……。

　恭介の腕をすり抜けて上体を起こすと、彼の額から血が流れていた。

　深紅の血を見て一瞬凍りつく私。

「恭介？」

　慌てて起き上がり、恭介に声をかけるが、彼は反応せず横たわったまま動かない。

　なんで動かないの？

　気が変になりそうだった。

　私たちのすぐ横には【Merry Christmas!】と書かれた大きなプレートの残ざん骸がいがあった。どうやらこれが天井から落ちてきて、私をかばった恭介に直撃したらしい。

「恭介！　恭介、目を開けて！」

　恭介の耳元で叫ぶが、彼は目を開けない。

　嘘……だよね？　きっと悪夢でも見てるんだよね？

　そう信じたいけど、恭介の生々しい血がこれは現実だと私に教える。

「誰か……誰か救急車を呼んでください！」

　恭介の様子を見て気が動転した私は、彼の手を掴みながら声の限りに叫んだ。だが、周りに集まってきた人たちは、ただ見ているだけで動かない。

「お願い！　誰か助けて！」

　早く病院に連れていかないと、彼が死んじゃう！

　掠れる声で私はもう一度叫ぶ。

　そこへひとりの老人が現れた。ノワールで会った、あのおじいさんだった。

「早く、救急車を」

　おじいさんは近くにいたホテルの従業員に声をかけ、私のもとへ歩み寄る。そこへ総務部長もやってきて、私たちを見て慌てて駆け寄ると、恭介の腕を取り脈を確認した。

「……脈はあるようです」

　その言葉におじいさんは、「うむ」と言って頷く。

　総務部長もこのおじいさんのことを知っているようだ。

「そうか。お嬢さん、落ち着きなさい。この程度のことで恭介は死なんよ」

　おじいさんが、私に優しく声をかける。

〝恭介〟って……呼んだ。この人……ひょっとして恭介のおじいさん？　うちの会長なの？

　だが、今はそれよりも恭介の怪我の具合が気になる。脈があると聞いてホッとするも、恭介の意識が戻るのか不安で気が気じゃなかった。

　……私のせいだ。私をかばわなければこんなことにならなかったのに……。

　お願い……死なないで！

「恭介……」

　彼の温かい手を握りながら、私は救急車の到着を今か今かと待った。










嬉しい逆プロポーズ〔恭介ｓｉｄｅ〕




　萌が今にも泣きそうな顔をして俺から逃げていく。

『待て、逃げるな！』

　俺は萌に向かって叫ぶが、彼女は振り返らない。代わりに彼女の悲痛な声が耳に届く。

『来ないで！』

　そんなことを言われて、〝はい、そうですか〟と彼女の言う通りにするわけがない。俺は必死で萌を追いかけた。

　普通ならすぐに追いつくはずなのに、なぜか萌との距離は縮まらない。

　どうして追いつけないんだ？

『萌、持って！』

　呼び止めようとしても、彼女は振り返ることなく走り続ける。

　萌が走っていく道は延々と続いているように見えたが、暗闇が迫ってきて彼女に襲いかかった。だが、この距離では萌を助けることができない。

『危ない！　行くな！』

　声の限り叫んで、ハッと目が覚めた。

　……今のは夢？

　額に汗が滲む。

　目を開ければ、俺は見覚えのないベッドに寝かされていた。周囲は白い壁に天井、テレビにソファ、ベッドの横にはボタンのようなものもある。

　ここは……病院か？　……なんだか額が痛い。

　自分の額に手を触れれば、そこにはガーゼが当てられていた。

　なにが起こったんだっけ？　もう一度目を閉じて記憶を辿る。

　じいさんに呼び出されて、俺は都内の有名ホテルに向かった。俺の方もじいさんに話があったから好都合だった。

　夏を過ぎてから、縁談話が週一の割合で来るようになって、俺の怒りもマックスで……。断ろうにも、じいさんは俺の承諾なしに勝手に見合いをセッティングして、適当な理由をつけて俺を呼びつける。俺が断るのをわかっててやるのだから、じいさんの執念に呆れずにはいられなかった。じいさんは是が非でも俺を結婚させたいらしい。大人しく静観していればいいものを……。

　そんな見合いを巡る攻防をじいさんと続けているうちに十二月になり、ついに俺もじいさんと決着をつけることにした。要は俺が結婚すればいいわけで……。

　クリスマスに萌にプロポーズして、彼女をイギリスに連れていく。年末には彼女のご両親も上京するし、萌にすべてを告げるには今しかないと思った。

　五月から大切に温めてきた萌との関係。俺にとって彼女は唯一無二の存在で、結婚するなら彼女以外にはいない。

　じいさんの見合い攻撃に悩まされ、既成事実でも作って萌を無理矢理イギリスに連れていこう……なんて悪い考えが浮かんだこともあったが、それはやめた。

　俺もかなり焦っていたんだと思う。萌の意志を無視して彼女を手に入れても嬉しくはないし、子供を道具にはしたくない。

　ただでさえ、第九を聴きに行った日から彼女に避けられている。従姉の歩によると、コンサート会場で誰かから俺が水無瀬製薬の会長の孫だと聞かされたらしい。俺の素性を知っているとなると秘書課の女性社員あたりだろう。

　だが、萌のあの避けようはそれだけが理由じゃない気がする。イギリス赴任のことも知ってしまったのではないだろうか？　だから……不安で俺を避けているように感じた。

　このままでは萌に逃げられてしまう。誠心誠意自分の気持ちを伝えなければ彼女には伝わらない。

　じいさんと決着をつけたら、萌にプロポーズするつもりでいた。いい返事がもらえなくても、何度でもしようと心に決めて……。

　じいさんに指定されたホテルに向かえば、案の定、縁談の相手がいて、丁重にお断りして見送ろうとしたら、偶然萌と出くわした。後輩の結婚式があると話していたし、同じホテルが会場だったのだろう。

　見合い相手と俺が一緒のところを見た萌は、ひどく傷ついた顔をして俺から逃げた。

　あの場合、誤解されても仕方がない。萌を呼び止めて彼女の誤解を解こうとしたが、そこへ天井からクリスマスの飾りの看板が萌めがけて落下してきて……。

　萌が危ない！　それしか頭になかった。勝手に身体が動いて、彼女を掴んで……。

　で、気づいたらベッドの上。

　萌に怪我はなかっただろうか？　今はそれが一番心配だ。ナースコールをして看護師に聞いてみようか……。

　そんなことを考えていると、病室のドアがガラガラと開いて誰かが入ってきた。

「……このたびは、私のせいで……こんなことになってしまってすみません」

　悲痛な声で、萌が誰かに謝っている。

「いや。お嬢さんのせいではない。あれは事故だ。ホテル側の責任だよ」

　じいさんが優しい声で萌にそう伝える。

　うっすら目を開けながらふたりの様子を眺めていたら、突然、萌がじいさんに向かって土下座した。

「お願いします！　恭介さんを私にください！　このまま目が覚めなくても、私が一生彼を面倒みますから……。お願いします！」

　萌は床に頭がつくくらい深く頭を下げると、もう一度じいさんに懇願した。

「恭介さんを私にください！」

　そんな彼女を見て笑いをこらえるように肩を震わせるじいさん。悪趣味すぎる……そんなことを思っていると、俺の視線に気づいたのかじいさんと目が合った。俺を見てニヤリとする。この状況を楽しんでいるのだろう。

　おそらく萌は、俺が目を覚ますことがないと勘違いしていて、意地悪なじいさんは彼女のそんな様子をおもしろがり、まだ訂正していない……そんなとこだ。

　だが、今気になるのはそんなことじゃない。萌の言葉に胸を打たれた。

　こんな慈愛に満ちた逆プロポーズがあるだろうか？　俺の目が覚めなくても面倒をみるなんて……普通なかなか言えない。

　俺が萌にプロポーズするはずだったんだけどな。彼女には負ける。でも、悔しいという気持ちはなくて、ポカポカと温かいものが心から溢れてくるような……そんな不思議な感覚がした。

「恭介が欲しければ、そこで狸寝入りしている本人に聞けばいい」

　じいさんが萌を見て頬を緩めれば、彼女は「え？」っと驚きの声を漏らして俺の方に目を向けた。ゆっくり上体を起こして萌に微笑むと、彼女は目に涙を浮かべながらベッドに駆け寄って俺に抱きつく。

「……よかった。本当によかった」

　萌が安堵した様子で言う。俺のことが心配で気が気じゃなかったのだろう。

「心配かけてごめん。でも、萌に怪我がなくてよかった」

　萌の頭をそっと撫でると、ホッとしたのか、彼女は不安だった思いを口にした。

「……恭介の額から血が流れるのを見た時は……このまま意識が戻らないんじゃないかって思って……本当に……本当に怖かった」

「うん」

　俺は小さく相槌を打ち、萌の身体を強く抱きしめた。

「……ちゃんと意識が戻ってよかった」

　萌が俺を見上げて泣きながら笑う。

「看板が当たって気を失っていたようだ。念のためＣＴを撮ったがどこも異常はないし、目が覚めたら帰っていいそうだ。私はこれで失礼するが、裏口に車を待たせてあるからそれで帰りなさい」

　じいさんは俺たちにそう伝え、ドアの方に向かう。

「賢明ですね。邪魔者はさっさと消えてください」

　俺がじいさんを邪険に扱うと、彼は少しへそを曲げた。

「ふん。退散はするが、お前は早く結婚して子供を作れ」

　……まだ言うか、この人は。懲りない人だな。

「余計なお世話ですよ。それは俺と彼女の問題です」

　萌を抱き寄せて、俺は冷ややかな目でじいさんにきっぱり言う。

「……この頑固者が」

　じいさんが呆れ顔で俺を見たが、そんな彼を俺は笑い飛ばした。

「その言葉、そっくりそのままあなたに返しますよ」

「お前は……。まあいい。相田萌さん、こういう厄介な奴だが、恭介を頼みます」

　じいさんは俺の言葉に絶句しながらも、萌を見て優しく微笑んだ。

「はい」

　萌も俺の抱擁を解くと、じいさんに向かってペコリと頭を下げる。それを見たじいさんは、満足そうな顔をして部屋を後にした。

　じいさんが消えたドアを見つめる彼女の腰を掴んで抱き寄せる。

「邪魔者はいなくなったし、これでじっくり説明できる。ホテルで俺の横にいた女性はじいさんが勝手に呼んだ見合いの相手で、ちゃんと断ってるから。でも、萌を不安な気持ちにさせてごめん」

「……そうだったんだ」

　萌がホッとした顔になる。

　だが、これで俺の話が終わったわけではない。

「もう知ってると思うけど、さっきのじいさんは俺の祖父で水無瀬製薬の会長。それで落ち着いて聞いてほしいんだけど、俺……来年の四月にイギリスに赴任することになりそうなんだ」

　そう言って言葉を切ると、萌の反応を確認する。やはり赴任のことも知っていたのか、萌は驚いた様子は見せず俯いてじっと自分の手を見ていた。

「萌」

　愛おしげに萌の名前を呼んで、彼女の顎をクイと持ち上げ、目を合わせる。

「一緒についてきてほしい」

　俺は真剣な目で告げる。

「萌のいない生活なんて考えられないんだ。萌には仕事を辞めてもらうことになるかもしれないけど、俺を信じてついてきてほしい。恋人じゃなくて俺の妻として」

「……私でいいの？　後悔しない？」

　俺の目をじっと見つめながら萌は確認する。

「萌しかいらない。萌だけを愛してるし、これからもずっと愛し続けるよ」

　自分の気持ちを萌に告げると、彼女は目を潤ませながら「恭介」と呟いた。

「相田萌さん、俺と結婚してくれませんか？」

　目を細めて微笑み、改めて萌にプロポーズする。

「……はい」

　萌は感極まったのか、声を詰まらせて返事をした。

　彼女の目からこぼれ落ちる涙がキラリと光る。

　その涙を綺麗だと思うと同時に、萌への愛しさが募って、彼女をぎゅっと抱きしめたくなった。

「愛してる」

　俺は頬を伝う萌の涙を指で拭い、彼女を抱き寄せ、想いを込めてキスをする。

　頭に思い浮かぶのは、これまで萌と過ごしてきた楽しい日々。一緒に料理したり、ドライブしたり、テニスや釣りをしたり……。

　これからも彼女と同じ時を過ごして、同じ思い出を作っていきたい。死ぬまで俺たちはずっと一緒だ。

　想いが強くなって、キスも深まる。だが、ここが病室であることを思い出し、すごく名残惜しかったが俺は自制してキスをやめた。

「……マズイ。このまま病室で萌を抱いてしまいそうだ」

　俺の言葉で現実に戻ったのか、萌は恥ずかしそうにポッと頬を赤く染める。

「あ……」

「そろそろここを出ようか。諸手続きはじいさんが済ませてくれたみたいだし」

　クスリと笑って病室を出ると、ナースステーションにいる看護師に礼を言い、病院の裏口に回る。じいさんの言っていた通り、黒塗りの車が病院の前に停まっていて、運転手が俺たちを出迎えた。

「恭介様ですね。お待ちしておりました」

　おそらく、じいさんのお抱えの運転手なのだろう。なんとなく見覚えがある。

　萌と一緒に後部座席に乗り込むと、運転手は静かに車を発進させた。

「額の傷痛い？」

　萌が手を伸ばして俺の額にそっと触れる。

「少しね。でも、たいしたことないよ」

　俺は萌に向かって笑ってみせる。

　萌が怪我をするのに比べたら全然いい。ちょうど前髪も伸びてきたし、ガーゼを取ってしまえば傷も目立たないはずだ。

　車は俺の自宅へ向かっていると思っていたが、気づけば目め黒ぐろにある会員制の高級ホテルの前に停車した。ここは俺も一度だけ来たことがあるが、大物政治家や経済界のトップ、海外の王族といったＶＩＰ御用達のホテルで、紹介がなければ一般人は宿泊できない。じいさんも特別な客が来た時に利用するらしい。

「こちらが部屋のキーです。源一郎様からお好きなだけ滞在するようにと言いつかっています」

　運転手が振り向いて、俺にカードキーを手渡す。

「好きなだけね」

　俺は運転手の言葉に苦笑する。

　じいさんなりの詫びなのだろうか？　散々迷惑をかけられたし、どうせなら萌のご両親が上京する時まで利用してやろう。

　萌と一緒にホテルに入り、コンシェルジュにキーを見せると、最上階にある部屋へ案内された。

　ベッドルームがふたつにバスルームもふたつ、おまけに二十畳近い広いリビングがある特別スイート。じいさんの指示なのか、リビングにキャスター付きのハンガーラックが置かれ、俺と萌の新しい服が何着か用意されていた。

　準備のいいことで……。

　ちらりと腕時計に目をやれば、時刻は午前零時過ぎ。辺りはしんと静まり返っている。

「……すごい。ホテルの部屋っていうより、もう家ですね」

　萌は感嘆の声をあげると、街を一望できる大きな窓の前に立った。

　ホテルの建物の横には広い庭園があって、素敵なイルミネーションが俺たちの目を魅了する。

「綺麗だね」

　俺は背後から萌を抱きしめ、彼女の耳元で囁いた。

「ホテルもすごく素敵ですね」

「じいさんからのクリスマスプレゼントかな」

　俺がクスッと笑うと、萌がなにか思い出したのか「あっ！」と声を出して俺の腕をすり抜け、自分の荷物の中から紙袋を取り出して俺に差し出した。

「日付もちょうど二十四日に変わったから……」

「俺に？　なんだろう？」

　萌から紙袋を受け取り、ラッピングを開ければ、そこには紺色のマフラーが入っていた。

「ひょっとしてこれ……萌が編んだの？」

　驚きと感動。

　胸がジーンとするのを感じながらマフラーを手に取り、彼女に目を向ける。

「初めてで上手くできてないかもしれないけど……」

　萌は、俺を見て恥ずかしそうに小声で答えた。

「萌が作ってくれたものならなんでも嬉しいよ」

　萌に向かって破顔すると、俺は早速マフラーを首に巻いた。

「うん、温かい」

　萌を抱き寄せ、窓の外のイルミネーションを眺める。

「でも、やっぱり……萌が一番温かいな」

「私って湯たんぽなんですか？」

　萌がすかさずツッコむ。

「そう。俺専用の湯たんぽ」

　俺は萌を見下ろしながらニヤリとした。

「ひどい」

　萌が上目遣いに俺を見て、わざと拗ねた顔をする。

　その時、ちょうど雪が降り始めた。

「ほら、見て。雪が降ってる」

　俺は窓の外を指差して萌に教えた。粉雪がヒラヒラと舞っている。

「あっ、ホントだ。綺麗……」

　ふたりで雪を眺める。

　クリスマスイブに相応しい妖精のようなかわいい雪。

「萌の逆プロポーズすごく感動した。俺も、健やかなる時も、病める時も、ずっと萌の側にいるから」

「恭介……」

　萌は俺をじっと見つめながら涙ぐんだ。

　それは永遠の約束。神に誓う前にまず萌に伝えたかった。

「萌、愛してるよ」

　心を込めてそう囁くと、身を屈めて萌に口づける。

　恋人たちの夜はまだ終わらない。

　幸せに満ちた時間はこの後も続いた。




　朝目覚めると、萌は俺の腕の中ですやすや眠っていた。

　ベッドサイドの時計を見れば、午前七時過ぎ。俺たちが眠ったのは午前三時過ぎだから、まだ四時間しか経っていない。

　俺が怪我をしてすごく心配しただろうし、夜は俺がなかなか寝かせなかったし、さぞかし疲れているのだろう。これならなにをされても起きないに違いない。

　俺はそっとベッドを出ると、クローゼットを開けて、スーツのポケットの中を探る。

「あった」

　ポケットの中に忍ばせておいた小さな箱を掴んで取り出し、箱を開けた。

　それは、昨日の昼に銀座の宝飾店に立ち寄って萌のために選んだ婚約指輪。プラチナの台にまるで銀河のようにダイヤがちりばめられ、丸いフォルムをしている。定番の一粒ダイヤの指輪もいいが、こちらの方が毎日つけてもらえるし、品もあっていいかと思った。

　指輪を手にベッドに戻り、萌の左手を取る。

　彼女の指のサイズはすでに確認済み。ぴったり合うはず……。

　少し緊張した面持ちで、萌の薬指に指輪をはめる。

　よかった、ぴったりだ。

　萌の指に光る指輪を眺め、満足げに微笑む。

　気分はサンタ。

　彼女が寝ている間にプレゼントを贈るのは俺だけでありたい……。










ずっと彼の側に……




　クリスマスは終わってしまったけど、今の私は幸せいっぱい。なぜなら、私の左手の薬指には、恭介からもらった婚約指輪がキラキラ輝いているから。

　イブの日、朝起きてなにげなく目をこすったら、左手の薬指に見覚えのない指輪がはまっててびっくりした。それまでボーッとしていた頭が一気に覚めて……。

　私が指輪をまじまじと見つめていたら、横にいた恭介は『サンタが来たんじゃない？』って笑っておもしろそうに私の様子を見ていた。

　まあ犯人はサンタではないのはよくわかっている。恭介しかいない。

　すごく嬉しかった。だから、自分からチュッと彼に口づけた。

　いつもなら絶対にあり得ない行動。私って浮かれてると結構大胆になるようだ。

　その後、『それじゃあ足りないよ』って悪魔な顔で恭介に言われて、ベッドからしばらく出してもらえなくなったけど……。

　指輪なんて男の人にもらったのは生まれて初めてだし、しかもこんなに素敵な指輪見たことない。

「えへへ」

　うっとりしながらじっと指輪を見つめる。

　なんか……この指輪見てるだけで、ご飯何杯も食べられるかも。顔がニマニマしちゃう。

　実際、美奈ちゃんの結婚式の日まで食欲がなくて体重が落ちてたんだけど、イブを過ぎてから食欲が戻って血色もよくなった。

　それにしても、いろいろあった週末だった。恭介の額の傷は三センチほど縫ったけど、傷も浅くて二週間もすれば治るらしい。傷は前髪で隠れているし、言われても怪我をしているとはパッと見ただけではわからない。

　なかなか目覚めなかった彼が植物状態になったらどうしようって死ぬほど悩んだけど、私の早合点で済んで本当によかったと思う。

　病院の救急で待っている時間は本当に地獄で、私が代わってあげることができればって何度も何度も唇を噛みしめながら思った。恭介の親族ではない私は病院の先生の話を聞くこともできなかったし……なにも情報が入ってこなくてすごく不安だった。

　彼をずっと避けていたことをどれだけ後悔しただろう。恭介は身体を張って私を守ってくれたのに……。

　会長に恭介をくださいってお願いしたあの時の気持ちに嘘はない。彼がどんな姿になっても、私が一生守ろうと思った。

　だから、私はもう迷わない。これからずっと恭介の側にいて支えるんだ。

　永遠に……。

「相田さん、ピザＬサイズ三箱でよかったっけ？」

　田中君がピザのパンフレットを片手に私のデスクまでやってくる。

　物思いに耽ふけっていた私は、ハッと我に返った。

「……うん、それくらいでいいと思う。お寿司と中華のオードブルも頼んでるし」

　今日は仕事納めの日。午前中で仕事を終え、今は大掃除の真っ最中。それが終われば、次は納会の準備と慌ただしい。

　納会は、定時過ぎくらいから部署毎に行われる。会議室などで寿司やピザなどの出前を取って会食をし、他の部署にも挨拶回りするという行事。お酒も入るので無礼講だ。

　今年社内で表彰された人や上司がその費用を負担してくれる。うちは真木さんや恭介を筆頭に表彰者が数名いて内容も豪華だ。お寿司は銀座の有名店の特上寿司、海外の高級シャンパンに日本酒、ビールにケーキ。

　外に食べに行くのもいいけど、同僚たちと会議室でワイワイやるのも楽しい。

　幹部クラスが被り物をして各部署を回り、みんなを笑わせたりして周囲を和ませるのも毎年恒例だ。ちなみに去年、総務部の部長はどこで仕入れてきたのか謎だったけど、マヨネーズの被り物をしていた。

「なにを頼めばいいかな？　俺、こういうの迷うんだよね」

　田中君はピザのメニューを眺めながらハーッと溜め息をつく。

「自分の好きなの頼めばいいんだよ。シーフードスペシャルとか、マルゲリータとか、ツナコーンマヨネーズとか」

　自分のデスクの引き出しを整理しながら、適当にピザの名前を口にする。

「なるほど。じゃあ、それにしよう。シーフードにマルゲリータにツナコーン……シーフードマルゲツナコーン……」

　田中君はブツブツ呟きながら自席へ戻っていく。

　なんか呪文唱えてるみたいで不気味なんですけど……。私が適当に言ったので決まりなのかな？　……田中君って自分で決められないタイプ？

「あっ……相田さん、生地はどれがいいんだろう？　なんかチーズ入りもあるんだけど……」

「普通のでいいんじゃない？」

　私がそうアドバイスすると、田中君は首を傾げた。

「普通？」

「ふっくらした生地のやつだよ」

　私が笑顔で言うと、田中君は独り言のように呟いた。

「ああ。……これかあ」

　……大丈夫かな？

　一抹の不安を覚えながらも、私は掃除道具を取りに倉庫に向かう。倉庫がある場所は通路が暗くて私はあまり好きじゃない。

　倉庫から雑巾数枚とバケツを取ってオフィスに戻ろうとすると、途中の通路で社長秘書の水木さんに出くわした。

　あっ……嫌な人に会ってしまった。

　あの第九の日の出来事がよみがえる。

　軽く会釈をして行こうとすると、水木さんに呼び止められた。

「あら、相田さん、今、真木さんと高橋さんはいるかしら？」

「ふたりとも取引先の挨拶回りに行っていてまだ戻ってきません」

　水木さんを警戒しながらも、私はいつもと変わらぬ様子で答える。

「そう。ところで、もう高橋さんはイギリスに行く準備をしてるのかしら？　別れ話はもう出た？」

　澄まし顔で水木さんは嫌みを言う。

　恭介と付き合っている以上、こういう嫌がらせは我慢しなければならない。それに、真実は私と恭介が知っていればいいことだ。もう私はこんなことで動揺しない。

　雑巾とバケツを一旦床に置くと、私はしっかりと水木さんを見据えた。

「高橋さんの話はまだオープンになったわけではありませんし、ここで話すべきではないかと思います」

　ちゃんと言えた。恭介がいるから、私は強くなれる。

　彼からもらった指輪をそっと撫でた。

「相田さん……あなたね……」

　水木さんが憎らしげに私を睨みつける。

　うわっ、怖い。顔が般はん若にゃのお面のようになってるけど……。

　そこへ、意外な人物の声が響いた。

「水木さん、そういう中傷はみっともないよ」

　それは、普段は穏やかな田中君で……。口調は優しいが、その目は明らかに水木さんを非難していた。

「……わ、私はただ彼女を気遣っただけよ！」

　水木さんは狼狽えながらも、田中君の言葉を、声を荒らげて否定する。

「そこ、なにを揉めてるの？」

　その時、恭介の声が聞こえてきた。出先から戻ってきたところらしく、真木さんと一緒に、私と水木さんの間に割って入る。

　彼は周囲に気づかれないように、私の手をほんの一瞬握ってくれた。〝もう大丈夫だから〟と言ってくれてるみたいで……ホッとする。

「水木さんの声、エレベーターの前まで聞こえてきたけど、なにがあったのかな？」

　真木さんは柔らかな笑みを浮かべ、水木さんに目を向けた。その目はどこか威圧的で怖い。

「なんでもありません。ちょっと誤解があっただけで……」

　真木さんの追及に、水木さんの声はしりすぼみになる。

　田中君はそんな彼女を冷ややかな目で見ると、真木さんと恭介にはっきり告げた。

「水木さんは相田さんにあることないこと言って、相田さんを困らせてたんです」

　田中君の言葉にその場がシーンとなる。

　最初に、その沈黙を破ったのは恭介だった。

「へえ、具体的にはどういった内容なのかな、田中？」

　魔性のような笑みを浮かべる恭介。その迫力に、田中君はゴクッと息をのむと、ためらいながらも水木さんが私に言った言葉を口にした。

「……高橋さんから別れ話は出た？とかなんとか……」

　田中君の説明に水木さんは顔色を失う。

「なるほどね。水木さん、君の仕事ぶりは評価するけど、そのおしゃべりな口は慎むべきだと思うよ。自分の首を締めることになるからね」

　恭介がニヤリとしながら毒を吐く。

　彼の台詞を聞いて、水木さんは凍りついた。

　恭介……すごく怒ってる。この様子だとネチネチと水木さんをいたぶりそうだ。水木さんが再起不能になりそう。

　険悪なムードでグローバル推進課のメンバーが水木さんを囲んでるのは絵面的によくないし、恭介に変な噂が立っても困る。彼を止めなくては……。

「高橋さん……」

　小さく呟いて恭介の手を掴んだその時、真木さんがなにか思い出したように口を開いた。

「あっ、水木さん、そういえば総務部長が君を探してたよ」

　それを聞いた水木さんは、無言でそそくさとこの場を立ち去っていった。

　真木さんが彼女に助け船を出したのかなって思ったけど、真相は違ったようだ。

「嫌な思いさせてごめん。まあ、来年からは彼女の顔を見ることはないから大丈夫だよ。おそらく、今日総務部長から地方の支社に出向の内示があるだろうから」

　恭介は優しい笑顔でそう告げるが、私は彼の言葉にゾゾッと背筋が寒くなった。それは、近くにいた田中君も同じようで、彼の顔は引きつっている。

「まあ、自業自得だな。傍若無人もいいとこだし。島流しになっても、あの性格は変わらないとは思うが。お前が裏で手を回した？」

　真木さんはダークな笑みを浮かべ、恭介を見る。

「いいえ、実務に復帰した会長が、彼女のことをよく思わなかったようですよ」

　恭介は微かに口角を上げながら言った。

「ふ～ん、そういうことにしておこうか」

　真木さんはすうっと目を細める。

　このふたり……真っ黒すぎるんですけど……。これ以上、この話を深く聞いてはいけないような気がする。

「……そ、そういえば、田中君は私を探しに来たの？」

　話題を変えたくて、私は田中君が手に持っているピザのメニューに目を向けた。

「あっ、ピザのソースなんだけど、トマトソースとホワイトソースどっちがいいのか相談したくて」

　田中君が困り顔で手に持っていたメニューを広げて私に見せる。

　さっき水木さんに対峙していた彼はどこに消えてしまったのだろう？

　私は苦笑しながら「トマトソースでいいんじゃない？」と適当に答えた。

　ソースくらいで悩んでいては、いつまで経っても注文できない。田中君って頼りになるのかならないのか、よくわからないな。

「わかった。ありがとう、相田さん」

　田中君がホッとした顔で私に微笑む。

「いえ、こちらこそ、かばってくれてありがとう」

　私がニコッと笑ってお礼を言うと、恭介が私の肩を抱いて田中君に向き合った。

「田中、俺からも礼を言うよ。萌を守ってくれてありがとう」

　爽やかに笑うが、その笑顔が黒いと思うのは私だけではなかったようで……。

　恭介にお礼を言われた田中君は、ハハッと乾いた笑みを浮かべながら後ずさりしてオフィスへ戻っていく。真木さんも恭介に向かって、「お前、相田さんに指輪渡したと思ったら、すっかり旦那気取りだな。田中、怯えてたぞ」と呆れ顔で言った。




　三人でオフィスに戻り、しばらく掃除をしていると、真木さんに呼ばれた。

「高橋、相田さん、ちょっとミーティングルームに来て」

　なんだろう？

　首を傾げながらミーティングルームに恭介と共に入ると、真木さんは近くにあった椅子に腰かけた。

「本来は部長が伝えるべきなんだけど、所用でいないので俺が代わりに言う。すでに知ってるかもしれないが、高橋と相田さん、来年の四月からロンドン支社に行ってもらうから」

　真木さんの発言に一瞬私は耳を疑った。

　恭介が行くのは知っている。でも、私も……？

　え？　ええ～？

　真木さんも恭介もニコニコ顔。

　この顔……どうやら恭介は、私の赴任のことを知っていたようだ。

「……高橋さんだけじゃなく私もって本当ですか？」

　私は赴任の話が信じられなくて真木さんに確認する。

「会長の配慮らしいけど、俺も相田さんのこと推したんだよね。女性にもやる気があればどんどん海外に行ってもらいたいし、相田さんも高橋が一緒なら心強いかと思って。年明けからもっと忙しくなると思うけど、ふたりで頑張って」

　頑張って、って……。私がまさかの海外赴任～！　嘘でしょう～！

　実は納会の後に、仕事を辞めることを真木さんに相談しようと思っていたのに……。まったく予想もしていなかった展開に、頭はパニック。

「か、海外で仕事なんて無理ですよ～」

　泣き言を言うと、横にいた恭介が私を安心させるようにニコッと微笑んだ。

「そんな顔しなくても大丈夫。赴任しても俺と同じ部署だし、今まで同様俺がサポートするから」

　恭介の言葉に真木さんがにこやかな顔で相槌を打つ。

「そうそう、心配いらない。相田さんなら向こうでも上手くやっていけるよ。有能な上司の言葉を信じなさい」

　なんだろう？　このふたりがそう言うなら大丈夫な気がしてきた。

　私が信頼するふたりだもん。いい加減なことは言わない。

　恭介と真木さんに背中を押され、私は決意する。

「私、一生懸命頑張ります」

　不安はあるけど、恭介がいてくれるならきっと大丈夫。

　真木さんや会長のご配慮に感謝します。

「真木さん、ありがとうございます」

　私は真木さんの手を握ってお礼を言った。

「社内に知らされるのは年明けだから、それまではここだけの話ってことで」

　真木さんが優しい目をして微笑む。

「はい」

　恭介と視線を合わせ、明るく返事をした。

「相田さんの後任探さないとな。いい人いたら俺に紹介して。できればかわいい子」

　ニヤッと笑いながら言う真木さんの要望を、恭介は冷たい眼差しで跳ねのける。

「かわいい子は余計じゃないですか？　そういうのはプライベートで見つけてくださいよ」

「ふん、お前には言われたくないね。俺がお前たちのキューピッドだということを忘れるなよ」

　長い足を組みながら真木さんは恭介を睨みつけ、恩着せがましく言う。

「かわいくないキューピッドですけどね」

　恭介は真木さんをまじまじと見つめ、ククッと笑った。




　それから納会が始まり、宴もたけなわとなった頃、真木さんがパンパンと手を叩いて言った。

「みんな、高橋からなにか報告があるらしい」

　どこか意地悪な笑みを浮かべる真木さんを、恭介は鋭い目でキッと睨みつける。どうやら真木さんの無茶ぶりらしい。

　だが、そこで場を白けさせる気はなかったのか、恭介は横でお寿司を食べていた私の手を掴んだ。

　え？　なに？

　私が恭介を見上げると、彼はみんなに向かって笑顔を作る。

　ん？　なんか嫌な予感。

「このたび、相田萌さんと婚約しました」

　恭介は自慢げに私の指輪をみんなに披露すると、恭うやうやしい仕草で指輪にキスをする。

「……恭介？」

　私は恭介の行動に驚いて、つい彼を下の名前で呼んでしまった。

　お陰で会場は大盛り上がり。納会が終わるまで、私はみんなから質問攻めにあった。終始私の顔が茹でダコのように真っ赤だったのは言うまでもない。

　真木さんに文句を言ってやろうとしたら、「幸せにね」って優しい上司の顔で言われて、思わず泣いてしまった。私の肩を抱きながら恭介が「萌は涙腺弱いよね」ってクスッと笑う。

　そんな私たちをみんなが「おめでとう」と祝福してくれて、感動で胸がいっぱいになった。




　年末、私の両親が上京してきた。私と恭介はうちの家族と共に、クリスマスに泊まったあの豪華なホテルの中にある懐石料理のお店で食事をしていた。

「いやあ、このたびは卓の就職の件で、本当に高橋さんにはお世話になりました」

　父が恭介に向かって深く頭を下げる。

「いえいえ、僕は大したことはしてませんよ。頭を上げてください。就職が決まったのも卓君の実力と人柄によるものです」

　恭介はにこやかに笑いながらも姿勢を正す。

「お父さん、頭を下げなければいけないのは僕の方です」

「は？」

　恭介の言葉に驚いて父が顔を上げると、恭介は綺麗な所作で頭を下げた。

「萌さんを……お嬢さんを僕にください」

　私も恭介の横で父に頭を下げる。

「お父さん、お願いします」

　父は「ええ～？」と素っ頓狂な声をあげて目を丸くした。

　そりゃあ驚くよね。恋人がいることも伝えてなかったし……。

「あらあら～、なんて嬉しいお話。こんなイケメンが萌の旦那様になってくれるなんて」

　母は嬉しそうに両手を頬に当てる。

「いや……だが……高橋さんは会長のお孫さんで……付き合いが大変なんじゃあ」

　手放しで喜ぶ母とは対照的に父は困惑顔。

「その点はご安心ください。祖父も萌さんのことをとても気に入ってますし、僕が世界を敵に回しても彼女のことは守りますから」

　恭介は父を安心させようと、自分の決意を真剣な眼差しで伝える。

　そんな彼の言葉に母は興奮したのか、ひとりはしゃいでバシバシと父の背中を叩いた。

「きゃー、『世界を敵に回しても』ですって。素敵ねえ」

「だが……」

　父は渋い顔でなかなか首を縦に振ってくれない。

　そこへ、頼れる弟が口を挟む。

「俺も水無瀬製薬に入るし、恭介さんと一緒に萌姉を助けるからなにも問題ないよ。ここで『お願いします』って言わないと、萌姉、尼寺に行くかもしれないけど、それでいいの？」

「尼寺はいかんなあ。……う～ん」

　父は顎に手を当て悩む。

「萌さんは僕が必ず幸せにします。イギリスには僕も一緒に行きますし、ご安心ください」

　恭介がとびきりの笑顔で微笑むと、父をドンと押しのけ、母が彼の両手を掴んで言った。

「頼もしいわあ。萌がイギリス赴任って聞いた時はすごく心配だったの。萌をよろしくお願いします」

　母は父を無視して満面の笑みで私を恭介に託す。

「私のことは〝真ま佐さ子こさん〟って呼んでね。息子にそう呼ばれてみたかったの」

　フフッと恋する乙女のように頬をピンクに染める母に卓がツッコむ。

「母さん、俺は実の息子なんだけど一度もそんなこと……」

「あんたはいいのよ」

　母は卓の口を押さえ、恭介に向かって「オホホ、お気になさらず」と笑う。

「お父さんも認めてくださいますか？」

　母にぞんざいにあしらわれていじけていた父に、恭介は優しく声をかける。そんな恭介の心遣いにジーンときたのか、父は涙ぐみながら恭介の手を強く握った。

「萌を……よろしくお願いします」

「ありがとうございます、お父さん。萌さんを必ず幸せにします」

　父が認めてくれて、恭介は晴れやかに笑う。

「お父さん、お母さん、……ありがとね」

　私も感極まって涙を流すと、恭介が私の涙をハンカチで拭いながら笑顔で言った。

「萌のそういうところ、お父さんに似たんだね。萌のご両親に認めていただいてホッとしたよ」

「私も」

　恭介と目を合わせ、微笑み合う。

「次は俺の両親だな」

「そうだね」

　恭介の言葉に幸せいっぱいの顔で相槌を打った。




　彼のご両親に会うのはまだ先の話だと思っていたけど、年明けすぐに、私と恭介はご両親が暮らすアメリカのヒューストンに行った。恭介のお父様はＮＡＳＡのエンジニアで、お母様はミステリー作家。とても素敵なご両親で、恭介との結婚を心から喜んでくれた。

　正月休みが終わり、会社が始まると、真木さんが言っていたように忙しくなった。一月と二月は恭介と一緒にイギリスに出張し、現地のスタッフたちと挨拶を交わしたのだが、英語でのコミュニケーションも思ったよりスムーズに取れて安心した。

　三月は真木さんが企画部から引き抜いてきたかわいい女の子に業務を引き継ぎ、恭介と共にグローバル推進課のみんなに笑顔で送り出された。

　そして月が変わって四月の今……私と恭介はロンドンにいる。

　私たちが住んでいるのは、会社から少し離れた高級住宅地にあるレンガ造りのお洒落な二階建ての家で、間取りは５ＬＤＫ。家主は会長で、ロンドン勤務の間、私たちに無償で貸してくれるそうだ。会長なりの結婚祝いらしい。

「萌、朝食できたよ」

　恭介が私に声をかけ、チュッと羽のようなキスをする。

　彼のキスでハッと目が覚めると、私は慌ててベッドから飛び起きた。

「嘘……。今、何時？」

　私はそう聞きながらも、ベッドサイドの時計を見る。

「七時だよ」

　恭介が蕩けるような笑顔で答える。

「あ～、ごめんなさい。朝食作ろうと思ってたのに……」

　ショック……。私はベッドの上で頭を抱えた。

「時差ボケがまだ治ってないんだから無理しない。睡眠はしっかり取らないとね、奥さん」

　恭介は優しく微笑むと、私にとびきり甘いキスを落とす。

　そう、私たちは日本を発つ前に婚姻届を提出し、私は〝高橋萌〟になった。

　結婚式は、お互いの家族をイギリスに呼んで夏に行う予定。

　憧れだった彼は、今……私の旦那様となって隣にいる。

　これから、恭介とのドキドキの結婚生活が始まる。

　終わりはない。

　病める時も、健やかなる時も、私は彼の側にいる。

　ずっと……。
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　朝食の後、リビングのソファに座りながら雑誌を見ていると、テーブルの上に置いていたスマホが鳴った。

　誰だろう？

　そう思いながら電話に出ると、よく知った声が耳に響いた。

《元気にしてる？　お腹の赤ちゃん？　ついでに萌姉も？》

　……卓だ。からかうようなその声を聞いて思わず口元が綻ぶ。

「元気だよ。母子共にね」

　自分のお腹を撫でながら笑顔で答える。

　そう、私は今妊娠六カ月の妊婦。

　去年の三月に入籍した私と恭介は、その年の七月に赴任先のロンドンで結婚式を挙げた。結婚すれば次は子供って話に当然なるわけで、子供のことは恭介とじっくり話し合った。

　私はイギリス赴任中は子作りせず、日本に戻ってからでいいかって思ってたんだけど、恭介のひと言で我が家の方針が決まった。

『子供って授かりものだから、自然任せでいいんじゃない？　日本に戻ってからって考えると、それがストレスになるかもしれないよ』

　確かに日本に戻る時は三十歳に近くなってるし、妊活頑張らなきゃって自分にプレッシャーを与えそうだと思った。ここは異国の地ではあるけれど、恭介がいるし、会社で入っている保険もあって安心。

　というわけで、子供は〝作る〟ではなく〝できたらいいね〟っていうのが私たちのスタンスだったんだ。

　そして、今年の八月に妊娠が発覚。特に妊活もしていなかったし、まさに授かりものという感じだ。

《それはよかった。悪阻つわりは落ち着いたの？》

　卓の珍しく気遣わしげな声に、悪阻でつらかった日々のことを思い出す。

「うん。今は落ち着いた。逆に食欲ありすぎて怖いよ。生クリームたっぷりのケーキ、ホールで食べたくなるもん」

　悪阻にはかなり苦しんだ。大好きな香ばしいパンやコーヒーの香りがしただけで吐き気がして、どれだけトイレで吐いただろう。

　なにも食べられなくて体重が十キロも減ったんだよね。当然、仕事はできなくて、一カ月も休んだ。

　今はフレックスを使って働いているけど、自分の体調優先だ。そこは恭介にも強く言われている。

『仕事のことは心配しなくていいから、萌は気分が悪いと思ったらすぐに休むこと』

　上司が夫だと、こういう時にすごくありがたい。恭介はいつも私のことを気にかけてくれていて、少し顔色が悪くなるとすぐに休みを取らされるんだよね。私よりも私の体調を彼はわかっている。

　いや……それだけ、私のことを注意して見ているってことなんだろうなあ。

《萌姉ならケーキをホールで食べそうだけど、お腹の子のこと考えてよ》

　弟に注意され、少しムッとした。

「そこはちゃんと考えてるよ」

　卓は、電話の向こうでクスリと笑う。

《どうだか？　今日は家でまったり過ごすの？》

　なぜそんなことを聞くんだろう？

「午後は、妊婦検診」

《へえ、土曜も病院やってるんだ》

　卓は意外そうに言う。

　まあ、日本でも土曜日は休みだったり、午前中しかやらない病院が多いもんね。

「そうなの。土曜なら恭介も一緒に病院行けるし」

《それってさあ、萌姉だけ特別なんじゃねえの？》

「そんなわけないじゃない。他の患者さんだっているよ。なんでそんなこと言うの？」

　理由を聞くと、卓はおもしろそうに、こちらがギョッとするような話をした。

《噂で、うちの会長が萌姉が通ってる産婦人科に特別チームを作ったって聞いたよ。大事なひ孫の命がかかってるし、あり得る話かなって思ったんだけど》

「ははは……まさか」

　卓の言葉を否定したけど、思い当たる節はいくつかある。

　今、私を担当してくれているのは産婦人科では有名な日本人の先生で、私が妊娠してすぐにロンドンに赴任してきたらしい。恭介と『すごくラッキーだったね』って喜んでたんだけど……。

　これは、恭介も一枚噛んでるような気がしてきた。

　しかも、病院のスタッフはみんな親切だし、私の周囲にいるのは日本語が話せるスタッフばかりだ。こちらへ来て日常会話は問題なく話せるようになったけど、難しい医療用語はわからないからすごく助かった。やっぱり最初の妊娠って不安だもん。

　普通、イギリスでの出産というと、私のように恵まれた環境で受診するのは難しい。公立の病院は無料で出産できるらしいけど、妊娠したと思ってもすぐには診てもらえない。いろいろ手続きを踏まないと受診できないのだ。出産する時も、陣痛の間隔がかなり短くなってからでないと病院に受け入れてもらえないらしいし、出産後もすぐに退院しなくてはいけない。

　逆にプライベートの病院に行けば、お金はかなりかかるけど、手厚いケアを受けられる。

　私が通っているのは、水無瀬製薬と契約しているプライベート病院。うちの医薬品も卸しているから強いパイプがある。総合病院だし、万が一のことが起きてもなにかと安心だ。

　しかも、ハイドパークの近くにあって環境もいい。いつも検診の後は、ハイドパークを散歩して帰る。広い公園だし、リスも見られて楽しいのだ。

《俺としては萌姉が無事に出産してくれればそれでいいけどね。俺にとっては初甥か初姪になるわけだし。恭介さんはどっちがいいって言ってるの？》

「無事に生まれてくれればどっちでもいいって。私は男の子がいいかなあ」

《あれっ？　俺が弟で男の子は懲りたかと思った》

「恭介の子供なら優秀な子だよ、きっと」

　確かに弟とは小さい頃よく口喧嘩をしていたから、妹がよかったと母に文句を言った記憶がある。でも、それとこれとは話は別だ。

　恭介の子だもん。いい子に決まってる。それに、恭介に似てイケメンに違いない。大きくなったら親子で買い物して、『彼氏ですか？』って言われたりして！

《萌姉の遺伝子もミックスされるんだけど、忘れてねえ？》

　卓にツッコまれてハッと我に返り、言い返す。

「恭介の遺伝子の方が絶対優性だもん」

　私の台詞に妙に納得する卓。

《ああ、恭介さんの遺伝子は最強って感じする。萌姉の遺伝子蹴散らしそう。検診の後は、予定決まってるの？》

　今日はやけに私の予定を知りたがるなあ。そんなに私が無茶すると思っているのだろうか？

「夜は恭介と一緒に、前の上司だった真木さんとホテルで食事することになってるの。出張でこっちに来てるんだって」

《今、海外事業部の部長さんだっけ？　すごいやり手だって聞くけど、俺も会ってみたいなあ》

　そう、今年の四月に真木さんは海外事業部の部長に昇進した。

「日本にいるんだからいつでも会えるよ」

《下っ端の研究者が、気軽に本社なんて行けるわけないじゃん》

「……卓にしては現実的な発言」

『俺様なら社長にだって簡単に会える』とか言いそうなのに……。

《意外そうに言わないでくんない？　俺だって今はちゃんとした社会人なんだよ》

「卓も成長したね」

《おい……》

　しみじみ呟くと、卓が呆れた声で抗議する。

　ちょうどその時、書斎にいた恭介がリビングにやってきて、背後から私の両肩にポンと手を置いた。

「誰とそんな楽しそうに話してんの？」

　恭介の質問に、彼の耳元で囁くように答えた。

「卓だよ」

　恭介の声が聞こえたのか、卓が興奮気味に言う。

《あっ、恭介さん、近くにいんの？　萌姉、恭介さんに話あるから代わってよ》

　……もう、恭介信者なんだから。

「はいはい、わかりました。恭介、卓が話あるって」

　スマホを恭介に差し出すと、彼は「なんだろうね？」と、穏やかな笑みを浮かべながら受け取った。恭介もソファに座り、私の横で卓と楽しげに話し出す。

　いや、正確にはにこやかに卓の話に相槌を打っているといった感じだ。

　一体弟はなにを恭介に話しているのだろう。今やってる研究の話でもしてるのかな？

　去年、卓は妊娠検査薬の研究に携わったみたいで、試作品の検査薬を自信作と言って私に一ダースも送りつけてきた。私には嫌がらせにしか思えなかったけど、恭介は『卓ってかわいいよね』って温かい目で笑ってて……。

　しかも、卓は恭介に電話でその検査薬の精度について一時間も力説したらしい。それでも恭介は嫌がらず、逆に卓を褒めたのだから感心する。

　ホント、義理の兄弟とはいえ、すごく仲がいいなって思った。

　ふたりを見てるとたまに妬けちゃうもん。

　再び雑誌を手に取りながらそんなことを考えていたら、恭介の腕が腹部に回ってきて私を引き寄せた。卓と電話で話しながら、私のお腹をそっと撫でる。

　驚いて雑誌から顔を上げると、恭介と目が合ってドキッ。そんな私に顔を近づけて、彼は口づける。

　甘い……キス。

　卓には見られないってわかってはいても、ふたりでこんな風に親密にしてるのがバレたらって思うとドキドキしてしまう。

　変な声が出ないようにしないと……。

「わかった。じゃあ、また」

　恭介はそう言って卓との通話を終わらせると、澄まし顔で私にスマホを返す。

「萌、ありがとう。頰が赤いけどどうしたの？」

　恭介の目が悪戯っぽく笑ってる。

「だ、だって、卓と電話で話してるのに、あんなキスするんだもん。卓にバレるんじゃないかって……」

「キスってこんなキス？」

　クスッと笑みをこぼすと、恭介は私の頰に手を添え、その柔らかい唇を重ねてきた。ゆっくりと目を閉じ、彼のキスに応える。

　トクンと高鳴る私の心臓。

　結婚して二年目なのに、彼の口づけに胸がキュンとなるのは相変わらずだ。おばあちゃんになってもそれは変わらないだろう。

　だって、私は毎日恭介に恋している。彼が朝起きて私にキスするたび、十代の女の子みたいに身体がドキドキして熱くなって……。そんな私を恭介は愛おしげに見つめるのだ。

「愛してる」

　恭介の囁きに、胸がジーンとなる。

　思わず涙ぐむ私を見て、「妊娠してますます涙腺緩くなったね」と優しく言うと、恭介は私の涙を唇で拭った。

「幸せだからだよ」

　恭介の目を見つめ、微笑む私。

　もし海外事業部に異動にならなかったら、今、彼の側に私はいなかったかもしれない。

　恭介とふたりで過ごした日々が脳裏に浮かぶ。

「こうして恭介といるのが、まるで夢みたい」

　どこか夢見心地の私を見て恭介はクスッと笑い、私を抱いたままソファに寝そべった。

「またそんなこと言ってる。困った奥さんだね。これでもまだ夢だって言える？」

　恭介は私の頭に手をやると、横になったまま顔を近づけ、今度は時間をかけながらゆっくりキスをする。

　愛で包み込むようなその優しいキスに、彼の深い愛を感じた。

　結婚してからの恭介は心の余裕もできて、より素敵な男性になった。イギリスにいても彼は相変わらず女性にモテモテだけど、昔のように私が不安に襲われることはない。

　それは、恭介が私を誰よりも愛してくれているのを知っているから。それに、私も海外赴任や妊娠を経験して、精神的に強くなったんだと思う。

　キスを終わらせると、恭介はニヤニヤしながら聞いてきた。

「現実だって実感した？」

「う～ん、まだかも」

　茶目っ気たっぷりに言って、私は恭介にもっとキスをねだる。

「挑戦しがいがあるね」

　恭介はキラリと目を光らせると、頭のてっぺんから爪の先まで私の身体中にキスの雨を降らせた。

　こんな雨ならずっとやまなくてもいい。

　たまにくすぐったくてクスクス笑えば、恭介は「笑う余裕あるんだ？」なんて少し意地悪な顔で言う。

　ふたりの時間は甘く、時には刺激的。

　最後に彼が私の耳元で魅惑的に囁き、私は陥落した。

「もっと俺に溺れてよ」










俺の大事な宝物〔恭介ｓｉｄｅ〕




　萌と一緒に診察室の中に入ると、彼女は看護師に指示されベッドに横になった。

　ベッドの横にあるのは最新型のエコー装置。お腹の中にいる赤ちゃんが動いている様子が立体的に動画で見られるという優れものだ。

　萌には言ってないが、彼女の出産のためにじいさんが病院側に用意させたという。映像で自分の子供を実感できるのだから、俺もあえてじいさんのやることに反対はしなかった。萌に余計なプレッシャーをかけなければ多少のことには目を瞑る。

　じいさんが日本から呼び寄せた医師がやってきて、診察を始めた。

　医師とにこやかに話をしながら、まず２Ｄエコーで赤ちゃんの様子をモニターで見る。ドクッドクッと赤ちゃんの心音が聞こえてきて、ああ……萌のお腹の中で順調に育ってるんだって実感する。

　先生が角度を変えて赤ちゃんを見せてくれた。

「性別知りたいですか？」

　先生にそう聞かれ、萌と目を合わせると、ふたり同時に「お願いします」と返事をした。先生がクルッと角度を変えて見せてくれた画像には、性別を示す印がハッキリ映っていて……。

「男の子ですね」

　笑顔で言う先生の言葉に、萌は「やっぱり」と呟いて俺に向かってニコッと微笑んだ。

　萌は妊娠した時から男の子のような気がすると言ってお腹をいつも撫でていた。

　俺はどっちでも無事に生まれてくれればいいが、男の子と聞いたらじいさんが喜びそうだな。大騒ぎしないよう釘を刺さなくては……。

「じゃあ、次は４Ｄで見てみましょう」

　先生が装置を切り替えると、画像が鮮明になり、指をくわえながら背中を丸めて目を閉じている我が子の姿が映った。

　お腹の中にいるのに、ここまではっきり顔の表情がわかるのは驚きだ。びっくりして一瞬声が出なかった。

「目元とか鼻筋……恭介に似てるね」

　萌が俺の顔を見て嬉しそうに微笑む。

「口は萌に似てるかもね」

　俺も萌に微笑み返す。

　近いうちにこの子が生まれてくるんだな。俺も頑張らないと。

　そんな決意を新たにして病院を後にすると、ハイドパークを萌と一緒に散歩する。気温三度という寒さだが、少しの時間なら問題ない。身体を動かすのは萌にとってもいいことだし、俺も彼女とふたりの時間を楽しめる。

　冬だというのに、公園の芝生は青々としていた。吐く息が白い。

　萌の手に自分の指を絡めてしっかり握ると、彼女は俺の顔を覗き込んで言った。

「ねえ、卓から聞いたんだけど、私の出産のために、病院に特別チーム作ったってホント？」

　萌は上目遣いにじっと俺を見据えている。

　これは素直に認めた方がよさそうだ。

「まあ、じいさんがね。行きすぎ行為は俺が止めるから、年寄りのわがままと思って大目に見てやって」

「仕方ないなあ。それだけお腹の子を愛してくれてるってことだもんね」

　穏やかで優しい笑みを浮かべると、萌は俺の腕にギュッと抱きついてきた。

　彼女があまり負担には思っていないようでホッとする。

　しばらく公園内を散策してから、ハイドパークから五分ほどの場所にあるホテルへ向かった。

　真木さんと待ち合わせしているのは、今年の四月にオープンしたホテル内にある鉄板焼きのレストラン。なんでも真木さんの知人がプロデュースしたとかで、食材はすべて日本から空輸しているらしい。

　レストランに入ると、着物姿の日本人スタッフが出迎えてくれた。

「真木の名前で予約してあるんですが」

　そう告げながら店内を見渡せば、カウンターの前でシェフと話をしている真木さんと目が合った。

「よお、久しぶり」

　俺に気づいた真木さんが笑顔で手を挙げる。

「直接会うのは久しぶりですね。テレビ会議ではしょっちゅう会ってますけど」

　萌の手を引いて、真木さんのいるカウンターに向かう。

「わ～、真木さん、お久しぶりです。会えて嬉しい！」

　萌は最近テレビ会議での同席もなく、真木さんの姿を見るのは本当に久々だったようで興奮気味。

「かわいい子にそんなに喜んでもらえると嬉しいな。萌ちゃん、肌もつるんとして美人に磨きがかかったね」

　真木さんが萌ににこやかに告げる。

　口が達者なのは相変わらず。

　だが、夫である俺が言うのもなんだが、確かに萌は妊娠してより綺麗になった。

　立ったまま三人で近況を報告し合っていると、待ち人が現れた。

「え～と、真木の名前で……あっ、いた！」

　俺の義弟、卓が俺と萌を見つけて破顔する。

「え？　卓？　なんで？」

　俺の横で驚きの声をあげる萌。

「エディンバラで学会があったんだ。恭介さんが上司と話をつけてくれてロンドン支社に寄ってから帰国することになって、さっきロンドンに着いてここにいるってわけ」

　卓はニコニコ顔で萌に説明した。

「……だから、今日の私の予定知りたがったんだ。恭介も教えてくれればよかったのに」

　萌が少し拗ねた口調で上目遣いに俺を見る。

「ごめん。サプライズにした方が楽しいかと思って」

　萌の頭にポンと手を置きながら言い訳する。その横で、卓と真木さんが名刺交換を始めた。

「相田卓です。いつも姉がお世話になっています。以後お見知りおきを」

　恭しい仕草で挨拶する卓。

　真木さんは、そんな彼の首にガシッと腕を回す。

「俺は真木誉ほまれ。恭介や萌ちゃんから話は聞いてて、ずっと会ってみたいって思ってたんだ。本社にも気軽に遊びに来な」

「本当にお邪魔しちゃいますよ」

「いいよ。恭介の義弟なら大歓迎」

　勝手に盛り上がる真木さんと卓。基本的にふたりとも人懐っこいタイプだし、俺や萌がいなくても会話が弾みそうだ。

「……なんか、太陽がふたつあるみたい。室温が上がってるような気がするのは気のせいかな？」

　萌は苦笑しながら、手で顔をあおぐ。

「確かに……この組み合わせ、強烈かもね」

　ふたりにちらりと目をやり、萌に同意する。

　すると、俺の声が聞こえたのか、真木さんが俺に目を向けた。

「おい恭介、卓いいな。うちに欲しいかも」

　真木さんの目がキラリと光る。

　初対面でもなにか感じるものがあったのだろう。すでに下の名前で呼んでいるのだから、相当気に入ったらしい。

「なあ、卓、海外事業部来ない？　研究開発知ってる奴がいるとうちとしても強みだし、お前は将来マネージメント系に進むといいと思うけどなあ」

　真木さんは、早速卓を口説き始める。

「そこは、条件次第ですかね？　やっぱ金は大事だし」

　卓が茶目っ気たっぷりに言うが、その目は鋭く光っている。

　卓も結構計算高いからな。真木さんとのやり取りは見ものだ。

　そんなことを思っていると、横にいた萌が呆れ顔で割って入った。

「そこのふたり、うちの子の前でダークな話しないで。胎教に悪いです」

「あっ、ごめん」

　卓は素直に謝り、萌に近づいて彼女のお腹を優しく撫でる。

「うわー、ホントに風船でもなくメロンでもなく……この中に赤ちゃんいるのかあ。叔父さんを許してね」

　優しい顔で言う卓を楽しそうに眺め、萌は笑顔で報告する。

「卓に甥ができるんだよ」

「おっ、性別わかったんだ。男の子ならいろいろ教えてあげられるなあ」

「悪いことは教えないでよ」

　厳しい顔で萌は卓に釘を刺した。

「へえ、男の子なんだ？　うちの会社も当分安泰だな」

　真木さんがニヤリとしながら、萌のお腹に触ろうとする。

「どさくさに紛れて触らないでくださいよ」

　真木さんの手をピシャリと叩いて振り払った。

「イテッ！　恭介、俺は純粋にだな、お腹の子に挨拶を……」

　真木さんは、俺が叩いた手をさすりながら言い訳する。

　卓と違って真木さんの顔はいやらしさが滲み出ていて、夫としては許可できなかった。

「華はなちゃんに言いつけますよ」

　華ちゃんというのは、真木さんの婚約者。眼鏡をかけたかわいい子で、海外事業部で萌の後任の事務を担当している。真木さんの女のタイプからはかけ離れているが、彼は華ちゃんにぞっこんらしい。独身主義者だった真木さんが結婚を決めたのがその証拠。ふたりは来春結婚予定だ。

「……お前って的確に人の弱点つくなあ」

　真木さんは、溜め息交じりの声で呟く。

「あのう……すみません。そろそろ食べませんか？　実は俺……昼食抜きで腹減ってて」

　卓が腹に手を当て申し訳なさそうに声をかける。

　彼の言葉で俺たちは席につき、米沢牛のサーロインやフィレ、伊勢エビをオーダー。美味しい鉄板焼き料理を堪能しながら、思い出話に花を咲かせた。

　話は尽きることなく、あっという間に食事も終わりを迎えてしまう。

「真木さん、場所を移動して話しましょうか？　俺もこのホテルに部屋を取ったんです。卓もおいで」

　席を立つと、真木さんと卓に声をかける。

　まだまだ話し足りない。

　萌も同じことを思ったようで、彼女は目を輝かせた。

「よかった！　このまま別れるのは寂しいと思ったの」

　四人でホテルの最上階の二十三階にあるロイヤルスイートに移動する。部屋に入ると、卓が感嘆の声をあげた。

「おっ、いい眺め」

　ガラス張りのその広い部屋からはロンドンの綺麗な夜景が見えた。

「すごい、ビッグ・ベンも見えるよ」

　萌も卓の横に並び、嬉しそうに声をあげる。

　そんなふたりを楽しげに眺めていると、真木さんが俺の肩にポンと手を置いた。

「萌ちゃん、元気そうで安心した。悪阻で十キロも体重減ったって聞いてたから心配だったけど」

「母親になるからですかね？　精神的にも強くなったと思いますよ。俺も負けてられないな」

　萌を愛おしげに見て、フッと笑う。

　それから部屋でくつろぎながら楽しく話をしているうちに夜も更け、卓がすっくとソファから立ち上がった。

「俺、真木さんとまだ話があるから」

「かわいい弟は、俺が責任持って預かるよ」

　真木さんも立ち上がり、ニコッと白い歯を見せて笑う。

　多分俺たちに気を使ったのだろう。ふたりが部屋を後にすると、萌は少し寂しそうに言った。

「なんだか急に静かになったね」

「来年は賑やかになって、そんなこと言ってられなくなるよ、きっと」

　萌の腰に手を回すと、彼女のお腹にそっと手を当てる。

　出産予定日は来年の四月十五日。ふたりでこんなのんびりした時間を過ごせるのもあとわずか。

　壁時計にチラリと目をやれば、午前零時過ぎ。いつのまにか日付が変わって、クリスマスイブになっていた。

　俺はポケットから小さな箱を取り出すと、最愛の妻に手渡した。

「え？」

　萌が箱と俺を交互に見てキョトンとする。

「クリスマスプレゼントだよ。開けてみたら？」

「あっ……私、プレゼント家に……！」

　思い出したように声をあげる萌の口元に指を当てる。

「大丈夫。それは家に帰ってからでいいよ。まずは俺の開けてみて」

　優しく言って萌に促す。

　箱を開けた彼女の目が大きく開いて輝くのを見て、気に入ったのだとわかった。

　箱に入っているのは、一カラットのダイヤのネックレス。

「すごい……綺麗なネックレス」

　萌はダイヤに微笑みながらネックレスを手に取る。

「記念日毎にダイヤを増やしてもいけるんだ。貸して」

　萌の手からネックレスを受け取り、彼女の首につけた。

「似合うよ」

　じっと萌を見て褒めると、彼女は少し恥ずかしそうに顔を赤らめ俯いた。

「……ありがと」

　こういうウブなところは出会った時と変わらない。かわいいんだよな。

　たとえ萌がおばあちゃんになっても、きっと同じことを思うだろう。

　惚気てるって人に言われてもいい。俺が奥さんにメロメロなのは事実なのだから隠そうとは思わない。

　彼女は、俺の大事な大事な宝物。

　家族が増えてもそれは変わらない。

「俺も今プレゼント欲しくなった」

　萌に触れたくて、熱い眼差しを向ける。

　彼女が愛おしくてたまらない。

　女には辟易していた俺が、こんなにも人を愛せるとは思わなかった。

　萌といるだけで、心が温かくなって、安らぎを感じる。それは、まるで陽だまりの中にいるかのよう。

　その上、彼女は俺の子を宿していて、愛おしさが日々増していく。

　萌を愛して、彼女に愛されて、俺はなんて幸せなんだろう。

　彼女に出会えたことを神に……いや、真木さんに感謝したい。

「今？」

　驚いて顔を上げる萌の顎を掴んで、甘く口づける。

　プレゼントを用意してくれた萌には悪いが、こうやって彼女と過ごせることが、俺にとって一番のプレゼントで最高の幸せなのだ。

「愛してる」

　心からそう告げると、もう一度萌の唇にキスを落とした。

　自分の一生をかけて君と、俺たちの子供を守るよ。

　Happy Merry Christmas,with lots of love.





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは。滝井みらんと申します。この度は『極上な御曹司にとろ甘に愛されています』をお手に取って頂いてありございます。ここまでお付き合い下さり、とても嬉しいです！

　このお話は、「ベリーズカフェ恋愛小説大賞」で大賞を頂いての出版。ある日、受賞連絡がメールで届き、私の妄想もついに幻影を見るところまできたのか？と思いました（笑）。後日、編集部の方にお祝いをして頂いてやっと実感した次第です。

　今回、特別ゲストで高橋恭介さんと真木誉さんがここに来てくれたんですよ！

　恭介　こんにちは、高橋恭介です。作者に無茶振りされて、まさかの登場です。

　真木　まあまあ、俺も話したりなかったし、いいんじゃないの？　ところでさ、お前んとこ、子供の名前決まった？

　恭介　萌は俺から一文字取って、『颯介』とか『涼介』がいいって言ってますけど。

　真木　なんか、どこかで聞き覚えのある名前だな。

　恭介　確かにそうですね（笑）。まあ、爽やかな感じでいいんじゃないですか。

　真木　お前たちのキューピッドの俺の名前をつけるのはどうよ？

　恭介　自分の息子が真木さんみたいにチャラくなるのは嫌なので、遠慮します。

　真木　お前……相変わらず、俺に容赦ないな。主人公だからって、いい気になるなよ。作者の滝井さん、次は俺が主人公で長編書いてみない？　お代は、熱いキスで……んぐ！　き、恭介、何をする～！

　恭介　ダークな話満載で誰も買いませんよ。お騒がせしてすみません。このチャラ男は連れて帰りますね。あとお願いします。

　え～、相変わらず微笑ましいふたりでしたね。十二月といえばクリスマス。うちの娘のサンタは私ですが、私のサンタは最近現れていないような……（泣）。恭介サンタ、うちにも来てください～！




　最後になりましたが、頼りない私を温かく支えてくださった編集部の倉持様、妹尾様、また、胸キュンなイラストを描いてくださった八千代ハル様、そして、いつも私を応援してくださる読者の皆様、心より感謝申し上げます。

　この素敵なご縁がこれからも続きますように……。


滝たき井いみらん
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